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Ⅰ熊本大学理学部の現況及び特徴   

１現況 

（１） 学部等名：熊本大学理学部 

（２） 学生数及び教員数（平成 26 年５月１日現在） 

：学生数 829 人、専任教員数（現員数）： 80 人（72 人）、助手数（０人） 

※ 教員数の中に下記の教員を含む  

沿岸域環境科学教育研究センターの理学系の専任の教員  ４人  

パルスパワー科学研究所所属の理学部併任教員  ２人 

大学院先導機構所属の理学部併任教員  ２人 

２特徴 

熊本大学理学部は、昭和 24 年５月に第五高等学校理科及び熊本工業専門学校の一部を

母体として創設された。創設当初は、数学科、物理学科、化学科、地学科、生物学科の５

学科でスタートした。その後、表Ⅰ－１の沿革で示すように、改組によって、増設や拡充

をおこない、平成９年４月から６学科（数理科学、物理科学、物質化学、地球科学、生物

科学、環境理学）となった。  

国立大学が国立大学法人に設置形態を変更する平成 16 年４月と同じ時期に、理学部も

それまでの６学科を理学科１学科に統合改組した。また、平成 18 年４月の大学院重点化に

伴い、教員の所属は自然科学研究科に配置換となった。  

 

表Ⅰ－１ 沿革 

1949年(昭和24)５月 理学部(数学科、物理学科、化学科、地学科、生物学科 )が第五高

等学校理科及び熊本工業専門学校の一部を母体として創設  

1954年(昭和29)３月 理学部化学教室(木造平屋建)が竣工 

同 年  ４月 附属臨海実験所が設置  

1955年(昭和30)４月 附属臨海実験所採集船「まえしま」が新造  

同 年  ７月 理学専攻科が設置  

1960年(昭和35)３月 理学部実験研究棟(１号館鉄筋３階建)が竣工 

1966年(昭和41)４月 大学院理学研究科修士課程が設置  

同  上 生物学科が拡充改組  

同 年 10月 天皇、皇后両陛下が附属臨海実験所に行幸啓  

1968年(昭和43)２月 附属臨海実験所採集船「どるふぃん」が新造  

1968年(昭和43)12月 理学部実験研究棟(２号館鉄筋３,４階建)が竣工  

1969年(昭和44)５月 地学科が講座増設  

同  上 生物学科が拡充改組  

1972年(昭和47)２月 附属臨海実験所実験研究棟(鉄筋３階建)が竣工 

1976年(昭和51)４月 地学科が講座増設  

1977年(昭和52)３月 理学部実験研究棟(３号館鉄筋４階建)が竣工 

1980年(昭和55)４月 数学科が講座増設  

1984年(昭和59)３月 学内共同利用極低温装置室が開設  

1988年(昭和63)４月 大学院自然科学研究科博士課程が設置  

1989年(平成元)３月 附属臨海実験所採集船「ドルフィン II世」が新造  

1990年(平成２)４月 生物学科が生物科学科に改組  

1991年(平成３)４月 生物科学科が講座増設  

1993年(平成５)４月 地学科が地球科学科に改組、講座増設  

同 年  ９月 理学部実験研究棟(４号館鉄筋４階建)が竣工 

1996年(平成８)６月 附属臨海実験所研究実習棟(鉄筋２階建)が竣工 

1997年(平成９)４月 環境理学科が新設  
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同  上 数学科が数理科学科に、物理学科が物理科学科に、化学科が物質

化学科に改称  

1999年(平成11)４月 極低温装置室などが衝撃・極限環境研究センターに改組  

2000年(平成12)５月 自然科学研究科・理学部総合研究実験棟 (９階建)が竣工 

2001年(平成13)４月 附属臨海実験所が沿岸域環境科学教育研究センターに改組  

2004年(平成16)４月 ６学科が理学科に統合改組  

2006年(平成18)４月 大学院重点化に伴い教員が自然科学研究科に配置換  

理学部の Web ページ（ http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/about/history.html）より転載  
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３組織の目的  

理学部の役割は、基礎科学の教育研究を通して、学問を深化させるとともに、未来を切

り拓いていく人材を育成して、地域及び国際社会に貢献することである。  

本学部においても、発足以来、理学教育研究の府として、我が国の学術、科学技術の発

展並びに文化の創造に寄与してきた。加えて、産業界、教育界はじめ各界の各分野に対し

ても有能な人材を輩出してきた。しかし、近年の科学技術の急速な発展により、従来型の

狭い学問体系では対応できない新たな課題や深刻な問題が現れ始めている。それらの諸課

題に叡智をもって迅速に対応できる有為な人材を将来にわたって育成してゆくことは、我

が国が科学技術立国たりうるための最優先課題であり、本学部の重要な使命である。 

一方、硬直化した旧来の教育カリキュラムは、グローバル化していく社会に必要な人材

育成に十分に対応できているとは言い難く、社会ニーズに応える新たな教育システムの構

築は喫緊の課題であると同時に天然資源に恵まれない我国の国益にも資するものである。 

このような状況のもと、平成 16 年度に従来の６学科から理学科（１学科）に改組し、多

様化する社会に柔軟に対応でき、総合的科学力を有し、自ら考えることのできる人材を将

来にわたって養成するための教育システムを全国に先駆けて導入した。  

 理学部にあっては教育と研究は表裏一体の関係にあり、以下に示す本学部の基本理念の

もと、人類の叡智あるいは文化として蓄積されるべき自然科学の基礎的成果を追及すると

ともに、最先端の研究成果を教育に反映させて、  

・自然科学に関して広くバランスのとれた知識・技術・思考法を身につけた、有能な人材  

・社会に出てからも新しいさまざまな課題に積極的に立ち向かうことのできる人材  

・理学のスペシャリストをめざし、進学を志す、学修意欲の高い人材 

の育成を目指すことが、本学理学部の教育・研究の目標である。  

 

理学部の基本理念  

 

本学部は基礎科学を考究する学部です。この基礎科学は自然の仕組みを解明したいと

いう人間本来の知的欲求から出発する学問であり、やがては将来の科学技術に発展する

ものもあり、それらの成果は人類の英知あるいは文化として蓄積されるものです。  

そのために本学部では学生がいろいろなことに積極的に関与し課題を見つけ、それら

を解決する方法を探求できること、また、それらの結果を人類の幸せのために利用でき

ることを教育の目的とします。  

さらに、本学部での教育は学部・学科を越えて、できるだけ幅広く履修し、大学院で

研究ができる基礎を作るように指導します。  

 

上 述 し て き た 、 熊 本 大 学 理 学 部 の 基 本 理 念 等 に 関 し て は 、 理 学 部 の Web ペ ー ジ

（http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/about/aim.html）や学生便覧、学生募集要項に掲載

されており、広く公表されている。  
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１．教育の目的と特徴  

 

一学科制のメリットを生かし、理学全般を幅広く学修できる独自の教育カリキュラムを

通して、理学分野における確かな基礎学力に裏付けされた専門知識を身に着けさせること

により理学士の質を保証し、学生の主体的な活動を通して人間力・協調性を養い国際的な

視野と感性を有する人材の育成を目的とする。  

上記の目的を達成するために、以下の目標を設定した。  

 

１．理学に対する幅広い知識を有し、豊かな創造性を併せ持つ人材の養成。  

２．理学のジェネラリストとしての特色を活かして、他の研究領域、応用分野（例えば、

医学や法学）等のいかなる社会環境にも対応できる人材の養成。  

３．理学のスペシャリストとして、国際的に通用する能力を有し、科学立国及び地域文化

の創造に貢献する人材の養成。  

 

そのために以下の取り組みを行った。  

 

入学時 

教育目標に合わせたアドミッションポリシーを挙げ、一括入試により学生は全て理学科

に入学する。  

前期学士課程（１，２年次）  

理学全般の基礎を修得させ、学生の希望する専門領域の選択に時間と情報を充分与える。

１年次後期から、３名の学生に対して教員１名をチューターとして配置し、コース選択

も含めた細かい履修指導を行っている。３年次進級時に、学生の希望により、数学、物

理学、化学、地球環境科学、生物学の各コースから１つを選択させる。  

後期学士課程（３，４年次）  

期待される理学士像に沿った各コースの科目相関を明示した履修モデル ＊ ）を提示する

ことで、より専門的な知識の系統的な学修の機会を担保している。さらに４年次への進

級要件をクリアした学生にのみ卒業研究の着手を認めるなど、理学士としての専門性と

創造性を考慮した教育プログラムを提供している。 

＊）各コースではカリキュラムポリシーに沿った到達目標（就職、進学などの方向性も

含めて）を履修モデルとともに提示している。学生は履修モデルを参考に履修計画

を立てる。また、分野横断的に授業科目を配置するなど、工夫を凝らした教育カリ

キュラムの設定がなされている。  

 

［想定する関係者とその期待］  

９割以上が九州地区からの入学者であり、さらに入学者の約半数が大学院に進学するこ

とから、九州地区の理科数学教育における機会均等を保証するとともに、ジェネラリスト

として自然科学分野を俯瞰できる能力とスペシャリストとして専門性を特化できる能力を

ともに涵養することを本学部の使命としている。  

入学後の不登校や休・退学の原因の一つとして専門とのミスマッチが挙げられているが、

これは高等教育における学問としての専門分野とその分野に関係する初等・中等教育にお

ける科目教育との違いに拠るところが大きいと考えられる。自然科学の様々な分野の基礎

を学んだ後に専門を自由に選択できることは本学部の大きな利点といえる。実際、約７割

の学生が入学後に専門を決定していることや、約４割が入学時の希望とは異なる専門を選

んでいる点からもそれは覗える。  

 また、自然科学の分野は相互に有機的かつ密接に関係しており、現代社会が直面する多

くの課題を解決するためには幅広い知識だけでなくそれらを相互に結び付ける専門性の深

さが不可欠である。自然科学の基礎の上に確かな専門性を積み上げることは、本学部卒業
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生に対する社会からの要請と受け止めている。  

このような現状を踏まえ、主たるステークホルダーとして、九州管内のサービス関連企

業関係者や公立・私立高校の教育関係者が想定される。卒業後の進路も一学科制移行のあ

と徐々に多様化してきた。その背景に、大学を取り巻く種々の社会環境の変化、とりわけ、

グローバル化による国際社会の変化に柔軟に対応できる人間力あるグローバル人材の育成

が急務になってきた事があげられる。一学科制による教育システムがもたらす幅広い理系

人材の育成は、このような地域社会の期待に応えうるものである。加えて、前身である旧

制第五高等学校以来の学問を重んじる伝統と剛毅木訥の気風を受け継いでいるというイメ

ージが九州地区だけでなく、全国的にも定着しており、国内外の社会で通用する気骨ある

人材育成への期待感も高まっている。さらに、改組して 10 年が経ち、固有の教育プログラ

ムも広く社会に受け入れられ、構成員の地道な活動による安定した入学者の確保と卒業生

の進路から保護者や教育関係者、地域社会に対して安心感と期待感を与えている。  

このような背景のもと、本学部の人材育成に対する期待を以下のように捉えている。  

１） 理学のジェネラリストとして理学全般に対する基礎学力及び教養力  

２） 理学の各分野のスペシャリストに必要な専門知識とその運用能力  

３） 学生主体のコース選択制に伴う自己実現能力  

４） 九州人の持つ明るさや協調性及び旧制五高以来の気風を備えた人間力  

５） いかなる環境下においてもグローバルにものを考えながら集中的にローカルアクト

できる行動力  
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

 

【優れた点】  

平成 22 年一学科制に移行後最初の修士課程修了者が出た際に６年一貫教育の見直しを

行い、理学修士像と理学士像を差別化した。それに基づき各分野の教育プログラムを構築

している点は大きな特徴であり、強みでもある。更に２年次までの共通教育における前期

学士力とその後の各コースでの教育における後期学士力を区別し、それぞれに教育の目的・

目標を設定することで到達度の検証と見直しが迅速かつ柔軟にできる体制を取っている。

一括入試による学生選抜と定員を設けない自己実現型コース選択及び教育プログラムに基

づく一学科制の優れた点として以下が挙げられる。 

①  数学・理科の各分野の基礎及び専門的教養の修得（前期学士力の涵養）  

②  専門分野決定のミスマッチを防止する教育システム  

③  進級基準や卒業要件を課すなど卒業生の質保証に重点を置いたカリキュラム改革  

④  きめ細かい指導（学部長面談、クラス担任、チューター制度等）  

⑤  学問分野の壁を越えた人的交流と学生と教員の専門にとらわれない意識のボーダーレ

ス化 

 

【改善を要する点】  

 10 年間で本学部理学科一学科制としての教育目的・目標、入学者選抜方針、及び、学位

授与方針は、その周知を含め想定される関係者の期待に応えられている状況にあると判断

される。一方、理学士の質保証に関する評価方針については、他と比べ教員内の共通認識

の構築や学生への周知を含め遅れている。また、一学科が発足した当時とは比較にならな

い速さで国際社会のボーダーレス化が進み、グローバルな視野を持って活躍できる人材養

成が大学に求められている。このような状況下、社会要請に応え得る人材育成には一学科

制教育システムは非常に有利であり、更に検討すべき点は以下の３点に集約される。  

 

 卒業生の教育の質保証  

 新学習指導要領に則した教育内容の見直し検討  

 学修意欲をより向上させる教育制度等の検討  

 

 

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 教育活動の状況  

観点 教育実施体制  

（観点に係る状況）  

 

一括入試と定員を設けない専門コース選択が可能な一学科制を敷いて 10 年が経過した。

この間、教育理念・目標を達成し、理科と数学の基本的な領域を余すことなく網羅する教

員配置を常に意識した人事を行っており、現在、学部教育を担当する構成員の数、研究分

野は資料Ａ－Ⅰ－１－１－１の通りである。前回の組織評価において「その構成は適切で

ある」と判断されたが、その後、定員削減が行われた（資料Ａ－Ⅰ－１－１－２）ものの、

現有定員は大学設置基準を満たしており（資料Ａ－Ⅰ－１－１－３）、教育の実施体制上問

題はない。さらに、学内センターや研究所等に所属の教員も兼任するなど多様な人材の確

保に努めている。（資料Ａ－Ⅰ－１－１－４）また、実験、実習や演習を伴う授業について

は、平成 25 年度では大学院生 149 人、5,138 時間をティーチングアシスタント（TA）と

し採用し、授業内容の定着を図っている。（資料Ａ－Ⅰ－１－１―５）  

 全学における教養教育の実施にあたっては、理学部は大きな役割を果たしている。教養

教育の改革により、平成 23 年度から開講科目のスリム化が行われ、担当講義数が減少す
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ることとなったが、平成１９年度と比較して担当講義数の全学に占める割合はむしろ上昇

している。（資料Ａ－Ⅰ－１－１―６）  

昨今、数学・理科の専門及び教養教育の重要性が増していることより、将来的には教員

資源の再配分などの措置により、大学全体で安定した理学教育を保証する必要がある。  

平成 19 年度より行っていた推薦入試は、アドミッションポリシー（資料Ａ－Ⅰ－１－

１－７）に合致した受験生が減少したため平成 26 年度入試から廃止した。さらに、近年の

グローバル化の加速による英語教育の重要性の増加を考慮し、平成 27 年度入試より数学・

理科の２教科３科目に加え英語を課すことを決定し、全科目の配点を見直した。（資料Ａ－

Ⅰ－１－１－８）  

 学部長室の指示のもと、運営会議、教務委員会及びＦＤ委員会が中心となって、種々の

取り組みを継続している。「授業参観」は独自の取り組みであり、平成 15 年度より継続実

施している。これまで、多くの教員が授業参観に参加し、参加者の意見を担当教員に伝え

るだけでなく、終了後の意見交換会を通して優れた点を授業改善に生かすなど教員の教育

能力の向上に努めている。（資料Ａ－Ⅰ－１－１－９）更に、科目担当教員には年度末に全

学で実施している授業改善のためのアンケート等をもとにした授業実施報告書の提出を義

務付け、授業改善できるよう取り組んでいる。（資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 10）今後、これらの

取り組みに対する効果の検証が必要である。  

 理学科発足時に、卒業研究に当たる科目として「特別演習」（選択）を設定した。卒業生

の質保証の観点から平成 22 年度入学生より「卒業研究」として必修化すると同時に履修

要件を設定した。（資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 11）この変更により、実質的に卒業研究が卒業試

験の代替となり、卒業生の質保証を可能とした。しかし、制度上卒業研究に着手できない

４年生が最終学年の学生と同列に扱われてしまうことが教育指導上の問題として残ったた

め、平成 26 年度入学生より４年次への進級要件を設定することにした。（資料Ａ－Ⅰ－１

－１－12）また、シラバスの実質化を図るためシラバスチェックを行い、修正を求める取

り組みを行っている。（資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 13）しかし、厳格な成績評価との関連付けに

ついては未だ実施には至っていない。英文による卒業研究の概要の提出を義務付けること

により、英語運用能力の向上を図っている。  

 初年次の理科教育においては、高校における理科４科目の履修状況を考慮した既履修、

未履修によるクラス編成を行っている。平成 22 年度入学生より、数学２科目において、後

期に到達度別クラス編成による学力不足学生への対応を始め、効果が上がっている。（資料

Ａ－Ⅰ－１－１－14）更に、学生の向上心やモチベーションを高めるため、難易度別のク

ラス編成を行い、学生に選ばせている。  

（中期計画番号Ｋ１～Ｋ32）  

 

 

資料Ａ－Ⅰ－１－１－１  理学部の収容定員及び教員数（平成２６年５月１日現在）  

 
［出典：理学系教員等名簿］  

 

講座  収容定員  教授  准教授  講師  助教  計  

数理科学  

760 

7(0) 6(0) 1(0)  14(0) 

物理科学  6(0) 3(0)   9(0) 

化学  8(0) 5(0)  3(0) 16(0) 

地球環境科学  7(0) 6(1)  2(2) 15(3) 

生命科学  7(1) 7(1) 1(0) 3(0) 18(2) 

計  760 35(1) 27(2) 2(0) 8(2) 72(5) 

括弧内は女性（内数）  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－２  

理学部の収容定員及び教員数の平成１９年５月１日からの増減数  

 
［出典：平成 19 年の組織評価自己評価書をもとに作成］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－１－３  

大学設置基準上の専任教員数と現員教員数（平成２６年５月１日現在）  

 

［出典：熊本大学データ集］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－１－４  他部局所属の教員数（平成２６年５月１日現在）  

 

［出典：理学系教員等名簿］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－１－５  ＴＡの採用人数と時間数の推移（平成 21～25 年度） 

 

［出典：理学部教務担当資料］  

 

講座  収容定員  教授  准教授  講師  助教  計  

数理科学  

0 

▲2 2 ▲1 ▲1 ▲2 

物理科学  ▲1 ▲1 －  ▲1 ▲3 

化学  2 0 －  ▲1 1 

地球環境科学  1 0 ▲1 1 1 

生命科学  ▲3 0 0 ▲1 ▲4 

計  0 ▲3 1 ▲2 ▲3 ▲7 

 

学部・学科  収容定員  
専任教員数  

（大学設置基準）  

専任教員数（現員）  

教員  うち教授  

理学部・理学科  760 17 72 35 

 

部局  教授  准教授  講師  助教  計  

沿岸域環境科学教育研究センター  2 2   4 

パルスパワー科学研究所  1 1   2 

大学院先導機構   2   2 

計  3 5   8 

 

年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 

採用人数（人） 170 167 147 156 149 

総時間数（時間） 4,602 4,662 5,380 5,549 5,138 
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－６  平成２５年度における専任教員の教養教育の担当講義数  

 

［出典：教務委員会調査］  

 

 

  

分野  基礎セミナー  教養科目（理系） 
理系基礎科目  

計  
講義科目  実験科目  

数学  

21 

2 27  

 

物理学  2 7 6 

化学  7 6 6 

地学  4 6 6 

生物学  7 4 6 

計  21 22 50 24 117 

全学開講数  97 26 65 24 212 

割合  21.6 (21.6) 84.6 (78.9) 76.9 (76.3) 100 (100) 55.2 

括弧内は平成１９年度のデータ  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－７  理学部アドミッションポリシー  

 

［出典：熊本大学ホームページ］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学部アドミッションポリシー   

 

理学部  

数学と理科の各分野に対し幅広い興味と理解を有し、自然科学の諸課題に対し意欲的に  

チャレンジでき、多角的な視点から忍耐強く真理探究のできる次のような人を求めています。  

 

1.物事の本質を見極めたいという強い意志を持った人  

2.論理的思考ができる人  

3.豊かな感性と洞察力を有する人  

4.野外調査や長時間に及ぶ実験等に対し、忍耐強く取り組める人  

5.広い視野をもち、応用力、実践力のある人  

6.わが国の理学研究の発展に貢献したいという意志をもった人  

7.複数の学問にまたがる学問領域にも失敗を恐れず果敢に挑戦できる人  

8.国際的に活躍する意欲のある人  

 

理学部では、数学と理科に関して、以下の内容を入学時点で習得しておくことを希望します。  

 

数学  

数学 I、数学 II、数学 III、数学 A, 数学 B (「数列」及び「ベクトル」 )及び数学 C(「行列とその応

用」  

及び「式と曲線」 )について、個々の項目の内容をよく理解し、知識と技能を十分身につけておく  

こと。  

項目間のつながりを意識し、数学的思考方法を習得しておくこと。また、数学のみならず理科に  

おいても、数学的に考察し処理する能力を身につけておくこと。  

 

理科  

物理 I 及び II、化学 I 及び II、地学 I 及び II、生物 I 及び II 、地学基礎及び地学から 2 教科以上を  

習得しておくこと。  

事物や自然現象についての観察、実験などを行い、自然や科学に対する関心や探究心を高め、探究  

する能力と態度を身につけておくこと。基本的な概念や原理・法則を理解して、科学的な自然観を  

養っておくこと。  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－８  入試制度の変遷  

 

 

 

［出典：入学者選抜要項］  

 

 

  

年度  変更点  変更前  変更後  備考  

H19 後期日程個別学力

検査 

２教科５科目計 10

題より２題選択  

２教科５科目より

２科目選択  

１学科制のアドミ

ッションポリシー

に沿った入試によ

り近づけるため  

推薦入試   新規導入  コミュニケーショ

ン能力にすぐれ、

学年のリーダーと

なれる優秀な学生

を選抜するため  

３年次編入学試験   廃止  理学科の教育カリ

キュラムに対応す

ることが困難であ

ることなど  

H20 推薦入試定員  10 名  15 名   

H26 推薦入試   廃止  ※ 参照  

H27 前期日程個別学力

検査教科  

数学，理科  数学，理科，外国

語  

国際性の観点をよ

り 明 確 に す る た

め、平成 25 年度に

決定した。同時に，

大学入試センター

試験も含めて配点

を見直した。  

前期日程大学入試

センター試験の配

点  

国語 100，社会 50，

数 学 100 ， 理 科

100，外国語 200 

国語 100，社会 50，

数 学 100 ， 理 科

100，外国語 100 

前期日程個別学力

検査配点  

数学 300，理科 300 数 学 200 ， 理 科

200，外国語 100 

 

※ 推薦入試で入学した学生に対して追跡調査（成績等および卒業時の指導教員への聞き

取り）を実施した。その結果、指導教員からは、コミュニケーション能力やリーダー制な

どに関しては高い評価を得られ、推薦入試導入時に想定した特色ある学生を選抜できてい

ることがわかった。しかし、一方で、英語能力に欠ける点が指摘されたり、全般的に成績

が悪く途中退学した学生も数人いた。成績に関しては高校からの評定値などが判断基準で

あり、高校からの推薦だけからでは大学入学後の学力を担保することが難しいことがわか

った。大学入試センター試験を課す等の入試方法の変更も検討したが、一般入試と異なる

特徴ある学生を選抜するのが難しくなることが予想された。現在の推薦入試方式では、総

合的能力を的確に判断することが困難であり、平成 26 年度入試より推薦入試を実施しない

こととした。  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－９  授業参観案内  

 

［出典：FD 委員長からの案内メール］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 10 授業実施報告（書式）  

 

［出典：理学部教務担当資料］  

 

理学系教員各位  

 

                                    理学部 FD 委員長  高野  博嘉  

 

 日ごろより，FD 活動にご協力頂き感謝いたします。  

 今年度も前回と同様に、自らの講義の参考になるような、学生から高い評価を得ている授業について  

参観を企画いたしました。  

 今年度後期は、地球環境科学と生命科学の２名の先生がお引き受け下さいました。  

 詳細は次のとおりですのでお知らせ致します。  

 

生命科学  

授業参観の科目：展開科目（ 3 年次）「分子遺伝学」，谷  時雄先生，火 1 限  

授業参観の実施日：平成 24 年 11 月 6 日（火）  8 時 40 分～ 10 時 10 分  

場所：理学部 3 号館 D201 講義室  

 

地球環境科学  

授業参観の科目：共通科目（ 2 年次）「基礎地球物質科学」，長谷中  利昭先生，木 4 限  

授業参観の実施日：平成 24 年 11 月 8 日（木）  14 時 30 分～ 16 時 00 分  

場所：理学部 2 号館 C329 講義室  

 

 これまでと同様に、授業参観を希望される先生方には、事前に資料等を配信致します。10 月 29 日（月）  

までに、参観希望の授業名とともに、タイトルを授業参観希望としたメールを  

高野 (takano@kumamoto-u.ac.jp)までお送り下さい。  

 また、授業参観後に、授業担当者と参観者との意見交換会を行いたいと考えています。授業参観に  

出席された先生方におかれましては、意見交換会にも出席頂けると幸いです。  

よろしくお願い致します。  

 

高野  博嘉  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 11 卒業研究着手判定資料  

 

［出典：理学部教務担当資料］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 12 質保証のための改善の経緯  

 

 

［出典：学生便覧］  

 

卒業研究着手を
認定された者

（人）

数学 32 27 5

物理 38 28 10

化学 55 51 4

地球 32 31 1

生物 43 40 3

200 177 23理学科（合計）

平成26年3月　4年次卒業研究着手判定

熊本大学　理学部

学　科　名
卒業研究着手判定

対象者（人）
(休学者内数）

卒業研究着手を
認定されなかった者

（人）
（休学者内数）

コ
ー

ス
別
内
訳

年度 事項  

平成２１年度  

在学期間を８年から６年に変更 *1 

卒業要件および 3 年次への進級要件の変更（理学共通科目数の必要

単位数を増やした） *2 

平成２２年度  

特別研究ＡおよびＢ（各３単位選択）を卒業研究（６単位必修）に

変更し、履修要件を設定  

1 年次の理系基礎科目（数学）の授業科目を到達度別クラス分けによ

り実施  

卒業要件の変更  

平成２３年度  

卒業研究を６単位から１０単位に変更し、履修要件を改訂  

理学展開科目と理学発展科目を理学専門科目として統合  

理学基盤科目を理学教養科目に名称変更  

プログラムをコースに名称変更  

卒業要件の変更（専門科目の充実）  

平成２４年度  

教養教育改革により理学教養科目が理系基礎科目として全学共通

教育に区分される *3 

理系英語の導入  

卒業要件の変更（教養教育の変更）  

教育職員免許状教科に関する科目の変更  

卒業研究履修要件の変更  

平成２５年度  4 年次進級要件の検討 *4 

 

*1：在学期間を８年から６年にするとともに、留年した学生に対して手厚い指導をするこ

ととした。  

*2：卒業研究の設置に伴い、４年次の科目の一部を３年次開講に、また、３年次開講科目

の一部を２年次開講にして、卒業研究に集中できる時間を確保した。この変更により各学

年の教育の質も向上している。  

*3：1 年次の共通カリキュラム（専門基礎）の位置づけは本来、全学共通教育であった。

本来の位置づけに変更し、理系基礎科目と名称を変更した。  

*4：卒業研究の履修要件を 4 年次への進級要件とし、4 年次を卒業研究のための、すなわ

ち理学部の卒業のための学年とし、質保証を確保した。 
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 13 理学部シラバスチェック実施報告  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          平成 25 年 11 月  

理学部シラバスチェック実施報告  

                          

                         理学部 FD 委員会  

 

1. はじめに  

 

 どのようなシラバスが教育的であるか、という問題はなかなかに難しい問題である。授

業科目が講義であるのか、それとも実験・演習かによっても必要な情報は異なるであろう

し、講義が学生との対話の中で形作られていくことを考えると、授業における全ての項目

を網羅することさえ不可能かもしれない。これまでシラバスの改訂は各人の試行錯誤によ

って行われてきており、教育コース単位での取組は認められるものの、組織的な議論はあ

まりなされて来なかった。より良いシラバスへの議論のための基礎的なデータの取得を目

的として、平成 24 年度に大学教育機能開発総合研究センター所属の熊本大学ファカルテ

ィ・ディベロップメント委員会委員によって、平成 24 年度のシラバスに対し、シラバス

チェックが行われた。全授業科目から 10%を抽出して行われたチェックの結果については、

平成 25 年 3 月にまとめられた「シラバスチェック」実施報告書を参照願いたい。これを

踏まえ、平成 25 年度は、各部局においてシラバスチェックを行うことがファカルティ・

ディベロップメント委員会で決定された。理学部 FD 委員会は、これを受け、「理学部シラ

バスチェック実施要領 (添付資料 )」を策定し、シラバスチェックを行った。  

 

 

2. 実施方法  

 

 シラバスチェックは、理学部 FD 委員会で行った。対象科目は、平成 25 年度熊本大学理

学部授業計画書に掲載されている理学専門科目 3 年次対象科目、計 100 科目について行っ

た。これは授業計画書に掲載されている理学部全授業科目のほぼ半分である。平成 25 年

度については、各コースの授業について担当する講座の FD 委員によるチェックとした。

チェック項目については、平成 25 年度に新たに策定した実施要領に従った。  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 13 理学部シラバスチェック実施報告（続き）  

 

 

 

 

 

 

 

 

3. シラバスチェックの結果  

 

理学部シラバスチェック結果を表にして示す。  

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

(1) 授業形態 97 3 14 0 15 0 13 0 28 0 27 3

授業の目標

a) 学修の到達目標 95 5 14 0 15 0 13 0 27 1 26 4

b) 学生を主体として 56 44 7 7 11 4 13 0 22 6 3 27

c) 文字数 83 17 5 9 15 0 12 1 26 2 25 5

授業内容

a) 項目や重要な概念 88 12 9 5 15 0 13 0 28 0 23 7

b) 15回分の授業内容・

相互関連
60 40 9 5 6 9 12 1 12 16 21 9

c) 文字数 42 58 0 14 9 6 13 0 12 16 8 22

(4) キーワード 93 7 13 1 14 1 13 0 28 0 25 5

(5) テキスト 91 9 7 7 15 0 13 0 26 2 30 0

(6) 参考文献 99 1 14 0 14 1 13 0 28 0 30 0

(7) 評価方法・基準 76 24 9 5 13 2 12 1 28 0 14 16

(8) 履修上の指導(注意) 94 6 13 1 14 1 12 1 27 1 28 2

(9) 事前学習 85 15 9 5 14 1 11 2 23 5 28 2

(10) 事後学習 89 11 14 0 13 2 11 2 25 3 26 4

物理

(15)

(2)

(3)

評価項目
生物

(30)

化学

(13)

数学

(14)

地球

(28)

理学部(対象

授業数 100)
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 13 理学部シラバスチェック実施報告（続き）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 90%が基準に合致している 6 項目を含め、80%以上が基準に合致していた 10 項目につい

ては全体的な問題はないものと考えられる。80%を切っているものとしては、「学生を主体

として授業の目標が書かれているか」、「15 回分の授業内容が書かれているか」、「授業内容

の文字数が 300 字程度を目安とし、200 字以上であるか」の 3 項目において基準に合致し

ていない科目数が多く、ほぼ半数となっている。どれも授業目標・授業内容に関する重要

な項目であり、理学部内で注意喚起を行っていく必要があるかもしれない。また、ほぼ 1/4

が基準に合致していない項目として、「評価方法とその割合、および評価基準が明示されて

いるか」を挙げることができる。授業の評価方法は学生の注目も高い項目であり、今後も

改善が必要となるであろう。  

 項目・チェック方法が同一ではないものの、平成 24 年度に全学で行われたシラバスチ

ェック結果と今年度のチェック結果を比較してみる必要はあるだろう。まず目に付くのは、

「学生を主体として授業目標が書かれているか」の項目である。平成 24 年度の全学での

チェックでは 96%が基準に合致していると評価されている一方、本年度は合致している科

目数が非常に少なくなっている。これは、どのような形式が「学生主体」であるか、につ

いてチェックの基準が統一されていないために起きていると思われる。今後の検討が必要

であろう。  

 全学のシラバスチェックでは文字数が標準より大幅に超過している場合でも、基準に合

致しないとしていた。理学部では文字数の超過については問題としない方針を取っている

が、両年のシラバスチェックで、「授業内容の文字数」が基準に合致していない科目が多く

見られた。これは、文字数が少ない、ということを示しており、今後改善が必要かもしれ

ない。  

 全学におけるシラバスチェックでは基準に合致している科目があまり多くなかった「キ

ーワード」、「使用するテキストの明示」、「参考文献」の 3 項目については、理学部におけ

るチェックではほぼ問題が見られなかった。これは、シラバスには参考文献等の周知の仕

方が書かれていれば基準に合致していると判断したためと思われる。  

「15 回分の授業内容が書かれているか」、「評価方法とその割合、および評価基準が明示さ

れているか」については両年でほぼ同等の結果であり、基準に合致している科目の割合が

少ない。この点は、今後の検討課題であろう。  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 13 理学部シラバスチェック実施報告（続き）  

 

 

 

 

 

 

 

 シラバスチェックを行うことにより、個々のコースの授業について以下のような課題が

浮かび上がった。  

 

数学コース  

 項目 (1), (4), (6), (8), (10)については、１の評価が多かったがその他の項目では０の評価

が目立っている印象である。特に (2)と(3)については顕著で、(2)(a)はすべて１の評価であ

ったものの、例えば (3)の文字数については１の評価のものがなかった。また (3)(b)につい

て１の評価は９科目となったが「相互関連」についての言及はどの科目もなかったことを

注意しておく。これは多かれ少なかれシラバス作成に対する温度差が反映しているものと

思われる。また数学コースの場合、３年の演習はすべて講義に付随しており、演習につい

ては授業内容等の説明はしばしば省略されていることも原因として考えられる。  

 

物理学コース  

 「授業形態」、授業の目標の内「学修の到達目標」と「文字数」、授業内容の「項目や重

要な概念」、「テキスト」については全授業科目で基準に合致していた。授業の目標の「学

生を主体とした」記述がなされていない授業が４科目あった。授業内容に関しては、半数

以上（９科目）で「15 回分の授業内容・相互関連」が記述されておらず、「文字数」も少

ない科目が多かった（６科目）。「キーワード」と「参考文献」は１科目で示されていない。

「評価方法・基準」では、出席点を評価に入れている授業が２科目あった。「履修上の指導」、

「事前学習」、「事後学習」が空欄になっている科目が幾つかあった。  

 

化学コース  

 ほとんどのシラバスで、ほとんどのチェック項目を満足していた。ただし、チェック項

目の要件を満足していなかったシラバスで気づいた点としては、「授業内容」の「15 回分

の授業の内容」の項目で、同一授業テーマで複数回の講義を行う旨の表記が明確でないシ

ラバスが幾つかあったことと、「文字数」の要件で、200 文字に満たないものがあった。

学生実験の場合、実験タイトルのみでも十分にその内容が類推でき文字数は少なくても実

験内容が十分に伝わるとは考えるが、学生の立場から考えると、もう少し説明が必要なの

かもしれない。その他の項目では、「履修上の指導 (注意 )」、「事前指導」、「事後指導」で記

載がないものがあった。  

 

地球環境科学コース  

 「授業形態」、授業の目標の「学修の到達目標」と「文字数」、授業内容の「項目や重要

な概念」、「キーワード」、「参考文献」、「評価方法・基準」、「履修上の指導」は、ほとんど

が基準に合致していた。授業の目標の「学生を主体として」記述がなされていない授業が

6 科目あった。授業内容に関しては、半数以上で「15 回分の授業内容・相互関連」が記述

されておらず、「文字数」も少ない科目が多かった（16 科目）。「テキスト」については空

白が 2 科目あったが、実験などは使わないのが普通であり、実質的な問題はないものと考

える。「事前学習」と「事後学習」は空欄になっている科目が幾つかあった。  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 13 理学部シラバスチェック実施報告（続き）  

 
［出典：理学部 FD 委員会シラバスチェック実施報告書］  

 

  

 

生物学コース  

 今回は、3 年次の 30 科目（講義や実験、演習すべて）のシラバスチェックを行った。集

計表ではその両者を合わせているがここでは講義とそれ以外の実習系の科目に分けて検討

したい。担当者がはっきりしている講義については大体の条件はクリアされていたが、３

つの項目については評価が低くなった。（１）授業の目標において、学生を主体とした書き

方はほとんどなされていなかった。（２）授業内容で文字数が少なく、どのような授業が行

われるのかイメージしにくいものがあった。（３）評価方法と基準の項目については、出席

を評価の中に加えている講義が散見された。また割合を示していない講義も少しではあっ

たが見られた。一方、実験や演習系の科目については、上記三点に加えて、授業内容が具

体的に書かれていないものが約半数を占めていた（当然文字数も少ない）が、3 年次実習

については 4 月に詳細な実験計画の冊子を配っており、実質的な問題はないものと思われ

る。またキーワードが抜けていたり、事後学習などが抜けていたりする科目もあった。実

習系は複数の教員が関わっているので、今後記入方法の改善が必要かもしれない。  

 

 

4. おわりに  

 

 シラバスチェックを 2 年連続で行うことにより、理学部のシラバスにおける問題点が明

らかになってくるとともに、シラバスチェックの限界も見えてきている。例えば、全員受

講が義務づけられているような 3 年生の実習科目では、詳細な実習の説明書がシラバスと

は個別に作成されていることが普通である。シラバスより格段に詳しいテキストが作成さ

れているにも関わらず、チェックをかけると基準に合致しないものとして分類されてしま

うのは、チェックの方法に問題があると考えられる。また、細かなことではあるが、文字

数の制限等が必要であればシラバス入力時にチェックを行い、短い字数では入力が完了し

ないようにしておけば良いものと思われる。シラバスのシステムの検討が進んでおり、今

後の改善に期待したい。シラバスの改善とともに、そのチェック方法についても、今後改

良を加えていく必要があるだろう。  
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資料Ａ－Ⅰ－１－１－ 14 到達度別クラス編成後の成績分布  

・微分積分Ⅱ  

 

 

 

 

 

平成２２年度  秀  優  良  可  不可  

A 

４５  １８  ７  ７  ０  

５８％  ２３％  ９％  ９％  ０％  

B 

３  １８  １４  ３１  ５  

４％  ２５％  ２０％  ４４％  ７％  

C 

１  ６  ５  ２６  １４  

２％  １２％  １０％  ５０％  ２７％  

 

平成２３年度  秀  優  良  可  不可  

A 

３６  １２  ６  １２  ０  

５５％  １８％  ９％  １８％  ０％  

B 

８  １８  １２  １３  ２  

１５％  ３４％  ２３％  ２５％  ４％  

C 

３  ８  １０  ２４  ３２  

４％  １０％  １３％  ３１％  ４２％  

 

平成２４年度  秀  優  良  可  不可  

A 

８  ２５  １６  ２３  ２  

１１％  ３４％  ２２％  ３１％  ０％  

B 

１  １４  １８  ３３  １  

１％  ２１％  ２７％  ４９％  １％  

C 

２  ８  １７  ２６  ７  

３％  １３％  ２８％  ４３％  １２％  

 

平成２５年度  秀  優  良  可  不可  

A 

２５  １５  １４  １４  ０  

３７％  ２２％  ２１％  ２１％  ０％  

B 

２  １３  １８  ３２  ５  

３％  １９％  ２６％  ４６％  ７％  

C 

１  ４  ８  ３６  １１  

２％  ７％  １３％  ６０％  １８％  
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・線形代数Ⅱ  

 

 

 

 

 

 

平成２２年度  秀  優  良  可  不可  

A 

１６  ９  ６  ３５  ５  

２３％  １３％  ８％  ４９％  ７％  

B 

１６  １６  １１  ２６  ３  

２２％  ２２％  １５％  ３６％  ４％  

C 

５  ６  ８  ３１  ６  

９％  １１％  １４％  ５５％  １１％  

 

平成２３年度  秀  優  良  可  不可  

A 

２４  １８  １２  １１  ２  

３６％  ２７％  １８％  １６％  ３％  

B 

１２  １０  １８  ２６  ４  

１７％  １４％  ２６％  ３７％  ６％  

C 

９  ７  １６  １８  ９  

１５％  １２％  ２７％  ３１％  １５％  

 

平成２４年度  秀  優  良  可  不可  

A 

１６  ２３  １６  １９  ７  

２０％  ２８％  ２０％  ２３％  ９％  

B 

５  １５  １５  ２９  ７  

７％  ２１％  ２１％  ４１％  １０％  

C 

１  ４  ５  ２５  １４  

２％  ８％  １０％  ５１％  ２９％  

 

平成２５年度  秀  優  良  可  不可  

A 

１５  ２１  １３  １６  ４  

２２％  ３０％  １９％  ２３％  ６％  

B 

６  １２  ７  ３５  ６  

９％  １８％  １１％  ５３％  ９％  

C 

１４  ９  ２０  １５  ５  

２２％  １４％  ３２％  ２４％  ８％  
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・微分積分Ⅱ  

 

・線形代数Ⅱ  

 

 
［出典：教務担当調べ］  

 

（水準）  

期待される水準にある。  

（判断理由）  

学生の学修意欲をより向上させる教育制度等の不断の検討が必要である。個々の教員の

教育負担増、授業方法の改善及び教育カリキュラムの見直し等により、理科や数学分野の

専門教育の質を保証する実施体制は維持されているが、将来に渡って高い水準を維持する

ためには、理学部の取り組みのみでは解決されず、恒常化した全学専門基礎教育への負担

を軽減し、必要な理数系教員数を確保するなどの、抜本的な全学教養教育改革が必要であ

る。  

 

観点 教育内容・教育方法  

（観点に係る状況）  

理学部の一学科・教育プログラム制を全国に先駆けて導入した当初は、教育プログラム

という概念がまだ社会に広く周知されていなかった。そのような中で、従来の学科別の専

門教育で確立された基盤的部分は大きく変えることなく、一学科制のメリットとして理学

全分野を学修させる独自のカリキュラムを採用した。それぞれの科目の目的は以下の通り

明確に決められていた。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－１）  

その後、理系学部における共通基礎教育として、理学基盤科目は教養教育の理系基礎科

目に変更され、現在に至っている。平成 27 年度以降の入学生に対して、新学習指導要領に

則した教育内容の見直し検討を始めている。また、特別演習（選択）を卒業研究（必修）

とする（資料Ａ－Ⅰ－１－２－２）と同時に履修要件（資料Ａ－Ⅰ－１－２－３）の設定、

科目区分の見直し、４年次進級要件（資料Ａ－Ⅰ－１－２－４）の設定など理学士として

の質を保証するための改変を行ってきたが、理学部の基本理念や一学科制の教育目標・目

的に変更はない。一括入試と定員を設けない専門の選択が、他大学にない特徴の一つとな

っており、平成 16 年の理学科発足以来堅持されている。卒業研究に関しては最終学年に行

うことを明確にし、卒業論文作成が学士課程の集大成であることを強調した。また、専任

平均  秀  優  良  可  不可  

A 40.25 24.25 15.25 19.75 0 

B 3.50 15.75 15.50 27.25 3.25 

C 1.75 6.50 10.00 28.00 16.00 

（単位 %）  

平均  秀  優  良  可  不可  

A 17.75 17.75 11.75 20.25 4.50 

B 9.75 13.25 12.75 29.00 5.00 

C 8.25 7.75 13.75 28.25 9.75 

（単位 %）  

※ 前学期の成績をもとに A, B, C の３段階に分けた。  

※ 前学期の成績不良者のクラス C の中にも優秀な成績の学生が現れた。  
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教員ではカバーできない内容の講義を提供するために、毎年、数名の非常勤講師を招いて

集中講義を開講し、（資料Ａ－Ⅰ－１－２－５）卒業研究の多様性に配慮している。  

理学科発足から現在まで、１年生全員による合宿研修を２年生が主体となって企画・運

営している。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－６）コニュミケーション能力が重視される近年の動向

に応じての学部行事であり、他人との協調や主体的な行動を身につけることを目的として

いる。七夕祭も１、２年生が中心となって企画・運営し（資料Ａ－Ⅰ－１－２－７）、社会

で要請されている企画力や実行力を身につける機会となっている。その他、キャリア教育

として理学概論（民間企業からの講師による多様な職業観を身に着けさせる講義）の開講、

就職説明会・セミナーの開催、就職体験記の配布等を行っている。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－

８～10） 

１年次全員に配布される「履修の手引き」には、各コースの教育目標と４年間の履修の

流れや履修モデル及び科目相関等（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 11～14）が明示されており進路

選択が的確にできるように配慮されている。コース決定後の変更がほとんどなく（資料Ａ

－Ⅰ－１－２－15）、「履修の手引き」の意図が学生に周知されていることがわかる。平成

25 年度は増加傾向にあるので慎重にコース選択するよう指導を徹底する必要がある。  

学生が主体的に学修を行えるよう入学時にはクラス担任を置いて学生生活全般に関する

支援を行っている。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 16）クラス担任とは別に１年次の 12 月から学

生３名に対して教員１名を配置するチューター制が特色となっている。原則として２年次

終了まで同じ教員がチューターを担当し、履修や学修に関するものだけでなく、生活面の

相談についてもクラス担任と連携しながら対応している。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 16～18）

２年次までの成績不振者に対しては、学部長、学科長及び教務委員長が直接面談（学部長

面談）を行っている。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 19）さらに、１、２年次開講科目においては

欠席調査を行い（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 20）、学修面に問題がある学生を早期に発見し、担

任等が対応している。３、４年次生については、各コースで卒業までの責任体制を保持し

ている。また、自修室（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 21）を設けることで学生の主体的な学修環

境を確保している。  

学生が国際研究集会等に参加するために国際奨学金制度を設け、年間４～５名に渡航に

必要な旅費を援助している。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－22～23）一方、留学生に関しては、担

当教員及び学生をチューターとして配置し、学修及び学生生活の支援を行っている。（資料

Ａ－Ⅰ－１－２－24）  

入学時のガイダンスにおいては、学生便覧、教養教育の案内やシラバスの他に、教務委

員会が独自に作成した資料（資料Ａ－Ⅰ－１－２－25）を基に、きめ細かい履修指導を行

っている。さらに、教務委員長を中心に履修相談会（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 26）を開催し、

個別相談を行っている。２年次のガイダンスにおいても、教務委員会で資料（資料Ａ－Ⅰ

－１－２－27）を作成し、進級要件の確認や専門科目履修に関する注意事項の説明など、

スムーズに専門につながるよう配慮している。その他、学修面の支援に関しては、オフィ

スアワーの設定、学部長室直通の電子メールアドレスの設定など、多くの相談窓口を設け

ることで、学生が困ったときの支援体制を強化している。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 28） 

（中期計画番号Ｋ１～Ｋ32）  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－１  一学科開始時の科目の目的  

 

［出典：平成 19 年組織評価  自己評価書］  

  

理学基盤科目（１年次） 
自然科学を学んでいくための理学全般の基礎を学習

する科目であり、全学生が履修する。  

理学共通科目（２年次） 
専門の初歩を学習する科目であり、選択制となってい

る。 

理学展開科目（３年次） 
教育プログラム毎に専門分野へ内容を展開させる科

目である。  

理学発展科目（４年次） 
学部での教育を完成させるとともに、大学院博士前期

課程に発展させていく科目である。  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－２  卒業要件単位表（平成２２～２６年度）  

 

・平成２２年度入学者用  

 

［出典：平成 22 年度理学部学生便覧］  

 

 

 

卒業に必要な単位数

教 2

養 2

教 10

育 20

科

（主題科目Ⅰ及びⅡにつ
いては、それぞれ学系３

から学系８のテーマから

４単位以上を必ず履修し
なければならない。）

目

34

専 門 基 礎 科

目

専

門

教

育

科

目

（理科
14）

（基盤実験

2）

18

（計算機科学Ⅰの１単位
を必ず履修しなければな

らない）

専門科目 10

（卒業研究の6単位及び
特別講義を除く科目から

4単位を必ず修得しなけ
ればならない）

76

14

124

本学の専門教育の全授業科目

合計

24

理学共通科目

理学展開科目 24

理学発展科目

計

主題科目Ⅱ

学際科目

開放科目

計

理学教基盤目

（数学

8）

主題科目Ⅰ

科目区分

基礎セミナー

情報科目

外国語科目（必修外国語科目）

外国語科目（自由選択外国語科目）



熊本大学理学部 

27 

 

・平成２３年度入学者用  

 

［出典：平成 23 年度理学部学生便覧］  

 

・平成２４、２５、２６年度入学者用  

 

［出典：平成 26 年度理学部学生便覧］  

 

卒業に必要な単位数

教 1

養 2

教 10

育

22

専
（数学
8）

門
専門基礎科
目

（理科
14）

教
（基盤実験

2）

育 20

（計算機科学Ⅰの１単位を必ず
修得しなければならない）

42

専門科目
（卒業研究の10単位を必ず修得

しなければならない）

12

98

4

124

計

本学の全授業科目

合計

計

理学教養科
目

24

　理学共通科目

理学専門科目

理学部の専門教育の全授業科目

区分

基礎セミナー

情報科目

外国語科目（必修外国語科目）

外国語科目（自由選択外国語科目）

9
教養科目

社会連携科目

開放科目

卒業に必要な単位数

1

3

(数学      ８)

(理科    １４)

(基盤実験  ２)

8

47

20

42
(卒業研究の10単位を必ず
修得 しなければならな

い｡)

4

66

11

124

科      目      区      分

教
養
教
育

共 通
基 礎
科 目

導入科目 (基礎セミナーに限る｡)

情       報       科       目

理系基礎
科目

計

24

必   修   外   国   語   科   目

教         養         科         目

11

社     会     連     携     科     目

自  由  選  択  外  国  語  科  目

開         放         科         目

合                          計

専 門
教 育

理学共通科目

理学専門科目

理学部の専門教育の全授業科目

計

本  学  の  全  授  業  科  目
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－３  卒業研究履修要件（平成２２～２５年度）  

・平成２２年度  

 

［出典：平成 22 年度理学部学生便覧］  

 

卒業研究の履修要件表
数　 理 物   理 地   球 生   物

科   学 環   境 環   境

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

教

養

教

育

科

目

専 理 22(*1) 22 22

門 学

(第３年次へ
の進級要件

を満たして
おくこと。)

(第２年次へ
の進級要件

を満たして
おくこと。)

(第３年次へ
の進級要件

を満たして
おくこと。)

基 基

礎 盤

専 科 科

門 目 目

教 （理科）

育
（基盤実

験）

科 15(*4) 9

目

(第３年次へ

の進級要件
を満たして

おくこと。)

(第３年次へ

の進級要件
を満たして

おくこと。)

24

(卒業要件を

満たしてお
くこと。)

備考
１．数理科学プログラム
(*1)「微分積分Ⅰ」「微分積分Ⅱ」「線形代数Ⅰ」「線形代数Ⅱ」を修得していること。
(*2) 「解析幾何」 「微分方程式」 「複素関数」 「実数と論理」「線形数学」のうちから８
     単位以上を修得していること
(*3)「代数概論Ⅰ」「代数概論Ⅱ」「代数概論Ⅰ演習」「代数概論Ⅱ演習」「幾何概論Ⅰ」
「幾何概論Ⅱ」「幾何概論Ⅰ演習」「幾何概論Ⅱ演習」「解析概論Ⅰ」「解析概論Ⅱ」「解
析概論Ⅲ」「解析概論Ⅰ演習」「解析概論Ⅱ演習」「複素解析」から修得していること。
２．物理プログラム
(*4) 理学共通科目の「基礎力学」「基礎量子力学」「力学」「基礎電磁気学」「基礎物理
数学」「物理学共通実験」、理学展開科目の「熱力学」「電磁気学」「物理実験Ａ」「統
計力学」「量子力学Ⅰ」「物理数学」「物理実験Ｂ」から修得していること。
３．生物環境プログラム
(*5) 「生物環境基礎実験」「生物環境実験」を修得し、「細胞生物学実験Ａ」「細胞生物
学実験Ｂ」又は「生物多様性学実験Ａ」「生物多様性学実験Ｂ」を修得しておくこと。

化   学

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

基礎セミナー

30

（第３年次への進級要件を満たし、かつ、卒業に必要な教養教育科目34単位の

うち、30単位以上修得していること。）

情報科目

外国語科目

（必修外国語科目）

外国語科目

（自由選択外国語科目）

主題科目Ⅰ

主題科目Ⅱ

学際科目

開放科目

（数学）

24

(卒業要件を満たしておくこと。)

理学共通科目 12(*2)

18

卒業要件を満たしておくこと。

専門科目 理学展開科目 18(*3) 14 8(*5)
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・平成２３年度  

 

［出典：平成 23 年度理学部学生便覧］  

 

卒業研究の履修要件表

数　    学 物　理　学 化　    学 地球環境 生　物　学

コ  ー  ス コ  ー  ス コ  ー  ス 科学コース コ  ー  ス

教

養

教

育

22(*1) 22 22

専 （理科14）

門 （基盤実験 2）

教 15(*4) （*5） 20 10

育
(卒業要件を満たし

ておくこと。)

(第３年次への進級

要件を満たしてお

くこと。)

専門科目 18(*3) 14 8(*6)

備考

１．数学コース

(*1)「線形代数Ⅰ」「線形代数Ⅱ」「微分積分Ⅰ」「微分積分Ⅱ」を修得しておくこと。

(*2)「解析幾何」「微分方程式」「複素関数」「実数と論理」「線形数学」のうちから８単位以上を修得しておくこと。

２．物理学コース

３．化学コース

分析化学分野：理学共通科目　「基礎分析化学」「分析化学Ⅰ」

理学専門科目　「分析化学Ⅱ」「分析化学Ⅲ」「化学実験Ａ」

　   無機化学分野：理学共通科目　「基礎無機化学」「無機化学Ⅰ」

理学専門科目　「無機化学Ⅱ」「無機化学Ⅲ」「化学実験Ｂ」

　   有機化学分野：理学共通科目　「基礎有機化学」

理学専門科目　「有機化学Ⅰ」「有機化学Ⅱ」「有機化学Ⅲ」「化学実験Ｃ」

　   物理化学分野：理学共通科目　「基礎物理化学」「物理化学Ⅰ」

理学専門科目「物理化学Ⅱ」「物理化学Ⅲ」「化学実験Ｄ」

　　　　　

４．生物学コース

(*6)「生物環境基礎実験」「生物環境実験」を修得し、「細胞生物学実験Ａ」「細胞生物学実験Ｂ」又は「生物多様性学実験Ａ」「生物多

様性学実験Ｂ」を修得しておくこと。

区分

(*3)「代数概論Ⅰ」「代数概論Ⅰ演習」「代数概論Ⅱ」「代数概論Ⅱ演習」「幾何概論Ⅰ」「幾何概論Ⅰ演習」「幾何概論Ⅱ」「幾何概論
Ⅱ演習」「解析概論Ⅰ」「解析概論Ⅰ演習」「解析概論Ⅱ」「解析概論Ⅱ演習」「解析概論Ⅲ」「複素解析」のうちから修得しておくこ

と。

(*4)理学共通科目の「基礎力学」「基礎量子力学」「基礎電磁気学」「基礎物理数学」「力学」「物理学共通実験」、理学専門科目の「電

磁気学」「量子力学Ⅰ」「熱力学」「統計力学」「物理数学」「物理実験Ａ」「物理実験Ｂ」のうちから修得しておくこと。

(*5)理学共通科目について卒業要件を満たす20単位以上(次の各分野の指定する理学共通科目の単位数を含むことができる。)を修得し、か

つ、次の各分野の指定する理学共通科目及び理学専門科目のうちから7単位以上を当該各分野からそれぞれ修得しておくこと。

教養科目

社会連携科目

開放科目

基礎セミナー

専門

基礎科目

理

学
教

養

科

目

外国語科目

（自由選択外国語科目）

情報科目

外国語科目

（必修外国語科目）

20

（第３年次への進級要件を満たした上で、卒業に必要な教養教育科目22単位のうち、20単位以上修

得しておくこと。）

(卒業要件を満たしておくこと。)

24

(第３年次への進級

要件を満たしてお
くこと。)

(第３年次への進級

要件を満たしてお
くこと。)

（数学 8）

(第３年次への進級

要件を満たしてお
くこと。)

(第３年次への進級

要件を満たしてお

くこと。)
理学専門科目

理学共通科目 12(*2)
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・平成２４年度  

 

［出典：平成 24 年度理学部学生便覧］  

 

 

卒業研究の履修要件表

数　    学 物　理　学 地球環境 生　物　学

コ  ー  ス コ  ー  ス 科学コース コ  ー  ス

教

養

教

育

（数学 8） 22(*1) 22 22

（理科14）

(第３年次への
進級要件を満

た し て お く こ
と。)

(第３年次への
進級要件を満

た し て お く こ
と。)

(第３年次への
進級要件を満

た し て お く こ
と。)

（基盤実験 2）

　 12 15 10

専 (*2) (*4)

門

(第３年次への

進級要件を満
た し て お く こ
と。)

(第３年次への

進級要件を満
たしておくこ

と。)

教

育 18(*3) 8(*6)

１．数学コース
(*1)「線形代数Ⅰ」「線形代数Ⅱ」「微分積分Ⅰ」「微分積分Ⅱ」を修得しておくこと。
(*2)「解析幾何」「微分方程式」「複素関数」「実数と論理」「線形数学」のうちから８
単位以上を修得しておくこと。
(*3)「代数概論Ⅰ」「代数概論Ⅰ演習」「代数概論Ⅱ」「代数概論Ⅱ演習」「幾何概論Ⅰ」
「幾何概論Ⅰ演習」「幾何概論Ⅱ」「幾何概論Ⅱ演習」「解析概論Ⅰ」「解析概論Ⅰ演習」
「解析概論Ⅱ」「解析概論Ⅱ演習」「解析概論Ⅲ」「複素解析」のうちから修得しておくこと。
２．物理学コース
(*4)理学共通科目の「基礎力学」「基礎量子力学」「基礎電磁気学」「基礎物理数学」「力学」
「物理学共通実験」、理学専門科目の「電磁気学」「量子力学Ⅰ」「熱力学」「統計力学」
「物理数学」「物理実験Ａ」「物理実験Ｂ」のうちから修得しておくこと。
　　
３．化学コース
(*5)理学共通科目について卒業要件を満たす20単位以上(次の各分野の指定する理学共通科目の
単位数を含むことができる。)を修得し、かつ、次の各分野の指定する理学共通科目及び理学
専門科目のうちから7単位以上を当該各分野からそれぞれ修得しておくこと。

分析化学分野：理学共通科目　「基礎分析化学」「分析化学Ⅰ」
理学専門科目　「分析化学Ⅱ」「分析化学Ⅲ」「化学実験Ａ」
　  無機化学分野：理学共通科目　「基礎無機化学」「無機化学Ⅰ」
理学専門科目　「無機化学Ⅱ」「無機化学Ⅲ」「化学実験Ｂ」
　  有機化学分野：理学共通科目　「基礎有機化学」
理学専門科目　「有機化学Ⅰ」「有機化学Ⅱ」「有機化学Ⅲ」「化学実験Ｃ」
　  物理化学分野：理学共通科目　「基礎物理化学」「物理化学Ⅰ」
理学専門科目「物理化学Ⅱ」「物理化学Ⅲ」「化学実験Ｄ」
　　　　　
４．生物学コース
(*6)　「生物環境基礎実験」「生物環境実験」を修得し、「細胞生物学実験Ａ」「細胞生物学
実験Ｂ」又は「生物多様性学実験Ａ」「生物多様性学実験Ｂ」を修得しておくこと。

区分
化　    学

コ  ー  ス

共

通
基
礎

科
目

導入科目

（基礎セミナーに限る。）

情報科目

必修外国語科目

教養科目

社会連携科目

自由選択外国語科目

21

（第３年次への進級要件を満たした上で、卒業に必要な教養教育科目23単位のうち、21単位以
上修得しておくこと。）

理学専門科目 14

開放科目

共

通
基

礎
科
目

（
理
系

基
礎
科

目

）

24

(卒業要件を満たしておくこと。)

理学共通科目
（*5）

20

(卒業要件を満たしておくこと。)
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・平成２５年度  

 

［出典：平成 25 年度理学部学生便覧］  

 

卒業研究の履修要件単位表
数 学 物理学 化 学 地球環境 生物学

コース コース コー ス 科学コース コース

教

養

教

育

数学 8 (*1) 8 8

理科 12 12 12

基盤実験 2 2 2

専 12 15

門 (*2) (*4)

教

育 18　(*3) 14 8　(*6)

理学専門科目　「有機化学Ⅰ」「有機化学Ⅱ」「有機化学Ⅲ」「化学実験Ｃ」

　  物理化学分野：理学共通科目　「基礎物理化学」「物理化学Ⅰ」

理学専門科目「物理化学Ⅱ」「物理化学Ⅲ」「化学実験Ｄ」

５．生物学コース

(*6)　「生物環境基礎実験」「生物環境実験」を修得し、「細胞生物学実験Ａ」「細胞生物学

実験Ｂ」又は「生物多様性学実験Ａ」「生物多様性学実験Ｂ」を修得しておくこと。

　  有機化学分野：理学共通科目　「基礎有機化学」

(*5)理学共通科目について卒業要件を満たす20単位以上(次の各分野の指定する理学共通科目の

単位数を含むことができる。)を修得し、かつ、次の各分野の指定する理学共通科目及び理学

専門科目のうちから7単位以上を当該各分野からそれぞれ修得しておくこと。

分析化学分野：理学共通科目　「基礎分析化学」「分析化学Ⅰ」

理学専門科目　「分析化学Ⅱ」「分析化学Ⅲ」「化学実験Ａ」

　  無機化学分野：理学共通科目　「基礎無機化学」「無機化学Ⅰ」

理学専門科目　「無機化学Ⅱ」「無機化学Ⅲ」「化学実験Ｂ」

単位以上を修得しておくこと。

(*3)「代数概論Ⅰ」「代数概論Ⅰ演習」「代数概論Ⅱ」「代数概論Ⅱ演習」「幾何概論Ⅰ」

「幾何概論Ⅰ演習」「幾何概論Ⅱ」「幾何概論Ⅱ演習」「解析概論Ⅰ」「解析概論Ⅰ演習」

「解析概論Ⅱ」「解析概論Ⅱ演習」「解析概論Ⅲ」「複素解析」のうちから修得しておくこと。

４．化学コース

３．物理学コース

(*4)理学共通科目の「基礎力学」「基礎量子力学」「基礎電磁気学」「基礎物理数学」「力学」

「物理学共通実験」、理学専門科目の「電磁気学」「量子力学Ⅰ」「熱力学」「統計力学」

「物理数学」「物理実験Ａ」「物理実験Ｂ」のうちから修得しておくこと。

　

１. 卒業研究を履修するには、当該コースの要件を満たし、かつ、第18条に規定する別表第3の卒業要件単位のうち100単位以上

を修得していなければならない。

２．数学コース

(*1)「線形代数Ⅰ」「線形代数Ⅱ」「微分積分Ⅰ」「微分積分Ⅱ」を修得しておくこと。

(*2)「解析幾何」「微分方程式」「複素関数」「実数と論理」「線形数学」のうちから８

備考

開放科目

共通基礎科目

（理系基礎科目）

8

14

2

理学共通科目
（*5）

20 10

理学専門科目

必修外国語科目

教養科目

社会連携科目

自由選択外国語科目

区分

共

通

基

礎

科

目

導入科目

（ 基 礎 セ ミ ナ ー に 限

る。）

21

（卒業に必要な教養教育の科目（理系基礎科目を除く）23単位のうち、21

単位以上修得しておくこと。

ただし，基礎セミナー，情報科目，必修外国語の12単位のうち10単位以

上を修得しておくこと。）
情報科目
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－４  ４年次進級要件  

 
［出典：平成 26 年度履修の手引き］  

 

第４年次進級要件単位表

数 学 物理学 化 学 地球環境 生物学

コース コース コー ス 科学コース コース

教

養

教

育

数学 8 (*1) 8 8

理科 12 12 12

基盤実験 2 2 2

専 12 15

門 (*2) (*4)

教

育 18　(*3) 14　(*6) 8　(*7)

区分 必要単位数

区分 必要単位数

区分 必要単位数

区分 必要単位数

分野 区分 必要単位数

分析化学 理学共通科目 「基礎分析化学」「分析化学Ⅰ」 ７単位

分野 理学専門科目 「分析化学Ⅱ」「分析化学Ⅲ」「化学実験Ａ」 以上

無機化学 理学共通科目 「基礎無機化学」「無機化学Ⅰ」 ７単位

分野 理学専門科目 「無機化学Ⅱ」「無機化学Ⅲ」「化学実験Ｂ」 以上

有機化学 理学共通科目 ７単位

分野 理学専門科目 以上

物理化学 理学共通科目 「基礎物理化学」「物理化学Ⅰ」 ７単位

分野 理学専門科目 「物理化学Ⅱ」「物理化学Ⅲ」「化学実験Ｄ」 以上

区分 必要単位数

別表第１に規定する地球環境科学の科目 及び

「熱力学」「統計力学」「コンピュータ物理学」

「多様性進化学」「系統分類学」「自然誌科学」「保全生物

学」

科目

「線形代数Ⅰ」「線形代数Ⅱ」

「微分積分Ⅰ」「微分積分Ⅱ」

科目

「解析幾何」「微分方程式」「複素関数」

「電磁気学」「量子力学Ⅰ」「熱力学」

「統計力学」

「物理数学」「物理実験Ａ」「物理実験Ｂ」

科目

｢代数概論Ⅰ」　「代数概論Ⅰ演習」

「代数概論Ⅱ」　「代数概論Ⅱ演習」

「幾何概論Ⅰ」　「幾何概論Ⅰ演習」

「幾何概論Ⅱ」　「幾何概論Ⅱ演習」

「解析概論Ⅰ」「解析概論Ⅰ演習」

(*6)次の科目のうちから14単位以上を修得しておくこと。

理学専門科目 18単位以上

「実数と論理」「線形数学」

科目

「有機化学Ⅰ」「有機化学Ⅱ」「有機化学

Ⅲ」「化学実験Ｃ」

「解析概論Ⅱ」　「解析概論Ⅱ演習」

「解析概論Ⅲ」　「複素解析」

科目

「基礎力学」「基礎量子力学」

「基礎電磁気学」

の単位数を含むことができる。)を修得しておくこと。

 (*7)次の要件をいずれも満たすこと。

　1) 「生物環境基礎実験」及び「生物環境実験」を修得しておくこと。

　2) 「細胞生物学実験Ａ」及び「細胞生物学実験Ｂ」又は「生物多様性学実験Ａ」及び「生物多様性学実験Ｂ」を修得しておくこと。

科目

「基礎有機化学」

(*4)次の科目のうちから、15単位以上を修得しておくこと。

(*5)次の要件をいずれも満たすこと。

1)　理学共通科目について卒業要件を満たす20単位以上(次の各分野の指定する理学共通科目

「基礎物理数学」「力学」

「物理学共通実験」

理学共通科目

15単位以上

理学専門科目

理学専門科目 14単位以上

「基礎講読Ⅰ、Ⅱ」

2)　次の各分野の指定する科目のうちから、それぞれ７単位以上を修得しておくこと。

(*1)　次の科目を修得しておくこと。

(*2)　12単位のうち、次の科目から8単位以上を修得しておくこと。

(*3)　次の科目のうちから、18単位以上を修得しておくこと。

理系基礎科目 ８単位

理学共通科目 ８単位以上

２. (*1)～(*7)については次のとおりである。

（理系基礎科目）

8

14

2

理学共通科目
（*5）

20 10

理学専門科目

備考

１.第3年次終了までに第18条に規定する別表第4の卒業要件単位のうち100単位以上を修得し、

かつ、上記に示す当該コースの要件を満たしていなければならない。

情報科目

必修外国語科目

教養科目

社会連携科目

自由選択外国語科目

開放科目

21

（基礎セミナー，情報科目及び必修外国語のうちから10単位以上を含む）

区分

共

通

基

礎

科

目

導入科目

（基礎セミナーに限る。）

共通基礎科目
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－５  集中講義の実績  

 

［出典：理学部教務担当資料］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－２－６  平成２５年度合宿研修日程計画書  

 

［出典：理学部教務担当資料］  

 

 

理学部専門科目集中講義数一覧

2009 2010 2011 2012 2013

集中講義数 75 87 73 76 87
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－７  平成２５年度理学部七夕祭り案内  

 

［出典：理学部教務担当資料］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－２－８  理学概論の実績  

 

［出典：理学部教務担当資料］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－２－９  就職説明会等の記録（平成 25 年度実績）  

 

 
［出典：理学部年報 就職委員会報告］  

 

            「理学部七夕祭り」の開催  

 

熊本大学理学部では、一学科制になってから学生の学年を越えた交流をより活発にするた

め，毎年 7 月初めに理学部七夕祭りを開催しています。  

理学部の 1，2 年生が実行委員となり，企画・運営に携わっています。浴衣姿の学生も参

加して，七夕ムードをつくります。今年は第十回目の開催となり例年よりも増して、祭り

を盛り上げようと準備をしております。  

また、星空にまつわるお話，天体観望会も予定されています。どなたでも参加できますの

で興味のある方は、是非、ご参加ください。  

  

 

                  記  

 

【日時】平成 25 年 7 月 5 日（金）16：00～21：00（小雨決行）  

【場所】熊本大学理学部１・２号館中庭（黒髪南地区）  

【催し等】  

 ☆［出店］17：00 頃～～21:00 

    （焼き鳥，焼きそば，唐揚げ，かき氷他）  

 ☆［ステージ企画］18：00 頃～21:00 

    （早飲み、バンド演奏、ダンス他）  

 ☆［七夕特別講義］  

     「星空にまつわるお話」17：00～  

        磯部 博志  准教授（大学院自然科学研究科地球環境科学講座）  

※場 所：理学部２号館１階Ｃ１２２講義室     

 ☆ 「七夕祭り天体観望会」20：00～21:00    

熊本大学天文部監修  

※場 所：理学部南側白川堤防上  （雨天の場合は中止）  

 

※ポスターはこちら（添付 PDF）  

       〜 問合せ 〜  

                          熊本大学理学部教務担当  

                             TEL：096-342-3321 

理学概論実績

年度 2010(H22) 2011(H23) 2012(H24) 2013(H25)

履修登録者数 196 203 191 148

成績認定者数 184 187 121 67

理学部 HP  http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/career/index2.html （理学部教務担当） 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 10 就職体験記  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 10 就職体験記（続き） 

 

 
［出典：熊本大学ホームページ就職活動体験記］  

 

熊本大学 HP キャリア支援サイト（学内専用） 

 http://www.kumamoto-u.ac.jp/careersupport 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 11 各コースにおける教育目標（例：数学コース）  

 

［出典：履修の手引き］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 12 コース毎の４年間の履修の流れ  

理学科全体の履修の流れ  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 12 コース毎の４年間の履修の流れ（続き）  

各コースにおける 2 年次（理学共通科目）の履修について  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 12 コース毎の４年間の履修の流れ（続き）  

各コースにおける履修の流れ（例：数学コース）  

［出典：履修の手引き］  

 



熊本大学理学部 

41 

 

資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 13 履修モデル  

 

［出典：平成 25 年度履修の手引き］  

 

  

学

学

生物学

細  胞  生  物  学 多細胞個体,細胞,生体高分子といったさまざま
なレベルの情報を統合して生命を理解する能力
を身につける履修例

生 物 多 様 性 学 生物の持つ多様性を個体群・種・生態系レベル
で理解する履修例

化 学 化 化学をベースに物質の性質や反応ならびに化学
物質の解析について理解する履修例

地 球 環 境

地 球 物 質 科 学 地球に存在する物質とその構造,成り立ちを理解
する履修例

地球環境変遷学
地球環境とそこに生きる生物の変遷と進化を理
解するための履修例科 学

地球惑星物理学 惑星としての地球とそこで起こる物理的,化学的
現象を理解する履修例

コース 履修モデル 概 要

数 学 数 数学を体系的に学ぶ履修例

物理学 物理学 現代物理学の基礎となる分野を体系的に学ぶ履
修例
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・数学コース  履修モデル  
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・物理学コース 履修モデル  

 

 

・化学コース  履修モデル  

 

 



熊本大学理学部 

44 

 

・地球環境科学コース  履修モデル  
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・生物学コース  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 14 科目相関図（数学） 

 

 

［出典：平成 25 年度履修の手引き］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 14 科目相関図（物理学）  

 

 
［出典：平成 25 年度履修の手引き］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 14 科目相関図（化学） 

 

 

［出典：平成 25 年度履修の手引き］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 14 科目相関図（地球環境科学）  

 

 

［出典：平成 25 年度履修の手引き］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 14 科目相関図（生物学）  

 

 

［出典：平成 25 年度履修の手引き］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 15 コース変更の学生数 

 
［出典：教務担当資料を基に作成］  

 

コース変更の学生数

新コース 旧コース H23年度 H24年度 H25年度

化学 生命科学

生命科学 地球環境科学 1

生命科学 物理科学 1

地球環境科学 物理科学 1 1

地球環境科学 数理科学 1 3

地球環境科学 生命科学 2

地球環境科学 化学 1

物理科学 数理科学 2

3 1 9計
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 16 学生のケア体制・チューターと担任の役割分担  

 

 
 

［出典：理学部運営会議資料］  

 

学生のケア体制・チューターと担任の役割分担 

 

平成１９年１月２６日 理学部運営会議 

 

１．理学部における学生のケア体制を以下のように明確化する． 

 （１）担当 

   １年次：担任 

   ２年次：チューター 

   ３年時以降：各プログラム（講座）毎に定める． 

   留年生：学部長室 

 （２）担任の役割 

   新入生ガイダンスを担当する． 

   担当クラスの学生の相談窓口 

   履修登録完了調査・欠席調査などで不登校が懸念される学生への対応 

 （３）チューターの役割 

   進路指導とそれに伴う履修指導 

   担当の学生の相談窓口 

   履修登録完了調査・欠席調査などで不登校が懸念される学生への対応 

 （４）留年生へのケア 

   学部長面談による 

 （５）その他 

   学生と学部長による懇談会を設け，意見・要望を吸い上げる． 

 

２．担任の決め方 

 ・学生委員会に副委員長をおく． 

 ・副委員長は１年ごと講座持ち回りとする．ただし委員長を出す講座にあたったと

きは，その講座をとばして次の講座から出す． 

 ・講座選出の学生委員計５名と副委員長が担任を兼ねる． 

 ・２年生の担任は廃止する． 

 

注記：全学の学生委員の任期が２年で，学生委員長の任期もそれに合わせて２年とし

ているため，副委員長は１年任期とし，次期委員長を意味しない． 

 

３．チューターの決め方 

 ・学生の希望分野に応じてチューターを宛てるという方法も考えられるので，チュ

ーターを決める時期なども含めて次年度の検討課題とする． 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 17 チューター実施要項 

 
 

チューター実施マニュアル 

 

平成 19 年 12 月 理学部教務委員会 

 

1．チューターの仕事内容  

 

チューターの役割は以下である（平成 19 年 1 月 26 日 理学部運営会議決定，

原岡前学科長から 2 月 6 日付けで全員にメール連絡済）．2 年生の，１）進路指

導とそれに伴う履修指導，２）担当の学生の相談窓口，３）履修登録完了調査・

欠席調査などで不登校が懸念される学生への対応．チューターの決定に関して，

本年度は従来通り学生の希望プログラムとは無関係に機械的に割り振ることと

したため，1 年生の 12 月にチューターを決定し，第 1 回の面談を行うこととし

た．1 年生で前倒しとなるが，１）と２）に関して，2 年生に向けて上述の役割

をお願いしたい． 

進路指導について具体的には，3 年生で希望する教育プログラムへ進むための

履修指導と助言を行う．「平成 19 年度学生便覧」とともに，各教育プログラム

の内容をまとめた「平成 19 年度教育プログラムハンドブック」をもとにして，

履修指導を行う．すなわち学生本人の希望・各教育プログラムの概要・学生の

履修（単位取得）状況などを総合的に判断して，2 年次科目の選択について助言

を行う．各教育プログラムについての詳しい説明を求められたときは，必要に

応じて本資料末尾の教務委員へ振る．また教員免許や学芸員資格についてなど

教務関係の質問に対しても，基本的に学生便覧に基づく回答となるが，必要に

応じて教務委員へ振る． 

そのほか，学生の学習・進路・生活などの各方面についての相談相手となる． 

なお，第 2 回と第 3 回については，面談内容の詳細を開催直前に再度連絡す

る予定． 

 

2．第 1回面談 

 

日時： 12 月中旬（教務委員会で日程を定めるので，その期間内でチューター毎

に学生と相談して設定する） 

 

場所：各教員室 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 17 チューター実施要項（続き）  

 

 
 

日時については，学生あるいはチューターの都合が悪いときは，次の方法で別

な日時を設定する．まずチューターの都合が悪いときは，チューターが理学系

教務担当へ都合の良い日時を連絡し，掲示してもらうことで学生へ伝える．学

生の都合が悪いときは，学生が e-mail 等にてチューターへ連絡を取り，相談の

上適当な日時を設定する． 

 

面談内容：希望する教育プログラムについて相談し，プログラム希望調査用紙

に記入して理学系教務担当に提出するよう伝える．締切は 12 月下旬．なお，教

育プログラムの最終決定は２年生の２月に行うので，それまでは「仮の調査で

あり、束縛はされない」旨を伝える．希望の教育プログラムへ進むために 2 年

次でどのような科目を選択するのが望ましいか，これからどのような勉強をし

ていったらよいかなどについて考え始めるよう促す． 

 また，学生の携帯メールアドレスを聞くなどして，学生との連絡方法を確立

する． 第 2 回面談が 4 月の前期履修登録時期に予定されているので，後日その

日程を設定するため必要となる．連絡先が変更になった場合，チューターにも

必ず連絡するよう伝える． 

 そのほか学生生活全般について，学生の意見等があれば対応する．ただし，

セクハラや精神的なケア等は専門の相談窓口があるので，チューターが全て抱

え込む必要はない．適宜，理学系教務担当等への連絡窓口をお願いする． 

 面談内容は，「学生指導控」に記入して保存する（以降の面談も同様）． 

なお第 2 回面談の日程について，4 月初旬を予定していること，チューターか

ら連絡して日程調整することを伝える． 

 

3．第 2回面談 

 

日時：4 月初旬，前期履修登録時期（教務委員会で日程を定めるので，その期間

内でチューター毎に学生と相談して設定する） 

場所：各教員室 

 

面談内容：学生から 1 年次の履修状況を聞き，2 年次科目の選択についての助言

を行う．共通科目（前期分）については履修計画を作成させ，それに承認を与

えるのがチューターの仕事となっている． 

なお第 3 回面談の日程については，10 月初旬のガイダンス時期が予定されて

いることを伝える． 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 17 チューター実施要項（続き）  

 

 

 

［出典：チューター実施マニュアル］  

 

4．第 3回面談 

 

日時：10 月初旬，後期履修登録時期（教務委員会で日程を定めるので，その期

間内でチューター毎に学生と相談して設定する） 

場所：各教員室 

 

面談内容：プログラムの選択および 2 年次後期科目の選択について助言を行う．

共通科目（後期分）については履修計画を作成させ，それに承認を与えるのが

チューターの仕事となっている． 

 

5．補足 

 

履修指導（助言）については，選択する履修モデルを決めている学生に対し

ては推奨科目を含み，それプラス広く履修するように付け加える．選択する教

育プログラムを決めていない学生，および自主編成 プログラムを考えている学

生に対しては，チューターの指導が重要な要素となる． 

 

上記の面談の回数は最低限のものであり，必要に応じて適宜面談を行うことを

制限するものではない．  

 

チューターが効果的な指導を行うことができない場合は，学生またはチュータ

ーの申し出によりチューターの交代を行うことができるという制度がある（教

育プログラム制実施細則第 2 条 3 項）ので，該当する場合には教務委員会へ申

し出るよう周知すること．（実際の申し出は理学系教務担当へ行う．） 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 18 チューター記録  

 

［出典：教務担当資料］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 19 学部長面談  

 

［出典：教務担当資料］  

 

資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 20 欠席者調査  

 

［出典：教務担当資料］  

 

A サークル × バイト ×
2014/04/ 総取得単位 基礎セミ 1 情報 1 必修外国語 2 自由外国語 0 教養科目 4 社会連携科目 学際科目 進級

２回生２年 22 教養数学 4 教養理科 8 基盤実験 2 理学共通 0 教養必修 4 教養選択 4 卒業

成績不振 面談記録：

指導内容：

特記事項：

2014/5/2 総取得単位 基礎セミ 1 情報 1 必修外国語 2 自由外国語 0 教養科目 4 社会連携科目 学際科目 進級
２回生２年 22 教養数学 4 教養理科 8 基盤実験 2 理学共通 0 教養必修 4 教養選択 4 卒業

成績不振 面談記録：

指導内容：

特記事項：

次回 総取得単位 基礎セミ 情報 必修外国語 自由外国語 0 教養科目 社会連携科目 学際科目

0 教養数学 教養理科 基盤実験 理学共通 0 教養必修 0 教養選択 0
面談記録：

指導内容：

特記事項：

進級要件：教養必修4単位，理系基礎8単位（数学4，理科4），共通科目10単位
※ 共通科目担当者に履修の承諾を得つつあった。

※ 本人との面談後に判断することとした。

進級要件＋α を目指すべく履修指導（1年間でも進級要件を満たすことは可能）。希望コース：物理or化学

前期：統計学と共通科目中心に。英語C3と初修外国語は教養事務に確認
後期：理系基礎（数学3科目，理科4科目）と教養必修（情報2科目，英語A2,B2,C4）

途中挫折せず続けば問題ないと思われるが・・・

後期初めに風邪による体調不良とその後の生活時間の乱れで1カ月程度登校できず，授業を放棄。

平成24年度入学 アパート

現在は問題なし（4月初めのガイダンスも受けていない。受講登録もなし。）

保証人からも連絡あり。（連休前に連れに来ている。三者面談を希望。）

2013年後期登録するも全てX。

応答なし．保証人に成績不振と面談できない旨の連絡を教務担当係に依頼。

 

************************ 

*****前年度資料***** 

************************ 

 
On 2011/05/17, at 11:16, 光永 正治 wrote: 

 

 理学教養科目，理学共通科目担当各位   Cc: 教務担当 山内様 

 （上記を担当されていない先生は削除してください．） 

  

 先日の理学科会議でもお知らせしましたように、欠席回数の多い学生の 

 調査をしますので、担当の先生方には以下の報告をお願いします。 

  

 対象科目：理学教養科目（旧基盤科目）と理学共通科目の実験・演習を含む

全て 

 対象学生：5月19日（木）時点で、3回以上欠席している全学生 

 報告内容：欠席者氏名、学生番号、欠席回数 

 報告先：理学部教務担当 

   szr-kyomu@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 締切：6月3日（金） 

  

 （理学教養科目欠席者についてはクラス担任、複数の理学共通科目 

 欠席者についてはチューターを通して指導していただきます。） 

  

 理学部教務委員長 

 光永 正治 

 



熊本大学理学部 

58 

 

資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 21 自修室に関する掲示 

 
［出典：教務担当資料］  

 

理学部学生 各位 

 

 小講義室を自修のために使用する際の 

使用時間について 

 

 理学部２号館の小講義室は、授業やゼミ等で使用している場合を除

き、自修のための使用を認めていますが、今後、自修室として使用で

きる時間を下記のとおりとします。 

使用は自修目的のみとします。安全管理及び防
犯のため、使用時間は厳守してください。 

 なお、時間外のグループ学修は、附属図書館のグループ学修室が利用

できます。希望者は、別紙グループ学修室の掲示を参照してください。 
 

記 

1 使用できる時間 ８時～２０時まで 

２０時に施錠します。 

 

2  平成２６年４月７日（月）から適用します。 

 

3  自修室として使用できる講義室 

       Ｃ１２３小講義室（理学部２号館１階） 

       Ｃ２２８小講義室（理学部２号館２階） 

       Ｃ３３１小講義室（理学部２号館３階） 

   

  平成 26年４月３日   理 学 部 長 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 22 国際奨学金募集要項 

 
［出典：理学部教務担当資料］  

 

平成２５年度「熊本大学理学部国際奨学金」の募集について 

 

１．趣 旨 

理学部学生の国際的な学習・研究活動への参加機会を広く提供し、参加を支援することに 

よって、国際的視野と学習研究能力を高め、積極的な社会進出を動機付けることを目的とし 

て奨学金の支給を行う。 

 

２．応募資格 

    理学部に在籍する学部学生で、次の活動を目的とする者。 

ただし、他の経費から支給される場合は対象としない。 

 （1）国際学会への参加 

  （2）国際的な調査活動 

  （3）国際インターンシップ 

  （4）国際交流協定校での目標を定めた学習 

  （5）その他、国際的な学習・研究活動 

 

３．支給予定人数 

    第１次募集、第２次募集それぞれ２～３名程度とする。 

 

４．支給予定額 

    採用された者に対して１人当たり１５万円程度の奨学金を支給する。 

 

５．募集期間 

  第１次募集：平成２５年７月８日（月）～平成２５年７月１９日（金） 

  第２次募集：平成２５年１１月頃の募集予定 

 

６．対象となる国際活動の期間 

    平成２５年４月 ～ 平成２６年３月 

   ※ ４月以降、募集期間以前に行った活動についても対象とする。 

 

７．提出書類 

 （1）申請書（所定様式） 

  （2）指導教員からの推薦書（所定様式） 

  （3）学業成績証明書 

  （4）スコア証明書（TOEFL 又は TOEIC を受験した者のみ） 

(5) その他 

国際学会へ参加し発表する場合は、そのプログラム又は要旨を添付すること。 

     調査活動の場合は、先方からの招聘状又はこれに類するものを添付すること。 

 

８．提出先 

理学部教務担当（工学部１号館１階） 

 

９．選考方法 

  奨学生の選考は、提出された書類により、学業成績、外国語能力及び企画（研究計画、学会 

 報告等）の内容等を総合的に判定して行う。 

 

10．成果及び事業の報告 

奨学金を得て国際活動を行った学生は、帰国後速やかに成果報告書を理学部長に提出するも 

  のとする。また、帰国後に学内報告会等により成果を発表するものとする。 

 

問い合わせ先：理学部教務担当   平成２５年７月１日 掲示 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 23 国際奨学金実績  

 

［出典：ミッションの再定義資料］  

 

国際奨学事業の実績

　　平成１７（2005）年度から実施している ① 国際学会での発表
　　過去５年間の理学部における実施実績はつぎのとおり ② 国際的な調査活動

③ 国際インターンシップ
④ 国際交流協定校での目標を定めた学習
⑤ その他

注意 海外語学セミナーは含めない

学部（研究科）
学科又は
専攻

学年 国際活動の種類
活動
分類

渡航先 渡航期間 奨学金支給額 備考（経費区分）

1 理学部 理学科 ４年 国際学会での発表 ① アメリカ　ニューヨーク Ｈ２０年９月１７日～Ｈ２０年９月２３日 200,000 国際奨学事業経費

2 理学部 理学科 ４年 国際学会での発表 ① ポーランド　カロリンスカ Ｈ２０年１２月６日～Ｈ２０年１２月１５日 200,000 国際奨学事業経費

3 理学部 理学科 ４年 国際的な調査活動 ② アメリカ　ハワイ Ｈ２１年２月１８日～Ｈ２１年２月２３日 200,000 国際奨学事業経費

4 理学部 理学科 ３年 国際的な調査活動 ② アメリカ　ハワイ Ｈ２１年２月１８日～Ｈ２１年２月２３日 200,000 国際奨学事業経費

800,000 国際奨学事業経費（80万円）

学部（研究科）
学科又は

専攻
学年 国際活動の種類

活動
分類

渡航先 渡航期間 奨学金支給額 備考（経費区分）

1 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① アメリカ　ハワイ Ｈ21年7月11日～Ｈ21年7月18日 149,000円 国際奨学事業経費

2 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① アメリカ　ニューオーリンズ Ｈ21年11月18日～Ｈ21年11月25日 155,000円 国際奨学事業経費

3 理学部 理学科 4 国際的な調査活動 ② アメリカ　ロサンゼルス Ｈ21年9月15日～Ｈ21年9月22日 91,000円 国際奨学事業経費

4 理学部 理学科 4 国際的な調査活動 ② ベトナム　ハノイ他 Ｈ21年9月3日～Ｈ21年9月15日 149,000円 国際奨学事業経費

5 理学部 理学科 4 国際的な調査活動 ② アメリカ　テキサス州 Ｈ21年11月11日～Ｈ21年11月20日 203,000円 国際奨学事業経費

6 理学部 理学科 4 国際的な調査活動 ② アメリカ　ニューヨーク州 Ｈ22年3月16日～Ｈ22年3月22日 142,000円
国際奨学事業経費：53,000円

国際共同教育事業経費：89,000円

7 理学部 理学科 4 国際的な調査活動 ② インドネシア　ジョグジャカルタＨ22年3月26日～Ｈ22年3月31日 111,000円 国際共同教育事業経費

1,000,000円
国際奨学事業経費（８０万円）

国際共同教育事業経費（２０万円）

学部（研究科）
学科又は

専攻
学年 国際活動の種類

活動
分類

渡航先 渡航期間 奨学金支給額 備考（経費区分）

1 理学部 理学科 4 国際学会参加 ② オーストラリア　ケアンズ Ｈ22年7月26日～Ｈ22年7月30日 200,000円 国際奨学事業経費

2 理学部 理学科 4 国際学会発表 ① インドネシア　ジャカルタ Ｈ22年10月18日～Ｈ22年10月24 日 151,000円 国際奨学事業経費

3 理学部 理学科 4 国際的な学習・研究活動 ② ロシア　イルクーツク Ｈ23年3月21日～Ｈ23年4月1日 200,000円 国際奨学事業経費

551,000円 国際奨学事業経費（60万円）

学部（研究科）
学科又は

専攻
学年 国際活動の種類

活動
分類

渡航先 渡航期間 奨学金支給額 備考（経費区分）

1 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① オーストラリア メルボルン H23.7.22～8.1 160,000円
国際奨学事業経費

理学部長経費

2 理学部 理学科 4 調査活動 ② ベトナム  ハノイ H23.9.28～10.9 160,000円
国際奨学事業経費

理学部長経費

3 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① アメリカ  ボストン H23.11.12～11.20 160,000円
国際奨学事業経費

理学部長経費

4 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① オーストラリア  メルボルン H23.7.22～8.1 160,000円
国際奨学事業経費

理学部長経費

5 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① アメリカ  ボストン H23.11.12～11.20 160,000円
国際奨学事業経費

理学部長経費

800,000円
国際奨学事業経費（60万円）

理学部長経費（20万円）

学部（研究科）
学科又は

専攻
学年 国際活動の種類

活動
分類

渡航先 渡航期間 奨学金支給額 備考（経費区分）

1 理学部 理学科 4 国際学会参加 ⑤ フランス H24.7.21～7.29 200,000円 国際奨学事業経費

2 理学部 理学科 4 国際的な共同研究 ② ベトナム　ハノイ、ホーチミン H24.10.2～10.6 108,141円 国際奨学事業経費

3 理学部 理学科 4 国際的な調査 ② ベトナム　ハノイ H24.6.17～6.24　　H24.9.29～10.10　 180,402円 国際奨学事業経費

488,543円 国際奨学事業経費（60万円）

学部（研究科）
学科又は

専攻
学年 国際活動の種類

活動
分類

渡航先 渡航期間 奨学金支給額 備考（経費区分）

1 理学部 理学科 4 その他、国際的な学習・研究活動 ⑤ イギリス　オックスフォード H25年10月24日～H25年11月25日 150,000円
国際奨学事業経費
理学部長経費

2 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① アメリカ　バークレー H25年6月9日～H25年6月16日 150,000円
国際奨学事業経費

理学部長経費

3 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① アメリカ　サンフランシスコ H25年12月8日～H25年12月25日 150,000円
国際奨学事業経費

理学部長経費

4 理学部 理学科 4 国際学会参加 ① 韓国　釜山 H25年7月14日～H25年7月17日 26,745円
国際奨学事業経費

理学部長経費

476,745円
国際奨学事業経費（40万円）

理学部長経費（76,754円）
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 24 留学生に対するチューターの実績  

 

［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

 

留学生に対するチューターの実績 （人）

H22（前期） H22（後期） H23（前期） H23（後期） H24（前期） H24（後期） H25（前期） H25（後期）

留学生 (*) (*) (*) 1 1 2 1 2

チューター 0 0 0 1 1 2 1 2

(*)　チューターを必要とする外国人留学生　：　該当なし

チューターの詳細

学年

H23（後期） 1

H24（前期） -

2

1

H25（前期） 1

1

1

大学院自然科学研究科
博士前期課程 理学専攻

大学院自然科学研究科
博士前期課程 理学専攻
H25（後期）

H24（後期）

所属身分・学科(専攻）

自然科学研究科・理学専攻・物理科学コース

自然科学研究科博士前期課程/数学専攻

大学院自然科学研究科博士前期課程理学専攻

大学院自然科学研究科博士前期課程理学専攻

自然科学研究科
博士前期課程
理学専攻
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 25 

ガイダンス等の実施及び内容が確認できる資料（１年生ガイダンスの手引き）  

 

［出典：理学部教務委員会資料より抜粋］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 26 履修相談会（理学部ガイダンス日程表）  

 
※ １年生ガイダンス資料でも履修相談会を周知している。  

［出典：理学部教務委員会資料］  
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3月中旬 教務委員会（ガイダンス資料の検討） ○

3月27日 教養教育ガイダンス説明会 9:00 12:00 （全学教育棟 Ｃ３０１） ○ ○ ○ ○

３月末～４月初め 理学部ガイダンス説明会 13:30 共用会議室B ○ ○ ○ ○

9:00 全学教育棟E107 ○ ○ ○

9：30頃 理学部講義室 ○ ○

新入生向け学芸員ガイダンス（希望者のみ） 13:00 13:30 C330（担当　小松　） ○ ○

推薦入学者への課題返却 13:30 14:00 C123（担当　高宮） ○ ○

担任の先生と話そう 13:00 14:30 ○ ○

先輩と会おう 13:00 16:00 ○

入学式 10:00 11:00 熊本県立劇場 ○ ○

入部式 13:00 14:00 全学教育棟E107 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然科学研究科入科式 14:00 工学部百周年記念館 ○ ○

自然科学研究科ガイダンス 各コースごと ○ ○

2年生ガイダンス 9:30 C122とC226 ○ ○ ○

教職ガイダンス（希望者のみ） 上終了後 C122とC226 ○ ○ ○

学芸員ガイダンス（希望者のみ）3.4年は別対応 上終了後 C122（担当　小松） ○ ○ ○ ○

3年生ガイダンス 各コースごと ○ ○

4年生ガイダンス 各コースごと ○ ○

新入生履修相談会 10:00
14:00まで

参加
（16:00）

全学教育棟
多目的会議室
（濱名・井上、戸田・高宗）

○ ○ ○ ○ ○

4月中旬まで チューター面談 ○

5月11日～12日 合宿研修 ○ ○ ○ ○ ○

１階小講義室
待機

4月4日 木

月日 曜日

4月3日 水

新入生ガイダンス

4月5日 金

2013年度（平成25年度）　理学部ガイダンス日程表 2014/9/26

内容 開始時間 終了時間 場　　　所

対応教員　(△：待機)対象学生
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 27 ２年次ガイダンス資料  

 

 

2012 年 4 月 6 日 

平成 24年度理学科 2年生ガイダンス資料 
教務委員会 

 

１．配布物確認 

 授業計画書，2 年生ガイダンス資料，修得単位計算表，学部長へのダイレクトメールについて，

理学部書庫の利用について，問診票，X 線撮影票，その他各コースからの配布物 

 

２．日程確認 すべて掲示されている 

 健康診断 4/19（木） 午前男子，午後女子．学生証，問診票，X 線撮影票を持参すること 

 履修登録期間 4/6（金）～ 20（金） SOSEKI での登録 

 住所等変更届・履修登録願（本年度より SOSEKI による履修登録でエラーがあった場合および

住所等変更があった場合のみ提出） 提出期限 4/20（金） 提出先：理学部教務担当 

 

３．履修関係 重要 

・2 年次では，自然科学各分野のより深い内容を含む，「共通科目」を主に履修する．教育プ

ログラムハンドブックの「共通科目の履修について」を参考にすること． 

・ 各自，自分の修得単位と 2 年次から 3 年次への進級要件（便覧 6 ページ）を修得単位計算

表に記入の上で確認し，満たしていない場合は本年度の履修計画の決定と単位修得を確実に

行うこと． 

進級要件 

  理学教養科目「数学 8単位以上，物理・化学・生物・地学 12単位以上，基盤実験科目 2単位以上」 

  理学共通科目「2年次に開講される共通科目 10単位以上」 

  教養教育科目「必修科目（基礎セミナー，情報科目及び外国語科目） 8単位以上」 

・ 教養選択科目について（教養教育案内 p.27） 理系以外の教養科目を幅広く履修するこ

とが望ましい． 

「教員免許取得に必要な「体育」は，学系 4「命と健康」の「体育・スポーツ科学 A」であ

る．（案内 p.27）」 

・教養教育に関する今年度の授業計画書と時間割は配布しない．各自全学教育棟教養教育担当

まで取りに行くこと．特に，語学，基礎セミナー，情報基礎の再履修が必要な者は，「再履

修マニュアル」を入手するとともに，掲示にも注意し，間違いなく履修できるようにするこ

と．教養教育の選択科目については，基本的に自由に履修できる．ただし，卒業要件単位と

しては 9 単位までしか加算されない． 

・専門教育の理学教養科目では，1 年次の理学教養科目の講義と実験全てを修得していれば，

28単位となり，理学教養科目の卒業要件単位 24単位より 4単位多い．この余剰分は「本学

の専門教育の全授業科目（卒業要件 12 単位以上）」の単位として加算される．2 年次には，

理学教養科目の統計学ⅠとⅡが開講される． 

・専門教育の理学共通科目では，20 単位以上が卒業要件単位となる．余剰分は上述した「本

学の専門教育の全授業科目」に加算される．また，計算機科学 Iの 1単位は必ず修得しなけ

ればならない． 

・履修計画の作成に当たっては，理学部基盤科目の再履修が必要な場合は，それを優先すること．

再履修にあたっては，担当教員に必ず承認を得ること．なお数学（微分積分 I，II，線 



熊本大学理学部 

65 

 

資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 27 ２年次ガイダンス資料（続き）  

 

 

 

形代数 I，II）と物理（物理学 I，II）については，他学部向けの専門基礎科目 I でも再履修が

可能である．他学部の専門基礎科目 I で再履修する場合は，理学部教務担当に申し出て時間

割コードを振ってもらうこと． 

・各チューターから面談の連絡がこれから届くはず．面談の際に習得単位計算表を持参するこ

と．履修計画については，担当チューターに示して確認を受けること．必要があれば，クラ

ス担任，理学部教務担当または教務委員に相談すること． 

・共通実験の履修については希望調査をもとに，クラス分けおよび日程を既に掲示してあるの

で指示に従って履修すること．前期前半に開講される実験は 4 月 10 日（火）から始まるの

で特に注意すること．前期は化学と地学，後期は物理学と生物学の共通実験を開講する．な

お，化学共通実験の履修には，化学基盤実験の単位修得が条件となっているので，化学基盤

実験未履修者はまず化学基盤実験を履修すること． 

・授業計画書綴じ込みの理学科２年次用時間割において，複数のクラスが開講される科目につ

いては以下の取扱となる． 

 統計学 I：1, 2, 3 組は時間割上段のクラス（原岡先生），4, 5, 6 組は下段クラス（濱地先生）． 

 基礎力学：4 月 12 日（木）14:30 に，1, 2, 3 組及び再履修者は３階大講義室（C329：高橋先

生），4, 5, 6 組は２階大講義室（C226：荒井先生）に集まること． 

・「計算機科学Ｉ」1 単位を必修として履修し修得しなければならない．数学の教員免許を取

得するためには「計算機科学Ｉ」と「計算機科学 II」の両方が必要である（双方とも後期

開講）． 

・「理学概論（キャリアのための講演会を含む）」が通年金曜４時限に開講される．前学期の授

業はコース選択の参考となるような内容となっているので必ず受講すること．開催日時は随

時掲示により知らせる． 

・特に後学期では共通科目が複数同時開講（数学と生物，物理と生物）となる．前学期終了ま

でに希望コースを決定すること．最終希望調査は１月の予定． 

 

４．卒業研究履修要件について 

 2010年度入学者より卒業研究が必修になっている．4年次で卒業研究を履修するための条件は

各コースによって異なる．各自希望するコースの条件を確認し，2 年生の履修計画を行うこと．

コースによっては，2011年度入学者より卒業研究履修条件が大きく変更されているので 2011年

度の学生便覧（p.44）でよく確認しておくこと．特に，1，2 年次開講科目については取りこぼ

しのないようにすること． 

 

５．教職免許及び学芸員資格取得希望者 

2 年生ガイダンス終了後，引き続き「教育職員免許状取得」に関するガイダンスを行い，さ

らにその終了後，C122 講義室において「学芸員資格取得」に関するガイダンス（小松先生）

を行うので，取得希望者は残ること． 

 

６．学外特別演習 

３年生の理学部展開科目に「インターンシップ A（１単位）」及び「インターンシップ B（２

単位）」がある．従来理学部で指定した受け入れ先の企業で実習を行うインターンシップだった

が，他の形式のインターンシップ先も認めることとした．２年次後学期にガイダンスを行うので，

掲示に注意すること． 
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 27 ２年次ガイダンス資料（続き）  

 

 

［出典：理学部教務委員会資料］  
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資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 28 オフィスアワー、ホットライン  

 

 

http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/hotline/index.html 

 

［出典：理学部ホームページ］  

 

（水準）  

期待される水準を上回る。  

（判断理由）  

専門教育に関しては、学士像とそれに基づく教育目的・目標を達成すべく検証と見直しを

適時行い、迅速なる改善を行ってきた。  

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況  

観点 学業の成果  

（観点に係る状況）  

学業の成果は個々の学生に教育目的や目標、到達度などを十分に説明しなければ意味が

ない。学生に学修する事の意味や大切さを認識させてこそ興味も広がり学修意欲も増し、

結果、主体的な学修へとつながり、最終的には学士の質の確保が保証される。そのために、

まず、学士像及び修士像の違いを明確にし、理学士としてのミニマムエッセンスを周知・

理解させる必要がある。平成 22 年に理学部学士課程教育推進 WG において議論し、学士像

と修士像及び学士教育の目的・目標として纏めたもの（資料Ａ－Ⅱ－２－１－１）が理学

科会議にて最終承認されている。それに沿った改革を行い、一学科発足当時に比較すると

卒業までの各段階における到達すべき目標とクリアすべき基準は高くなった（前掲資料Ａ

－Ⅰ－１－２－２～４，11，12）が、卒業率に大きな変化はない。（資料Ａ－Ⅱ－２－１－

２）これは、入学者選抜とその後の教育課程が目的・目標を達成するために機能しており、

教育ミッションを遂行するのに十分であることを示している。一方、学士課程教育の一部

としての全学共通教育については、専門教育との一貫性を担保できない状況にあり、本学

オフィスアワー http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/forinternal/officehour.html 

ホットライン（学部長メールのアドレス：xyz-783@sci.kumamoto-u.ac.jp） 
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の共通教育としての在り方及び目的の議論を含め、今後早急に改善と変更を加える必要が

ある。 

卒業を目前にひかえた４年生が、一学科による教育プログラム制に対してどのような意

見をもち、どう評価しているのかを調べるために第 1 期生より継続してアンケート調査を

実施してきた。回収率はほぼ 100％である。（資料Ａ－Ⅱ－２－１－３）このアンケート（平

成 20～24 年度分）から学生の満足度を判断すると、否定的な「不満足」、「どちらかという

と不満足」という回答は常に１割弱である。学生から一定の評価が得られていることを示

している。（資料Ａ－Ⅱ－２－１－４）今後もこの満足度を維持するためにこれまでの取り

組みを継続実施していく必要がある。  

更に平成 24 年度に前期日程の入試科目に英語を課すことを検討し，平成 27 年度からの

導入を決めた。試験科目の変更による学生の資質の変化にも教育課程が即しているのかの

検証を今後する必要がある。  

（中期計画番号Ｋ１～Ｋ32）  
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資料Ａ－Ⅱ－２－１－１  学士課程教育の充実及び推進（素案）  

 

［出典：理学科会議資料］  
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資料Ａ－Ⅱ－２－１－２  

学部・研究科ごとの標準修業年限内の卒業（修了）率及び「標準修業年限１．５」年内  

卒業（修了）率  

 

 

［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

 

資料Ａ－Ⅱ－２－１－３ ４年生、 M2 アンケートの回収率  

 

［出典：理学部ホームページ］  

 

 

［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

標準修業年限内の
卒業（修了）率
（※１）

88% 85% 88% 84% 80%

「標準修業年限×１．５」
年内卒業（修了）率
（※２）

93% 89% 95% 88% 83%

※１ 標準修業年限内の卒業（修了）率＝標準修業年限で卒業（修了）した者の数／標準

年限前の入学者数  

※２ 「標準修業年限×１．５」年内卒業（修了）率＝Ａのうち、（標準修業年限×１．

５）年間に学位を取得した者の数／（標準修業年限×１．５）年前の入学者数  

（注）「標準修業年限×１．５」の算出において、端数がある場合は、１年として切り上

げる 

 

アンケートの回収率

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

４年生 96% 100% 85% 94% 95%

Ｍ２ 100% 100% 84% 97% 93%
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資料Ａ－Ⅱ－２－１－４ ４年生アンケートの結果  

 

 

［出典：４年生アンケート  集計と分析（2012 年度卒業生）］  

 

 

（水準）  

期待される水準にある。  

（判断理由）  

ゆとり教育の真只中で初等・中等教育を受けた入学者を卒業生として輩出してきた。こ

の間、専門教育の質を上げ、各段階で満たすべき条件を厳しくしてきたが、卒業率がほと

んど変化していない点は、教育内容とその目標設定、見直し検討、及び変革が絶えず的確

かつ順調に行われてきたことを示している。加えて、各々の教員の努力と弛まない改善活

動によるところが大きく特筆に値する。  

 今後も入学者の基礎学力の把握に努め、絶えず教育内容の見直し検討を継続する必要が

ある。その一方で、グローバルな視野を持った人材を育てるためには、学士課程教育にお

ける教養力の涵養が不可欠であり、全学共通教育にも学部を挙げて積極的に関与していく

必要がある。これらの改革の必要性を構成員間で共有していることが理由である。  

 

 

観点 進路・就職の状況  

（観点に係る状況）  

卒業生の半数以上が大学院に進学し、残りは教員や公務員志望者と企業就職者とに分か

れる。（資料Ａ－Ⅱ－２－２－１）教員や公務員志望者は毎年一定数いるが、新卒採用は極

めて少ないため準備に２、３年かかる場合も多く、採用の実態を把握することは困難であ

る。多様な業種への人材育成の観点から教員や公務員以外の職業についての教育も行う必

要がある。また、教員一人一人が学生の就職に対する関心度を上げる取組みも必要である。  

就職希望者の就職率は８割程度であるが、これは母数に教員志望の学生が含まれること

に起因している。（資料Ａ－Ⅱ－２－２－２）就職できない民間企業への就職希望者は少な
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く、実態が就職率に反映されておらず、就職担当事務（キャリア支援ユニット）が決めた

硬直化した就職率算出方法に問題があると捉えている。組織が小さく、きめ細かな対応が

可能である点を生かし、個別に対応することで数値は大きく改善する。就職率に一喜一憂

することなく、学生の希望と企業の欲する人材の動向を正確に掌握し、両者に還元し生か

すことのできる体制を構築することが重要である。企業の動向については理学部支援企業

や地元の経済情報会社等を通して把握している。  

主に情報・金融を含むサービス関連企業の総合職（理系ジェネラリスト）としての就職

が多い。これは一学科制の特性と理科と数学の幅広い教育の成果が表れていると言える。

その一方で、露出度の高い企業を手あたり次第何ら策略も将来展望もなく目指す学生も見

うけられ、キャリア支援ユニットと連携して抜本的な学生の意識改革が必要である。  

特筆すべきこととして、教員志望者には独自のキャリア科目「教育インターンシップ」

を開講している。受講者は、中学または高校での実務体験を通し、教育に対する理解を深

め、教師に必要な実践力を身につけることができる。（資料Ａ－２－２－２－３）  

（中期計画番号Ｋ１～Ｋ32）  

 

 

資料Ａ－Ⅱ－２－２－１  進学率、就職率（就職者数／卒業生数）、就職希望者の就職率（就

職者数／就職希望者数）  

 

 

 

［出典：熊大データ集を基に作成］  

 

 

 

 

進学率（H21～25年度）

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

卒業生数 188 180 193 181 172

進学者 115 101 104 102 100

進学率 61.2% 56.1% 53.9% 56.4% 58.1%

就職率（H21～25年度）

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

卒業生数 188 180 193 181 172

就職者 58 53 59 54 48

就職率 30.9% 29.4% 30.6% 29.8% 27.9%

就職希望者の就職率（H21～25年度）

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

就職

希望者数 61 66 75 67 57

就職者 58 53 59 54 48

就職率 95.1% 80.3% 78.7% 80.6% 84.2%
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資料Ａ－Ⅱ－２－２－２  理学部卒業生進路調査結果（平成２１～２５年度）  

 

 

平成２１年度　理学部卒業生　進路調査結果

■進路別 ■業種別 ■勤務地別

進路 人数 業種 人数 勤務地 人数

企業就職 44 学校教育 9 熊本県 19

教職 8 化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業 7 福岡県 11

公務員 6 金融業 5 東京都 8

総計 58 複合サービス事業 4 宮崎県 6

情報通信業 4 大阪府 4

その他の専門・技術サービス業 4 不明 3

情報通信業・新聞業 4 長崎県 2

地方公務員 3 佐賀県 1

医療業、保健衛生 2 大分県 1

その他のサービス業 2 神奈川県 1

その他 2 沖縄県 1

保険業 1 静岡県 1

生活関連サービス業、娯楽業 1 総計 58

電子部品・デバイス製造業 1

その他の製造業 1

地方公務 1

小売業 1

電気・ガス・熱供給・水道業 1

医療業・保健衛生 1

運輸業 1

その他の教育、学習支援業 1

国家公務員 1

国家公務 1

総計 58

■職種別

職種 人数

事務従事者 15

情報処理技術者 10

教員（高等学校） 6

その他の専門的・技術的職業従事者 5

サービス職業従事者 5

販売従事者 4

その他の技術者 3

その他の保健医療従事者 3

その他の職業 2

教員（中学校） 2

農林水産業・食品技術者 1

保安職業従事者 1

運輸・通信従事者 1

総計 58

平成２１年度　理学部卒業生　進路調査結果

44

8

6

進路別

企業就職

教職

公務員

9

7

5

4

44

4

3

2

2

2

1

1
1

1
1
1
1

1 1

1 1 1

業種別
学校教育
化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業
金融業
複合サービス事業
情報通信業
その他の専門・技術サービス業
情報通信業・新聞業
地方公務員
医療業、保健衛生
その他のサービス業
その他
保険業
生活関連サービス業、娯楽業
電子部品・デバイス製造業
その他の製造業
地方公務
小売業
電気・ガス・熱供給・水道業
医療業・保健衛生
運輸業
その他の教育、学習支援業
国家公務員
国家公務

15

10

6
5

5

4

3

3

2
2 1 1 1

職種別

事務従事者

情報処理技術者

教員（高等学校）

その他の専門的・技術的職業従事者

サービス職業従事者

販売従事者

その他の技術者

その他の保健医療従事者

その他の職業

教員（中学校）

農林水産業・食品技術者

保安職業従事者

運輸・通信従事者

19

118

6

4

3

2

1 1

1 1 1

勤務地

熊本県

福岡県

東京都

宮崎県

大阪府

不明

長崎県

佐賀県

大分県

神奈川県

沖縄県

静岡県
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平成２２年度　理学部卒業生　進路調査結果

■進路別 ■業種別 ■勤務地別

進路 人数 業種 人数 勤務地 人数

企業就職 41 化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業 9 熊本県 18

教職 6 情報通信業 8 東京都 9

公務員 6 学校教育 6 福岡県 6

総計 53 地方公務 5 大阪府 4

金融業 5 大分県 3

小売業 4 宮崎県 2

医療業、保健衛生 4 愛知県 2

運輸業、郵便業 2 鹿児島県 2

宿泊業、飲食サービス業 1 その他 2

その他の教育、学習支援業 1 山口県 1

その他のサービス業 1 三重県 1

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 1 沖縄県 1

保険業 1 茨城県 1

複合サービス事業 1 熊本市 1

その他の専門・技術サービス業 1 総計 53

国家公務 1

学術・開発研究機関 1

その他 1

総計 53

■職種別

職種 人数

その他の職業 18

販売従事者 6

教員（高等学校） 5

事務従事者 5

その他の専門的・技術的職業従事者 4

情報処理・通信技術者 3

その他の技術者 3

研究者 3

サービス職業従事者 2

保安職業従事者 1

輸送・機械運転従事者 1

農林水産業・食品技術者 1

教員（中学校） 1

総計 53

平成２２年度　理学部卒業生　進路調査結果

41

6

6

進路別

企業就職

教職

公務員

9

8

6

5
5

4

4

2

1
1

1 1
1
1 1

1 1 1

業種別

化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業

情報通信業

学校教育

地方公務

金融業

小売業

医療業、保健衛生

運輸業、郵便業

宿泊業、飲食サービス業

その他の教育、学習支援業

その他のサービス業

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業

保険業

複合サービス事業

その他の専門・技術サービス業

国家公務

学術・開発研究機関

その他

18

6

5

5

4

3

3

3

2

1

1 1 1

職種別

その他の職業

販売従事者

教員（高等学校）

事務従事者

その他の専門的・技術的職業従事者

情報処理・通信技術者

その他の技術者

研究者

サービス職業従事者

保安職業従事者

輸送・機械運転従事者

農林水産業・食品技術者

教員（中学校）

18

96

4

3

2

2

2

2

1 1

1 1 1

勤務地

熊本県

東京都

福岡県

大阪府

大分県

宮崎県

愛知県

鹿児島県

その他

山口県

三重県

沖縄県

茨城県

熊本市
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平成２３年度　理学部卒業生　進路調査結果

■求人（就職・進学・その他）別 ■就職（業種別） ■進学（決定進路先）

求人(就職・進学・その他)名称 人数 業種 人数 決定進路先 人数

進学 104 学校教育 14 本学大学院 95

企業就職 35 地方公務 8 他大学大学院 4

その他 26 その他の専門・技術サービス業 6 熊本大学大学院自然科学研究科 2

教職 13 情報通信業 6 専攻科 1

公務員 10 金融業 5 他大学大学院(京都大学） 1

(空白) 3 化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業 3 他大学大学院（大阪大学大学院理学研究科数学専攻） 1

教員 1 建設業 3 総計 104

不明 1 国家公務 2

総計 193 食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 2

電子部品・デバイス・電子回路製造業 2

項目 求人 人数 その他のサービス業 1 ■その他・不明

就職 企業就職 35 医療業、保健衛生 1 その他（内容） 人数

就職 教職 13 社会保険・社会福祉・介護事業 1 教員採用試験準備 9

就職 公務員 10 小売業 1 就職活動継続 7

就職 教員 1 電気・情報通信機械器具製造業 1 公務員採用試験準備 3

就職 計 59 農業 1 (空白) 3

進学 進学 104 保険業 1 公務員試験受験準備 2

進学 計 104 輸送用機械器具製造業 1 2013.4双日株式会社入社予定（それまでは留学等） 1

その他 その他 26 総計 59 その他（不明） 1

その他 (空白) 3 就職の意志無し 1

その他 不明 1 ■就職（職種別） 専門学校進学 1

その他 計 30 職種 人数 大学院受験準備 1

総計 総計 193 事務従事者 14 大学院進学準備 1

教員（高等学校） 11 総計 30

販売従事者 8

情報処理・通信技術者 5

その他の技術者 4

サービス職業従事者 3

教員（中学校） 3

製造技術者（開発）（その他） 3

その他の職業 1

その他の専門的・技術的職業従事者 1

建築・土木・測量技術者 1

研究者 1

製造技術者（開発除く）（電気） 1

農林業従事者 1

農林水産技術者 1

保安職業従事者 1

総計 59

■就職（勤務地）

勤務地 人数

熊本県 15

福岡県 13

大阪府 6

宮崎県 4

神奈川県 3

長崎県 3

鹿児島県 2

大分県 2

東京都 2

（不明） 1

京都府 1

熊本市 1

広島県 1

埼玉県 1

山口県 1

神奈川 1

北海道 1

北九州市 1

総計 59

大学院進学や進学準備、

就職活動継続などの情報を含む
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平成２３年度　理学部卒業生　進路調査結果

104

35

26

13

10 3

1 1

求人（就職・進学・その他）別

進学

企業就職

その他

教職

公務員

(空白)

教員

不明

14

8

6
6

5

3

3

2

2

2

1
1
1 1 1

1 1 1

就職（業種別）
学校教育

地方公務

その他の専門・技術サービス業

情報通信業

金融業

化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業

建設業

国家公務

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業

電子部品・デバイス・電子回路製造業

その他のサービス業

医療業、保健衛生

社会保険・社会福祉・介護事業

小売業

電気・情報通信機械器具製造業

農業

保険業

輸送用機械器具製造業

14

11

8

5

4

3

3

3

1
1
1

1 1

1 1 1

就職（職種別）

事務従事者

教員（高等学校）

販売従事者

情報処理・通信技術者

その他の技術者

サービス職業従事者

教員（中学校）

製造技術者（開発）（その他）

15

13

6

4

3

3

2

2

2

1
1 1

1
1 1

1 1 1

就職（勤務地）
熊本県

福岡県

大阪府

宮崎県

神奈川県

長崎県

鹿児島県

大分県

東京都

（不明）

京都府

熊本市

広島県

埼玉県

山口県

神奈川

北海道

北九州市

95

4 2

111

進学（決定進路先）

本学大学院

他大学大学院

熊本大学大学院自然科学研究科

専攻科

他大学大学院(京都大学）

他大学大学院（大阪大学大学院理学

研究科数学専攻）

35

13

10
1

104

26
31

59

104

30
企業就職

教職

公務員

教員

進学

その他

(空白)

不明

就職

進学

その他
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平成２４年度　理学部卒業生　進路調査結果

■求人（就職・進学・その他）別 ■就職（業種別） ■進学（決定進路先）

求人(就職・進学・その他)名称 人数 業種 人数 決定進路先 人数

進学 102 学校教育 12 本学大学院 95

企業就職 33 地方公務 8 他大学大学院 7

その他 22 小売業 6 総計 102

教職 12 情報通信業 6

公務員 9 化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業 5

不明 3 その他の教育、学習支援業 4

総計 181 金融業 4 ■その他・不明

医療業、保健衛生 3 その他（内容） 人数

項目 求人 人数 食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 2 就職活動継続 9

就職 企業就職 33 その他の専門・技術サービス業 1 公務員採用試験準備 5

就職 教職 12 国家公務 1 教員採用試験準備 4

就職 公務員 9 電気・ガス・熱供給・水道業 1 (不明) 3

就職 計 54 保険業 1 その他 2

進学 進学 102 総計 54 進学準備 1

進学 計 102 大学院受験準備 1

その他 その他 22 ■就職（職種別） 総計 25

その他 不明 3 職種 人数

その他 計 25 事務従事者 11

総計 総計 181 教員（高等学校） 10

その他の職業 6

販売従事者 5

サービス職業従事者 4

その他の技術者 3

その他の専門的・技術的職業従事者 3

保安職業従事者 3

教員（中学校） 2

研究者 2

製造技術者（開発除く）（その他） 2

管理的職業従事者 1

情報処理・通信技術者 1

製造技術者（開発除く）（化学） 1

総計 54

■就職（勤務地）

勤務地 人数

福岡県 13

熊本県 13

大分県 7

東京都 5

鹿児島県 4

長崎県 3

大阪府 2

佐賀県 2

宮崎県 2

千葉県 1

京都府 1

愛媛県 1

総計 54

大学院進学や進学準備、

就職活動継続などの情報を含む
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教員（中学校）

研究者
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製造技術者（開発除く）（化学）
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2
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大阪府
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平成２５年度　理学部卒業生　進路調査結果

■求人（就職・進学・その他）別 ■就職（業種別） ■進学（決定進路先）

求人(就職・進学・その他)名称 人数 業種 人数 決定進路先 人数

進学 100 地方公務 10 本学大学院 79

企業就職 28 学校教育 8 他大学大学院 10

その他 20 情報通信業 4 熊本大学大学院自然科学研究科 10

公務員 12 化学工業・医薬品・石油・石炭製品製造業 3 （空白） 1

教職 8 金融業 3 総計 100

不明 4 その他のサービス業 2

総計 172 卸売業 2

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 2

項目 求人 人数 複合サービス事業 2 ■その他・不明

就職 企業就職 28 国家公務 2 その他（内容） 人数

就職 公務員 12 その他 1 (空白) 24

就職 教職 8 その他の専門・技術サービス業 1 総計 24

就職 計 48 医療業、保健衛生 1

進学 進学 100 学術・開発研究機関 1

進学 計 100 建設業 1

その他 その他 20 小売業 1

その他 不明 4 生活関連サービス業、娯楽業 1

その他 計 24 電子部品・デバイス・電子回路製造業 1

総計 総計 172 保険業 1

はん用・生産用・業務用機械器具製造業 1

総計 48

■就職（職種別）

職種 人数

販売従事者 8

事務従事者 8

教員（高等学校） 7

事務従事者 5

保安職業従事者 4

その他の技術者 3

情報処理・通信技術者 3

その他の職業 2

サービス職業従事者 1

研究者 1

製造技術者（開発）（化学） 1

製造技術者（開発）（機械） 1

製造技術者（開発除く）（化学） 1

製造技術者（開発除く）（機械） 1

教員（中等教育学校） 1

その他の職業 1

総計 48

■就職（勤務地）

勤務地 人数

熊本県 12

福岡県 11

宮崎県 5

佐賀県 5

東京都 4

長崎県 3

大阪府 2

神奈川県 1

鹿児島県 1

愛知県 1

広島県 1

埼玉県 1

山口県 1

総計 48

大学院進学や進学準備、

就職活動継続などの情報を含む
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［出典：ミッションの再定義資料］  

 

 

  

平成２５年度　理学部卒業生　進路調査結果
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資料Ａ－Ⅱ－２－２－３  教育インターンシップ実施要領、実績  

 

［出典：理学部学生便覧］  

 

（水準）  

期待される水準にある。  

（判断理由）  

進学率及び就職先分野から、スペシャリストとジェネラリストの育成という本学部が掲

げる教育目標を達成していると考える。また、専門とは直結しない企業への就職者もあり、

自然科学に関する幅広い知識を有機的に結び付け、直面する問題を解決する能力の涵養も

できていると判断する。  

 人材育成体制と検証・見直・変更のサイクルは、十分機能していると考えられる。人材

を適材適所に送り出し、個々の能力を十分に発揮できるように社会と結びつける体制が整

いつつある。  
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４．質の向上度の分析及び判定  

（１） 分析項目Ⅰ 教育活動の状況  

 

重要な質の変化あり  

 

前回の組織評価時は未だ学科は完成しておらず、具体的な評価は示されなかったので、質

の向上度を分析及び判定することはできない。しかし，アドミッションポリシーに則した

入試方法への変更（資料Ａ－Ⅰ－１－１－８），及び，卒業生の質保証の観点からの改革実

施（資料Ａ－Ⅰ－１－１－12）を踏まえ、教育の質は中期目標期間第１期終了時より改善・

向上していると判断した。  

 

 

（２） 分析項目Ⅱ 教育成果の状況  

 

重要な質の変化あり  

 

前回の組織評価時は理学科として卒業生を送り出しておらず、質の向上度を分析及び判定

することはできない。しかし、以下の状況から改善・向上していると判断した。  

①  教育内容のレベルは上げたが卒業率は変わっていない  

②  進学率は５割超えている  

③  幅広い分野からのニーズがあり、多様な業種に就職している  
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Ⅲ 社会貢献の領域に関する自己評価書  
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１．社会貢献の目的と特徴  

 

本学部は九州地区における理学教育・研究の中核的役割を果たしてきた。また、地理的

にも九州中部に位置する国立大学として、特に、熊本県及び隣接する県の郡部や過疎地域

における教育機会の拡大と教育の地域間格差の解消に向けた教育支援に積極的に取り組む

責務がある。一方、公立及び私立の進学校が熊本市内に集中している状況の中で、男女を

問わず理系進学者を数多く増やしてゆくための教育支援体制の確立も喫緊の課題である。

さらに、高度に発展を遂げた自然科学分野の研究や科学技術について社会人の学びの機会

の提供も本学部が負うべき使命である。このような事情を踏まえて、本学部では、大学の

中期目標に沿うべく  

 科学立国及び地域文化の創造に貢献できる人材の養成  

 地域の教育への支援  

 専門知識・経験の提供（教員の所属は自然科学研究科等の別部局であるので、個々の

業績は所属部局の自己評価書で記載する）  

などを通して社会・地域に貢献している。特に、本学部としては以下のような特徴ある社

会貢献を行っている。  

１） 特定地域教育支援事業  

２） 学内外の各種科学啓発イベントの企画・実施・運営  

 

［想定する関係者とその期待］  

 

本学部として特徴的な郡部や過疎地域は高等学校や中学校の統廃合により、教育の機会

均等が失われつつあり、都市部との地間の教育格差も広がる傾向にある。一方、熊本県は

教育公務員や一般公務員も多く、大学での学び直しを希望する定年退職者も潜在的に多く

いる。このように、本学部への地域社会からの要望の多くは教育的支援及び地域への優秀

な人材の供給にあると考えられ、想定するステークホルダーとしては以下があげられる。  

１） 教育機関  

２） 行政機関  

３） 地場企業  

このことから想定される本学部への期待は  

１）優れた人材の輩出  

２）理数教育支援  

３）各種委員を通しての専門知識・経験の提供  

 

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 

特定地域教育支援事業や夢科学探検等の科学啓発イベントを通しての長年にわたる貢献。  

特に特定地域教育支援事業では、地域の教員との連携を重視し、教員が異動した後の異動

先とのつながりも維持している。また、行政と一体になって活動してきたことも本事業の

特徴である。  

 

【改善を要する点】  

特定地域教育支援事業や夢科学探検等のイベントを今後も継続し、より効果的かつ効率的

に実施できるように見直しと改善を加え続ける必要がある。  
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３．観点ごとの分析及び判定  

 

分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。 

観点 社会貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的

方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 

 大学の中期目標（資料Ｃ－Ⅰ－１－１－１）を受けて中期計画（資料Ｃ－Ⅰ－１－１－

２）が策定されている。その目標等に沿って「社会貢献の目的と特徴」で挙げた「科学立

国及び地域文化の創造に貢献できる人材の養成」を方針として、  

・国及び地方公共団体等の審議委員等  

・教育職員免許更新講習の講師  

・学内外の各種科学啓発イベントの企画・実施・運営  

・スーパー・サイエンス・ハイスクール（ SSH）事業への協力  

・国や地方公共団体、民間企業との委託研究や共同研究  

などそれぞれ教員が個別に計画を策定し活動してきている。  

（中期計画番号Ｋ46～Ｋ47） 

 

資料Ｃ－Ⅰ－１－１－１  中期目標（社会貢献該当部分）  

 

［出典：熊本大学ホームページ］  

 

資料Ｃ－Ⅰ－１－１－２  中期計画（社会貢献該当部分）  

 
［出典：熊本大学ホームページ］  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）本学の中期目標・中期計画に則り、独自の目的・目標のもと計画を策定し，

イベントの実施に関しては公表している。  

 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

個々の計画にそって下記の通り適切に実施されている。  

 国及び地方公共団体等の審議委員等として、専門知識を提供することで社会に貢献

している。（審議委員等の把握は教員が所属している自然科学研究科で行っており、

委嘱を受けている件数などは自然科学研究科の自己評価書で記載されている。）  

 教育職員免許更新講習の講師（資料Ｃ－Ⅰ－１－２－１）  

 学内外の各種科学啓発イベントの企画・実施・運営（資料Ｃ－Ⅰ－１－２－２）  

特に、毎年開かれている夢科学探検は、小学生から一般市民までの参加者が様々な

演示実験を体験し、「科学」への理解と興味を持つきっかけをつくることを目的とし

１） 大学の資源と知的活動の成果を利活用して、大学間連携、産学官連携をグローバル

に推進し、知識基盤社会の形成・発展、産業の振興等に貢献する。  

①科学技術や産業の振興に貢献するため、イノベーション推進機構を中心として、研究成

果の有体物の整備管理、知的財産等の活用を推進する。  

②国内外の研究及び産業の発展等に貢献するため、その推進のための施策・評価委員会等

にも積極的に参画し、社会貢献を果たす。また、国内外の研究機関等とネットワークを形

成し、学術研究並びに産学官連携を組織的に進める。  
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ている。このイベントは「夢化学探検’94」以来実施し、平成 12 年度からは広く「科

学」に触れるため「夢化学」を「夢科学」と名称変更し、現在に至っている。さらに、

平成 19 年度からは大学祭の期間中に開催している。（資料Ｃ－Ⅰ－１－２－３）  

 スーパー・サイエンス・ハイスクール（ SSH）事業への協力  

体験学習、課題研究の指導、留学生による英語での実験授業、講演など  

 国や地方公共団体、民間企業との委託研究や共同研究  

その他、地域への理学啓発教育として新聞の折り込み情報誌で定期的に情報発信をしてい

る（資料Ｃ－Ⅰ－１－２－４）。また、大学間、部局間交流協定も増えており、社会貢献に

協力している。学会に対する貢献も大きく、最近の学会の開催状況からもわかる（資料Ｃ

－Ⅰ－１－２－５）。  

（中期計画番号Ｋ46～Ｋ47） 

 

 

資料Ｃ－Ⅰ－１－２－１ 教育職員免許更新講習の開講数  

 

［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

 

 

資料Ｃ－Ⅰ－１－２－２  学内外の各種科学啓発イベントの開催状況（平成 25 年度） 

 

［出典：理学部年報］  

 

  

学部 対象者 H２２年度 H２３年度 H２４年度

中･高数学 1講座 1講座 1講座

中･高理科 1講座 1講座 1講座

２講座 ２講座 ２講座

理学部

計

月日 イベント  

7 月 14 日 国際生物学オリンピック予選  

11 月 2 日 夢科学探検  

12 月 14 日  SSH 体験学習（熊本第二，熊本北，宮崎北高校）  

11 月 10 日  

12 月 8 日 
公開実習「遺伝子を見てみよう」  
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資料Ｃ－Ⅰ－１－２－３ 夢科学探検  

 

 

［出典：熊本大学ホームページ夢科学探検］  
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資料Ｃ－Ⅰ－１－２－４ アレンジに連載している「熊遊学ツーリズム」  

 

 

［出典：ミッションの再定義資料］  

 

 

  

【熊遊学（ゆうゆうがく）ツーリズム】
熊本日日新聞社が発刊する無料のタブロイド判生活情報紙「あれんじ」に掲載されているコーナー

回 発行日 タイトル 氏名

20 2013/4/6 アリスもびっくり！「非アルキメデス的幾何学」のワンダーランド 加藤 文元 教授

19 2013/1/12 花と昆虫の知恵比べ「受粉の生物学」 杉浦 直人 准教授

16 2012/4/7 意外に面白い!?　物性物理学 原 正大 准教授

15 2012/2/4 意外な話に驚くことばかり！　柔らかい「岩石学」 西山 忠男 教授

11 2011/3/19 46億年のドラマに迫る！ 化学がひもとく地球史 可児 智美 助教

10 2011/2/19 コピーしたり、編集したり？RNAルネッサンス！ 谷 時雄 教授

9 2011/1/15 ｢ブラックホール」はなぞだらけ 荒井 賢三 教授

7 2010/11/20 天地創造から未来が見える！ 「地球環境科学」を科学する？ 磯部 博志 准教授

6 2013/10/16 「固体科学」入門！！ 藤本 斉 教授

5 2010/9/18 数学は「定義することから始まる」!? 目からウロコの「確率論」 濱名 裕治 教授

3 2010/7/17 あなたの近くにも新種が!? 「シダ植物」のフシギ 髙宮 正之 教授

2 2010/6/19 地球温暖化にも関係してる!? 「エアロゾル」の不思議 小島 知子 准教授

1 2010/4/17 MRIも、リニアモーターカーも関係ある!?「超伝導」って、何? 市川 聡夫 教授
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資料Ｃ－Ⅰ－１－２－５ 平成 25 年度学会等の開催状況  

 
［出典：理学部年報］  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）本務である教育研究業務に加えて、審議委員等としての貢献、教育職員免許

更新講習の講師、科学啓発イベントの企画・実施・運営、SSH 事業への協力、委託研究や共

同研究、学会の開催等、様々な種類の社会貢献を通した活発な活動状況から判断した。  

 

 

観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して活動の成果が上がって

いるか。  

（観点に係る状況）  

前述した社会貢献活動は、参加希望者がいて始めて実施可能となる事業であり、活動が

途切れることなく継続して実施されており、問題なく活動の成果が上がっていると判断で

きる。また、教育職員免許更新講習、科学啓発イベント、SSH 事業においては、参加した小

中高教員や児童・生徒のアンケート結果や感想は参加者の個人差や回収率などから、数値

的に判断することは難しいが、全体的に好意的に受け止められている。夢科学探検にあっ

ては、毎年 1000 名前後の小・中・高生および保護者等が継続して参加していることから、

事業として認知確定されており、リピーターや口コミによる参加者も多くいると推定され、

参加者の満足度の高いことが窺える。  

（中期計画番号Ｋ46～Ｋ47） 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）人材の養成、教育への支援、専門知識・経験の提供等の目的に対応した活動

が継続して実施されている実績があり、満足度からも成果が上がっている。  

 

 

観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  

 社会貢献活動においては、個々の取り組みごとに、無理せず継続して実施する方策を工

夫することが重要であり、そのための改善を弛まなく行っている。  

夢科学探検に関しては、当初、「夢化学探検」として化学分野に限定して開催されていた

イベントであったが、2000 年より物理分野も参加し「夢科学探検」と名称変更して現在に

いたっている。また、開催時期も 12 月に開催していたものを大学祭開催時期の 11 月上旬

に変更し、理学部のすべての分野が参加する大きな科学啓発イベントに発展した。（前掲資

料Ｃ－Ⅰ－１－２－３） 

平成 19 年度時点では、SSH 指定校は熊本第二高校の 1 校だけであったが、その後近隣の

月日 学会 

5 月 17 日～2 月 7 日 群論セミナー（10 回開催）  

5 月 18 日～19 日 日本動物学会九州支部   (第 66 回) 九州沖縄植物学会 (第 63 回) 

日本生態学会九州地区会  (第 58 回) 合同熊本大会  

5 月 25 日～2 月 27 日 応用解析セミナー（ 8 回開催）  

12 月 2 日 International Kick-Off Symposium for “Integrated Science for 

Molecular Chirality in Biology and Chemistry”（熊本大学） 

12 月 3 日 大域解析セミナー  

3 月 8～10 日 研究集会「アクセサリー・パラメーター研究会」  

3 月 20～23 日 日本植物分類学会第１３回大会  
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指定校が増え、宮崎北高校、熊本北高校、宇土高校に協力している。このままでは教員の

負担が過度になり、協力できない事態が予想される。そのため、体験学習を年 1 回にし、

継続性を保証した。（資料Ｃ－Ⅰ－１－４－１）  

（中期計画番号Ｋ46～Ｋ47） 

 

資料Ｃ－Ⅰ－１－４－１ SSH 体験学習  

 
［出典：SSH 担当者資料］  

 

（水準）期待される水準にある  

（判断理由）夢科学探検及び SSH 事業における体験学習等を継続して実施するため、見直

しを行っていることより判断した。  

 

 

分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  

観点 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や

具体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されて

いるか。  

（観点に係る状況）  

 

 大学の中期目標（資料Ｃ－Ⅱ－２－１－１）を受けて中期計画（資料Ｃ－Ⅱ－２－１－

２）が策定されているが、理学部で該当するものは公開講座と授業開放のみである。これ

に関しては全学で適切に公表・周知されているはずである。  

加えて、独自のものとして特定地域教育支援事業を実施している。本事業は、中期目標

達成経費から援助を受けており、その中では年度計画を作成している。（資料Ｃ－Ⅱ－２－

１－３）年度計画は特定地域の行政・教育機関との間で共有しており、イベント等の関係

者への公表・周知はその都度共同で遅滞遺漏なく行っている。  

（中期計画番号Ｋ48～Ｋ50） 

 

資料Ｃ－Ⅱ－２－１－１  中期目標  

 

［出典：熊本大学ホームページ］  

年度 日付 研修

2008/7/8 宮崎北高校SSHサイエンス研修
2008/12/13 第二高校SSH体験学習
2009/7/7 宮崎北高校SSHサイエンス研修
2009/12/12 第二高校SSH体験学習
2010/7/6 宮崎北高校SSHサイエンス研修
2010/12/4 第二高校SSH体験学習
2011/7/19 宮崎北高校SSHサイエンス研修（台風のため中止）
2011/12/3 第二高校SSH体験学習
2012/7/11 宮崎北高校体験学習
2012/12/1 第二高校、北高校SSH体験学習講座

2013 2013/12/14 第二、熊本北、宮崎北高校SSH体験学習講座

2012

SSH体験学習の変遷

2008

2009

2010

2011

２）地域振興の中核大学として、熊本大学の資源と知的活動を活用し、また、地域の諸機

関と連携し、地域に貢献する。  
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資料Ｃ－Ⅱ－２－１－２  中期計画  

 
［出典：熊本大学ホームページ］  

 

資料Ｃ－Ⅱ－２－１－３  中期目標達成経費申請書  

 

［出典：平成 26 年度中期目標達成経費要求書《新規分》から抜粋］  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）全学で実施している事業に協力するとともに、理学部独自に特定地域教育支

援事業を計画・実施している。  

 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 

平成 19 年度から実施している特定地域教育支援事業は、平成 21～25 年度の期間におい

①地域振興の中核大学として、地方自治体と共同で、魅力ある地域づくりと地域人材育成

を行うため、政策創造研究教育センターの機能を強化する。  

②地域文化の向上、教育の質向上に貢献するため、「高等教育コンソーシアム熊本」の活動

を活性化する。  

③図書館等を中心とした地域への情報提供と知的・文化的サービスを一層充実させるとと

もに、公開講座や授業開放等を推進し、地域住民への知の還元を行う。  

１．事業の必要性・取組内容等

平成２６年度　中期目標達成経費要求書《新規分》

事 業 等 名 称 特定地域教育支援事業

要 求 経 費 区 分

　　　　人事労務・広報・企画推進　　　入試・情報化推進

　　　　教育・学生支援推進　　　　　　国際交流推進

　　　　研究・社会貢献推進　　　　　　財務・施設推進

事 業 計 画 期 間 　　平成２６年度　～　平成２７年度

全 体 計 画

理学部特定地域教育支援室が、特定地域（阿蘇、山鹿、高森、牛深、高千穂の各地
域）の教育機関（小、中、高）や教育委員会、行政と連携をとり、様々な活動（大
学訪問、寺子屋、教育フォーラムでの講演）を通して、生徒の進学意欲や教諭の教
育力を挙げたり、保護者や地域の教育に対する意識改革が進むような活動を行う。

平 成 ２ ６ 年 度 に
実施する事業計画

高森・阿蘇・山鹿・牛深地域：教員志望の大学生・院生の本事業への参加を更に推
進するなど、内容の詳細を見直しながら支援活動を継続する。
高千穂：熊本県外の県境部に対するモデル地域と位置付け、地域の教育関係者との
連絡を進め、本格的に展開するようにネットワークの構築と、地域の生徒や保護者
に対して教育・進学に対する意識改革が進む活動を計画し、実施する。

恒 久 化 の 有 無 　　　　有　　　　　　無

事 業 実 施 主 体 理学部特定地域教育支援室

概 要

大学の資源を活用した教育支援活動、特に、科学技術立国を目指す我が国において
は理科・数学に対する支援活動が重要である。理学部では、特定の地域（地方）に
おける教育力とその地域の生徒の勉学意識・学力の向上を目指すことを目的とし
て、教育支援事業を実施している。平成２６年度は、阿蘇地域、高森地域、山鹿地
域、牛深地域の事業を継続・充実するとともに、高千穂地域の事業を立ち上げる。
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ても、対象地域を高森、山鹿、牛深、阿蘇と増やしながら事業を継続して実施している。

（資料Ｃ－Ⅱ－２－２－１）授業開放科目に関しても、全学からの要請を受けて、継続し

て積極的に提供しており、平成 25 年度の開講科目数からみても理学部の貢献が著しい。     

理学系の授業を受ける機会を地域に提供している。（資料Ｃ－Ⅱ－２－２－２）  

（中期計画番号Ｋ48～Ｋ50） 

 

 

資料Ｃ－Ⅱ－２－２－１  特定地域教育支援事業（平成２１～２５年度）  

 

［出典：理学部年報 特定地域教育支援室報告］  

 

H21(2009)年度 特定地域教育支援室活動報告
年月日 訪問先 活動（会議）内容

H.21/04/17
小国町教育委員会
事務局会議室

小国郷教育支援に関する打ち合わせ

H.21/05/09 天草青年の家 小国高校生への進学講話

H.21/05/13 理学部特定地域教育支援室
小国高校，大津高校の熊大受験者増に向けた取り
組み

H.21/06/16 小国町教育委員会事務局会議室 第１回小国郷教育再生懇談会

H.21/07/10 五ヶ瀬教育委員会事務局，五ヶ瀬中学高等学校 五ヶ瀬教育ビジョン視察及び意見交換

H.21/08/25.26.27 小国教育委員会大会議室
小国郷寺子屋学習会，教育再生懇談会，小中学校
教員向け講話

H.21/10/25 JA小国大会議室 PTA中央地区連合会にて講演

H.22/01/22 南阿蘇ホテルグリーンピア 高森・南阿蘇地区教育支援事業の打ち合わせ

H.22/03/16 高森高校武道館
高森高校１・２年生向け大学紹介並びに進学動機
付け講話
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［出典：理学部年報 特定地域教育支援室報告］  

 

H22(2010)年度　特定地域教育支援室活動報告

年月日 活動内容、審議事項など

2010.5.8-9

熊本大学理学部新入生合宿研修
高森高校から生徒４名と教諭１名，小国高校から生徒３名と教諭１名が
参加し，大学生との交流を通して大学を身近に感じ，進学意識を高めた

2010.8.2-3

あそぼっとプロジェクト（高森中央小学校）
佐藤，市川，院生2名，学部生２名がサイエンス・パートナーシップ・プ

ロジェクトの補助として参加し，作製の指導を行った（小学校の参加
者：児童９２名，保護者１５名，職員８名）

2010.8.16

南郷塾寺子屋（高森高校）
市川，院生２名，学部生１名が参加し，高森高校、近隣中学校の生徒に
対して、熊大生による夏休みの課題の補助、勉強の仕方の講話を通し
て、勉学意欲や意識の向上を図った

2010.10.16

教育フォーラム（高森町）
「南阿蘇における教育のあり方について」教育フォーラムが開催され，
古島が講演した
総合学習やまびこプラン発表会に佐藤が出席し講評をおこなった

2010.12.７

熊本大学訪問（熊本大学）
高森高校の２年生全員（生徒４３名，教諭２名）が熊本大学を訪問し、
勉学意欲や進路意識の向上を図る「熊本大学訪問」。この事業には文学
部、教育学部、医学部（保健学科）の協力も得た

2011.2.15
学校関係者評価委員会（高森高校）
古島，佐藤が参加し，高森高校に対する評価を行った

2011.3.15

平成22年度　熊本大学＆高森町　教育支援による地域活性化事業　報告

会（高森高校）
古島，佐藤，市川が参加し，高森町の小中高の教員と意見交換を行った
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［出典：理学部年報 特定地域教育支援室報告］  

 

H23(2011)年度　特定地域教育支援室活動報告

年月日 活動内容、審議事項など

2011.5.7-8
熊本大学理学部新入生合宿研修
高森高校から生徒４名と教諭２名が参加し，大学生との交流を通して大学を
身近に感じ，進学意識を高めた

2011.6.20

平成２３年度熊本大学理学部による特定地域教育支援事業（女子生徒への教
育支援）意見交換会（鹿本高校）
女子生徒への教育支援プログラムを構築するために種々の意見交換を行っ
た。鹿本高校の教諭から山鹿地区の教育における状況や，理系文系の割合，
男女比，地域の特殊性などを聞き，これまでの特定地域教育支援事業で行っ
てきた状況との違いを認識した。新たな「山鹿モデル」の構築が必要である
ことを認識し，その検討を開始することとした。

2011.8.8

南郷塾寺子屋（高森高校）
古島，磯部，市川，院生３名，学部生４名が参加し，高森高校生、近隣小中
学校生と熊本大学生との交流をとおして、勉学意欲や学習意識の向上を図る
目的で実施した。午前は、中学生・高校生を数名ずつのグループに分け、グ
ループごとに熊大生が一人ついて、夏休みの課題の補助や勉強の仕方・大学
生活についての講話をした。午後は、小中学生に対する科学教室を実施し
た。科学教室には小学生の保護者も参加した。児童・生徒の参加は次の通り
（高森高校２１名、高森中学校４名、高森東中学校４名、高森中央小学校４
２名）

2011.9.26

鹿本高校との今後の支援事業にかんする検討会
藤本，磯部，佐藤，市川が参加し，鹿本高校の校長以下３名の教諭と今後の
教育支援事業について話し合い，進路指導の在り方などに特徴をもった教育
支援を展開することなどを決めた。

2012.1.25

熊本大学訪問（熊本大学）
高森高校の１、２年生の希望者（８名）が熊本大学を 訪問し、勉意欲や進
路識の向上を図った。この活動には、医学部保健学科の協力も得て、看護師
や理学療法士 などへの進路にも対応した。

2012.3.19

平成23年度　熊本大学＆高森町　教育支援による地域活性化事業　情報交換

会（高森高校）
古島，高宮，佐藤，市川が参加し，高森町の教育委員会および小中高の教員
と意見交換を行った
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［出典：理学部年報 特定地域教育支援室報告］  

 

H24(2012)年度　特定地域教育支援室活動報告

年月日 活動内容、審議事項など

2012/5/12－13
熊本大学理学部新入生合宿研修
高森高校から生徒が参加し，大学生およびJRFとの交流を通して大学を身近
に感じ，進学意識を高めた

2012/5/30
山鹿地域第１回会合　18:30～20:30
　今年度の取組に関して、会合を持った

2012/8/9

南郷塾寺子屋（高森高校）
教員４名，学生８名が参加し，高森高校、近隣中学校の生徒に対して、熊
大生による夏休みの課題の補助、勉強の仕方の講話を通して、勉学意欲や
意識の向上を図った

2012/8/22

連続講義（鹿本高校）
（１）大学ってどんなトコ？
（２）将来を考えるヒント？
古島理学部長より（１）では中学３年生、高校１，２年生に対して進路に
関する講話、（２）ではセンター試験過去問の問題解説を実施した。

2012/9/7

牛深地域第１回会合，生徒への講話（牛深高校）
第１回会合　16:00～17:00
　今後の授業の具体的取組について
生徒への講話　16:00～17:00
　（ア）「看護医療の仕事について」
　（イ）「大学で学ぶ意義（学問の意義）」

2012/10/25
総合的な学習の時間（未来への懸け橋）　（鹿本高校）
学年発表会に参加し、意見を述べる

2013/1/17

熊本大学訪問（熊本大学）
高森高校の１，２年生１２名が熊本大学を訪問し、勉学意欲や進路意識の
向上を図る「熊本大学訪問」。この事業には文学部、医学部（保健学
科）、工学部の協力も得た

2013/2/20

教育支援による地域活性化事業に関する情報交換会（高森高校）
平成２４年度事業報告
平成２５年度事業計画案
佐藤，市川が参加し，高森町の小中高の教員と意見交換を行った。次年度
の南郷塾寺子屋を８月８日に開催することに決定した。

2013/3/13
特定地域教育支援事業（鹿本高校）
第１部　出張授業 16:00～
第２部　第２回会合
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［出典：理学部年報 特定地域教育支援室報告］  

 

H25(2013)年度　特定地域教育支援室活動報告

年月日 活動内容、審議事項など

2013/5/11－12
熊本大学理学部新入生合宿研修（天草青年の家）
高森高校から生徒が参加し，大学生およびJRFとの交流を通し
て大学を身近に感じ，進学意識を高めた

2013/6/26

平成２５年度　熊本大学理学部による特定地域教育支援事業
第１回会合（阿蘇地域）16:00～16:40
懇談会　17:30～
　今後の取組に関して、会合を持った

2013/8/8

南郷塾寺子屋（高森高校）
教員５名，技術職員２名、学生１５名（内留学生３名）が参加
し，高森高校、近隣中学校の生徒に対して、熊大生による夏休
みの課題の補助、勉強の仕方の講話を通して、勉学意欲や意識
の向上を図った。午後からは近隣小学校の児童も参加し、科学
実験教室を行った。

2013/8/8

阿蘇谷寺子屋（阿蘇中央高校）
教員２名，学生４名が参加し，阿蘇中央高校、近隣中学校の生
徒に対して、熊大生による夏休みの課題の補助、勉強の仕方の
講話を通して、勉学意欲や意識の向上を図った。午後からは，
近隣の小学生も含めて，科学実験教室を行った。

2013/8/21

出張講義（鹿本高校）
　大学入試センター試験「数学」問題解法解説
古島理学部長より理系クラス３年生に対して，センター試験過
去問の問題解説を実施した。
講義終了後，高校教員と懇談会において，今後の活動に関して
意見交換を行った。

2014/1/24

熊本大学訪問（熊本大学）
高森高校の１，２年生１３名が熊本大学を訪問し、勉学意欲や
進路意識の向上を図る「熊本大学訪問」。この事業には文学
部、医学部（保健学科）の協力も得た

2014/2/18

「教育支援による地域活性化事業」情報交換会（高森高校）
平成２５年度事業報告
平成２６年度事業・運営計画
来年度以降の本事業について
古島，市川が参加し，高森町教育委員会，高森町の小中高の教
員と意見交換を行った。次年度の南郷塾寺子屋を８月８日に開
催することに決定した。

2014/3/12

１・２年生対象進路説明会
「熊本大学の学びの精神に触れる」（阿蘇中央高校）
１・２年生Ａ類型（進学クラス）の生徒に対して，理系文系に
わかれ，大学での教育や大学の授業，生活などについて，講演
を行った。
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資料Ｃ－Ⅱ－２－２－２  授業開放科目（平成２２～２５年度）  

 

［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

 

平成２２年度授業開放科目
授業開放部局 科目名

物理数学Ⅰ
解析力学
惑星圏環境学
有機化学Ⅲ
物理化学Ⅰ
物理化学Ⅳ
有機化学Ⅳ
脳神経科学特論第一
環境音響特論
有機化学Ⅵ
月惑星探査データ処理解析学
Volcanology
先端科学特別講義　現代代数学の展開
先端科学特別講義　生命科学のフロンティア
先端科学特別講義　超分子・超構造科学
先端科学特別講義　
環境負荷低減型建築システム構築について
基礎有機化学
化学Ⅱ
熱統計力学Ⅱ
火山学
基礎地球物質学
物理数学Ⅱ
幾何概論Ⅱ
物理化学Ⅶ
先端科学特別講義　現代解析学の展開
先端科学特別講義　
地球システムの変動と相互利用
先端科学特別講義　
水と生命の環境科学最前線
先端科学特別講義　
機械知能システムの創成と制御
先端科学特別講義　スマートSIの創成
理学特別講義A10

H22前学期

H22後学期

理学部

大学院自然科学研究科

理学部

大学院自然科学研究科
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［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

 

 
［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

 

平成２３年度授業開放科目
授業開放部局 科目名

有機化学Ⅲ
解析力学
物理化学Ⅰ
太陽系科学
有機化学Ⅳ
有機化学Ⅵ
物理化学Ⅳ
脳神経科学特論第一
環境音響特論（講師：橘秀樹）
先端科学特別講義　現代確率統計学の展開
先端科学特別講義　現代化学シリーズⅠ
先端科学特別講義　
構造・組織の観測とシュミレーション
先端科学特別講義　
先端情報通信技術シリーズⅠ
基礎有機化学
化学Ⅱ
幾何概論Ⅱ
統計力学
基礎地球物質科学
火山学
海洋の科学（海洋地学）
固体地球物理学
社会地球科学
物理化学Ⅶ
先端科学特別講義
ミクロからマクロまでの各階層とそれをつなぐ物理学
先端科学特別講義
現代化学シリーズⅡ
先端科学特別講義
先端情報通信技術シリーズⅡ

H23前学期

H23後学期

理学部

大学院自然科学研究科

理学部

大学院自然科学研究科

平成２４年度授業開放科目
授業開放部局 科目名

太陽系科学
地球システム学
電磁気学
物理化学Ⅰ
有機化学Ⅲ
物理化学Ⅳ
脳神経科学特論第一
幾何概論Ⅱ
固体地球物理学
海洋の科学
基礎有機化学
火山学
基礎地球物質学
統計力学
物理化学Ⅰ
社会地球科学
物理化学Ⅶ
地域計画特論

H24前学期

H24後学期

理学部

大学院自然科学研究科

理学部

大学院自然科学研究科
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［出典：理学部教務担当資料を基に作成］  

 

 

（水準）期待される水準を上回る。  

（判断理由）特定地域教育支援事業及び授業開放ともに継続して実施している。特に、特

定地域教育支援事業は通常の高大連携事業とは一線を画したユニークな事業であり、地域

の教育機関と連携して事業を展開していることは特筆に値する。  

 

 

観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっ

ているか。  

（観点に係る状況）  

  

地域貢献活動においては実施実績と継続が活動の成果である。特定地域教育支援活動は、

第１期中期目標期間から継続して実施し、実施した特定地域も前述したように高森、山鹿、

牛深、阿蘇と増えている。生徒からの感想文（資料Ｃ－Ⅱ－２－３－１）や意見交換会に

おける小中高校の教員からの報告より参加者が満足していることがわかる。  

（中期計画番号Ｋ48～Ｋ50） 

 

平成２５年度授業開放科目
開講学部 科目名

電磁気学
有機化学Ⅲ
地球システム学
特殊相対論
物理化学Ⅳ
脳神経科学特論第一
Volcanology
統計力学
海洋の科学
基礎有機化学
有機化学Ⅲ
物理化学Ⅰ
力学
火山学
基礎地球物質科学
固体地球物理学
社会地球科学
物理化学Ⅶ
地域計画特論

H25前学期

H25後学期

理学部

大学院自然科学研究科

理学部

大学院自然科学研究科
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資料Ｃ－Ⅱ－２－３－１  特定地域教育支援事業に参加した生徒の感想文  
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［出典：熊本県立高森高等学校から送付された生徒からの感想文］  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）特定地域教育支援事業では、継続して実施していること、活動の地域を広げ

ていること、参加者が満足していることなどより、期待される水準にあると判断した。  

 

 

観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  
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特定地域教育支援活動に関しては、前掲資料Ｃ－Ⅱ－２－２－１に示すように、活動を

活発に実施した地域においては、年度末に意見交換会（反省会）を実施し実施内容の点検

を行っている。それをもとに、計画の見直しを行い、実施時期や実施内容、周知方法など

取組みの改善を行っている。  

授業開放に関しては、毎年開講科目数を維持するように努力を行っている。  

（中期計画番号Ｋ48～Ｋ50） 

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）特定地域教育支援事業では、毎年取り組みの見直しを行っている。授業開放

に関しては、開講科目数の維持に努め、地域への理学教育の普及に貢献している。  
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４．質の向上度の分析及び判定  

（１） 分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

  

質を維持している。  

平成 21 年度以降、平成 25 年度までの間に、審議委員等としての貢献、教育職員免許更新

講習の講師、科学啓発イベントの企画・実施・運営、SSH 事業への協力、委託研究や共同研

究等、様々な種類の社会貢献活動に継続して参画協力している。  

 

 

（２） 分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  

 

改善、向上している。  

全学からの要請以外に独自の特定地域教育支援事業を展開しており、資料Ｃ－Ⅱ－２－２

－１に示すように、毎年継続するとともに、特定地域を増やしている。また、事業内容の

見直しを毎年実施している。  
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Ⅳ 国際化の領域に関する自己評価書  
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１． 国際化の目的と特徴  

  

本学部の国際化への取り組みは限定的なものであり、本学が取り組む国際化推進に

対する具体的な対応が主である。その中でも、日本人学生の海外留学支援及びそれに伴

うグローバル人材養成への対応は本学部が果たすべき重要な使命と受け止めている。  

本学部が提供する理学専門教育についてはその内容や教授方法において高水準にあり、

急速に発展している東南アジア地域からの留学生の質保証の観点からも十分に対応で

きている。一方で、留学生の教育や研究指導を通して本学部の教育・研究の水準の高さ

を発信することでアジア地域に向け本学部の教育研究力をアピールする狙いもある。

また、学術面だけでなく、熊本をはじめ九州の各地域の文化や風土に触れることで、日

本の文化や社会に対する理解を深めさせ、九州地域の国際化へも少なからず貢献した

い。さらに、在学中に海外留学を希望する学生や卒業後にグローバル人材として国内外

で活躍を願う学生に対しては国際標準の専門性を身につけさせるだけでなく、共通言

語である英語の運用能力（特に、読み・書き）を高め、現地（現場）に於いてもグロー

バル思考・ローカル展開できる新たな人材育成を目的として国際化を進める。  

 

 

［想定する関係者とその期待］  

  

 熊本県や熊本市は国際交流を積極的に推進しており、特に、多数の留学生の受け入れ

は本学部に限らず県内のすべての大学機関に期待されている。一方、県内外の企業も大

学教育を通して日本人としての誇りをもち国際感覚を有する人材の育成に期待を寄せ

ている。これらの期待は大学だけの努力だけでは応えることができず、行政や企業との

有機的な連携が必要であり、そのことが求められている。  
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２． 優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 

国際奨学金で学会参加等の海外渡航を奨励している。  

卒業研究の英文アブストラクトを学生に課して、英語の運用能力をみている。  

卒業研究で原著論文や文献を講読させている。  

前期日程個別学力試験に外国語を入試に課すこととした。  

理系英語（C-3，C-4）を導入した、１年次初期及び 2 年時終わりに TOEIC の試験を導入

した。  

 

 

【改善を要する点】  

 

該当なし。  

 

 

３． 観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  

観点 国際化の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が

定められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  

（観点に係る状況）  

 

 大学の目標及び中期目標（資料Ｄ－Ⅰ－１－１－１，２）を受けて中期計画（資料Ｄ－

Ⅰ－１－１－３）が策定されており、それに沿って高度な専門教育の水準を維持し、国際

標準の専門性を身につけた人材の育成に主眼をおいている。従って、独自に計画や方針を

定め、公表する必要はないと考える。  

（中期計画番号Ｋ51～Ｋ56） 

 

資料Ｄ－Ⅰ－１－１－１ 熊本大学の目標（地域貢献・国際貢献）  

 
［出典：熊本大学ホームページ］  

 

資料Ｄ－Ⅰ－１－１－２  中期目標  

 

［出典：熊本大学ホームページ］  

 

２．国際交流の推進  

 世界に開かれた情報拠点として、各国の大学や研究機関と学術的・文化的交流を積極的

に推進するとともに、本学学生を国際社会に送り出し、留学生教育とその支援体制を充実

することによって、学術文化の国際的発展に貢献する。  

（２）国際化に関する目標  

１）質の高い国際連携教育の拡充と、それを円滑に実施するための制度や仕組みを整備し、

教育の国際的通用性の向上を目指す。  

２）本学の特色ある分野を中心として、諸外国の研究機関との研究連携を強化することに

より、研究の国際的な卓越性を高める。  

３）教育･研究の国際化を支える環境の基盤整備を進めるとともに、大学情報の海外への発

信等を充実させる。  
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資料Ｄ－Ⅰ－１－１－３  中期計画  

 

［出典：熊本大学ホームページ］  

 

（水準）期待される水準にある。 

（判断理由）大学の目的・計画に沿って対応しているとともに、専門教育においては国際

標準の専門性を身に付けた人材育成に努めている。  

 

 

観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  

 

 全学の計画に基づいて適切に対応している。その中でも、私費外国人留学生入試（定員

若干名）を実施し留学生を受け入れている。受入数は前掲資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 24 の留学

生数に対応する。（なお、この数には一般入試を受験して入学した留学生も含まれる。）ま

た、前掲資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 23 に示した通り、学長裁量経費からの国際奨学金に加えて

学部長裁量経費からも支出し補助することにより、年間４～５名の学生が海外で開催され

る研究集会等へ参加している。  

理学の学問そのものがグローバルであることもあり、卒業研究では外国語の原著論文や

文献を講読させている。また、卒業研究の内容を海外に発信する練習として英文アブスト

ラクトを学生に課し、英語運用能力の把握に努めている。  

（中期計画番号Ｋ51～Ｋ56） 

 

（水準）期待される水準にある。 

（判断理由）大学の目的・計画に沿って、留学生を受け入れるとともに、専門教育におい

ては国際標準の専門性を身に付けた人材育成に主眼をおいた教育を行っている。  

 

 

観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して活動の成果があがっているか。 

（観点に係る状況）  

 

グローバル人材の輩出という学部の目的に対しては成果の検証は困難であるが、学生が

国際研究集会等に参加するために国際奨学金制度を設け、渡航に必要な旅費を援助してい

る。（前掲資料Ａ－Ⅰ－１－２－23）年間４～５名の学生が国際奨学金制度を利用して海外

で開催される研究集会等への参加を実現している。（資料Ｄ－Ⅰ－１－３－１）一方、留学

（２）国際化に関する目標を達成するための措置  

①英語による授業の実施、留学生を対象とする日本語教育の充実、交流協定校等との教育

プログラムの拡充などを通じて、学生の国際的な交流を推進する。  

②外国人教員･研究者の受入を拡大するとともに、秋季入学の実施拡大など、教育環境を整

備する。  

①研究者交流を大学として推進するために、国際的研究ネットワーク等を充実させ、国際

的研究環境を整備する。  

②アジアをはじめとした世界諸国において、高等教育の発展、研究レベルの向上、並びに

人材育成に貢献するために、国際共同研究や国際協力事業等を展開する。  

①第一期に設置された「国際化推進機構」が中心となり、学内文書の英語・中国語・韓国

語等への多言語化やワンストップサービスをはじめとする国際化に対応した留学生･外国

人研究者への支援環境の整備を強化する。  

②本学に留学した学生の組織化、海外オフィスの増設など、海外拠点の整備を進めるとと

もに、教育・研究に関する取組を世界に向けて発信する。  
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生に関しては、担当教員及び学生をチューターとして配置し、学修及び学生生活の支援を

行っている。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－24） 

その他、大学本部から依頼があった内容に関しては、継続して実施・対応しており、一

定の成果は上がっていると考える。  

（中期計画番号Ｋ51～Ｋ56） 

 

 



熊本大学理学部 

109 

 

資料Ｄ－Ⅰ－１－３－１ 国際奨学金成果報告書  

 

 

 

平成２６年１月７日 

 

平成２２年度入学 

                     理学部 理学科 ○○○学コース  ４年 

氏 名  ■■ ■■          

 

 

平成２５年度 熊本大学国際奨学事業報告書 

 

１． 実施した活動内容 

 5th International Symposium on Nano & Supramolecular Chemistry ( ISNSC ) への参加、および研究成

果の発表。                                                  

 

 

 

２． 得られた成果 

 今回、ISNSC に参加できたのは非常に良い経験となりました。自分にとって今回が初めての研

究発表だったのですが、そのような場を海外で行うことができるということはなかなかできない体

験であり、世界でどのような研究が行われているかを論文ではなく、実際に耳で聞き知ることがで

きたのでとてもためになりました。今回の ISNSC では、世界中から著名な教授の方々が多数来ら

れており、その方たちの研究内容は非常に興味深く、改めて研究の楽しさ、面白さを実感すること

ができました。さらに、自分の研究が世界で通用するかを確認できる場でもあり、4 年生の段階か

らこのような発表会に参加できたのは本当に貴重な体験だったと思います。また、すべての発表が

英語で行われたため、英語の大切さを再確認でき、日本ではなかなか気付かない自分の英語力不足

を体感できたため、今後の研究生活を考え直すものにもなりました。このような国際経験は、国内

にいるときには気付かなかったことに気づけたり、その国においての文化の違いを学んだりといっ

た、自分の視野を広げるという意味で必ず将来の自分に役立つことであると思います。さらに、こ

れからの研究における意識向上にもつながることであると考えています。今後もこのような機会が

あるならば是非参加しようと思いました。                               

 

 

 

 

講演風景（写真） 
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［出典：理学部教務担当資料］  

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）人材育成に関する成果の検証は困難であるが、国際奨学事業の成果は学生の

提出した成果報告書から上がっていると判断した。  

 

３．今後の課題 

 今後の課題といたしましては、やはり英語力の向上だと思います。今回の研究では、韓国の学生

とも交流する機会があったのですが、そのときに感じたのが英語力の差です。研究発表に関しては

自分も原稿を練習していたのできちんと話せたのですが、やはり日常会話がほとんど身についてい

ないため、言いたいことを伝えることができなかったし、せっかく著名な先生方がいらっしゃって

いるにも関わらず、あまりお話ができなかったということは非常に悔しかったですし、チャンスを

逃してしまったのは本当にもったいなかったと思います。もし、今後海外に行く機会があれば、し

っかりと英語を話せるようになっておき、様々な人と交流、研究についてのディスカッションがで

きるようなりたいです。                                                                                       

 また、今回の研究発表で、自分の研究に対するモチベーションがさらに増加しました。先生方や

韓国の学生の発表がとてもレベルの高いものであり、自分もより良い成果を出して多くの国際学会

に発表できるようになりたいと思いました。そのためには、今までよりももっと研究を頑張り、考

える力を身につけたり、実験や測定に関する力をつけたりする必要があると感じました。                                            

 今回の学会発表は自分にとって足りない力や、課題を確認するには非常に良い経験になりました。

今後は、上記のような課題や問題点を解決できるように努力し、真摯に研究に取り組んで行きたい

と思います。                                            

                                             

 

 

集合写真 
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観点 改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  

下記の改善を行った。  

 前期日程個別学力試験に外国語を平成 27 年度入試より課すこととした。  

 海外の大学へ留学する学生に対して、言語の壁を越えて新たな学問的知見得られるよ

う、卒業研究で英文アブストラクトを提出させるなどの措置を講じている。  

 理系英語（C-3，C-4）を導入した。  

 １年次初期及び２年時終わりに TOEIC を導入した。  

なお、これらは今後検証する必要がある。  

 また、学長裁量経費による国際奨学金だけでは足らず、学部長裁量経費からも加えて極

力希望者の意に添うようにした。（資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 23）  

（中期計画番号Ｋ51～Ｋ56） 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）英語の運用能力を向上させるべく様々な改善を行っている。経費が削られて

いるにも関わらず、学部長裁量経費から支出し不足分を補填して水準を保つよう独自の努

力を行っている。  

 

 

４． 質の向上度の分析及び判定  

 

分析項目Ⅰ 目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  

 

質を維持している。 

 

前期日程個別学力試験に外国語を入試に導入、卒業研究で英文アブストラクトを提出させ

英語力を検証、理系英語、TOEIC 試験の導入、留学生の受け入れ、国際奨学金による海外

研修の援助などを通して本学の目的に即した活動は適切に行われており、成果を上げてい

る。 
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Ⅴ 男女共同参画に関する自己評価書  
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１．男女共同参画の目的と特徴  

 

本学では、「男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく

個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会」の実現を目指し「男女共同

参画推進基本計画」を策定した。また、大学院自然科学研究科は基本計画の推進を図るた

めに、男女の機会均等の実現と男女共同参画を推進するための啓発活動を基本方針として

男女共同参画に取り組んでいる。本学部は、本学における男女共同参画の活動に、主に大

学院自然科学研究科を通して協力・貢献しており、その目的と特徴は本学及び研究科と同

様である。  

理学部の教育を担当している教員は全て大学院自然科学研究科に所属しており、教員採

用は自然科学研究科で行っている。従って、教員採用に関する男女共同参画に関する取り

組みは、熊本大学男女共同参画推進基本計画に沿って適切に実施するとともに、女性研究

者養成システム改革加速など本学が採択された事業にも参画している。また、自然科学研

究科に設置されている男女共同参画推進委員会を通して具体的な活動も行われている。こ

のように、理学部の男女共同参加に関する活動は、主に教員の所属部局である自然科学研

究科を通したものであり、その内容は自然科学研究科の自己評価書で記載されている。以

下では、理学部に個別に関連する部分を抽出して記載している。  

理学では学問として教育研究において性別による差別を加えることはない。一方、在学

生及び教職員に対しては環境整備に関する要望や指摘に対しては迅速に対応する体制を整

えている。また、自然科学研究科で行っている女子中高生の理系進路選択支援事業に協力

して、理系の男女共同参画に対して底辺を広げることで協力をしている。  

 

［想定する関係者とその期待］  

全教職員 男女共同参画の適切な推進  

 

 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

該当なし。  

（理由）女性教員の新規採用など、自然科学研究科自己評価書で記載しているものと重複

するので、省略した。  

 

【改善を要する点】  

該当なし。  

上記と同じ理由。  

 

 

３．観点ごとの分析及び判定  

 

分析項目Ⅰ 男女共同参画の状況  

観点 男女共同参画に準ずる環境整備の取り組みを実施しているか。  

（観点に係る状況）  

 

 女子学生及び女性教職員が安心安全に教育研究を実施できるように、環境整備は学部長

のもと迅速に対応する体制を整えている。全学からの要請でセクハラ相談員を配置し、規

則に沿って対応している。  

 女子中高生の理系進路選択支援事業に関しては、理学系教職員が企画運営に関係すると

ともに、自然科学研究科からの依頼に応じて理学部及び理学専攻等の女子大学生・大学院
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生が各種企画に協力した。（資料Ｉ－Ｉ－１－１－１）理系に進学する女子学生の割合を増

やし、将来の女性教員増加につなげるという意味で、男女共同参画に準じた取組と考えて

いる。なお、理学部に所属する女子学生の割合は平成 25 年度末で 29.2％であり、この数

年間大きな増加も減少もない。  

（中期計画番号Ｋ40～Ｋ73） 

 

資料Ｉ－Ｉ－１－１－１  女子中高生の理系進路選択支援事業に協力した理学部女子学生  

［出典：平成 25 年度夢創り応援プロジェクト for ガールズ 2013 成果報告書］  

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）学部として可能な限り適切に対応している。  

 

 

４．質の向上度の分析及び判定  

 

（１） 分析項目Ⅰ 男女共同参画の状況  

 

質を維持している。  

 

全学の目的に沿って、自然科学研究科の評価書に示されている各種事業に協力・貢献して

いる。加えて、構成員からの意見・要望に迅速に対応している。  

 

 

 

写真
１

写真
２

写真
３
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Ⅵ 管理運営に関する自己評価書  
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１．管理運営の目的と特徴  

 

理学科一学科制の下での円滑な管理運営には学部長を中心とした執行部（学部長室）の

ガバナンスが不可欠である。とりわけ、構成員及び学生が安全にかつ安心して教育・研究・

学修のできる環境の整備や本学部の信頼を失墜しかねない不測の事態に対する危機管理体

制の確立は学部長室の責務であり、これら責務を円滑に遂行する学部ガバナンスの強化を

図る必要があるとの認識に立つ。このため、本学部の管理運営体制では理学部長、副学部

長、理学科長を中心とする学部長室で学部の将来構想や学部の管理運営に関して細部に亘

り検討及び計画し、最終的には学部長室に於いてそれらの意思決定を行っている。また、

構成員へのフィードバック及び連絡調整については講座主任や各種委員会委員長からなる

理学部運営会議においてなされている。このことにより、構成員の教育・研究以外の事務

的な業務負担は軽減され、結果、学部教授会の円滑な進行を可能にしている。一学科制の

運営にはこのような執行部の強力なリーダーシップが必要であり、その下で構成員の教育・

研究に集中できる環境を最大限保証する管理運営体制が構築された。  

 

［想定する関係者とその期待］  

 

本学部構成員とその家族  本学部構成員が安全に、かつ安心して教育・研究・学修の

できる環境の保証  

卒業生、学生の採用企業、一般市民などその他の関係者  提言、苦言などを受け付ける窓

口の設定と即座に対応する体制  
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出  

【優れた点】  

 

理学部を一学科に改組したことにより、それまで各学科で負担していた管理運営事項を

理学部で一極集中して行うこととなった。同時に、教員間の学問分野による壁が取り払わ

れ、分野固有の事情を含め各種情報の迅速な開示共有とバランスの取れた運営を迫られた。

そのための仕組みとして理学部長室を機能強化し、迅速な判断と効率的な管理運営を実施

している。これに伴い、構成員の教育・研究以外の事務的な業務負担は軽減され、教育・

研究に集中できる環境を最大限保証する管理運営体制が構築されている。すなわち一学科

ならではの効率化が図られている。  

 

【改善を要する点】  

 

更なる迅速な意思決定とそれを周知する体制を整えることが必要である。  

 

 

３．観点ごとの分析及び判定  

分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること  

観点 管理運営のための組織及び事務組織が、適切な規模と機能を持っているか。また、

危機管理等に係る体制が整備されているか。  

（観点に係る状況）  

 

管理運営のための組織としては、運営基本規則及び各会議・委員会規則を制定して体制

を整えている。これらの規則集は理学部ホームページからアクセスできるようになってお

り、学内からであればいつでも参照できるようになっている。（資料Ｚ－Ⅰ－１－１－１）

特筆すべきことは目的と特徴で記載した理学部長室を中心とした意思決定システムである。 

一方、事務組織に関しては、管理運営上支障の生じない体制として構築されてはいるが、

全般的に人数が足りない状況である。特に学部教務担当者の不足が深刻である。教務担当

では、教務、入試、就職、学生支援、教室管理、学部委員会業務等、教学に関する業務一

切を３名のみで担当し、オーバーワークとなっている。全学的に適切な人員配置が望まれ

る。 

 危機管理等に係る体制として、緊急時連絡網（資料Ｚ－Ⅰ－１－１－２）、対応マニュア

ル（資料Ｚ－Ⅰ－１－１－３）等を作成し、必要な構成員に配布周知している。また、消

防団（資料Ｚ－Ⅰ－１－１－４）も組織し、火災や地震等の災害に対応している。（資料Ｚ

－Ⅰ－１－１－５）安全衛生委員が定期的に巡視しており、危険箇所を指摘し、施設の管

理者に対策を報告させることにより、日常的に安全の確保に取り組んでいる。  

 平成 25 年度の理学科会議において、安全教育の充実、時間外施設利用申請システムの導

入、理学部安全週間の実施など柱とした安全に対する取り組みを更に強める方針を決めた。

（資料Ｚ－Ⅰ－１－１－６）  

 研究費不正使用の防止のために、検収制度が整備されている。（資料Ｚ－Ⅰ－１－１－７）

理学部の教職員も積極的に協力している。また、データのねつ造など研究不正防止に関連

する講演会やアンケート調査も実施されており、多くの研究者が参加している。（資料Ｚ－

Ⅰ－１－１－８）  

 Ｐ２Ｐソフトの使用は熊本大学のインターネット環境では禁止されており、理学部では

独自に 4 か国語（日本語、英語、中国語、韓国語）の配布文書を作成し、教職員や学生の

みならず、留学生や短期滞在の研究者にいたるまで、その旨周知徹底している。（資料Ｚ－

Ⅰ－１－１－９）  

 なお、緊急時は、基本的に理学部長室で対応することとなっており、担当職員から理学
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部長室のメンバーに連絡が届くようになっている。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 

 

資料Ｚ－Ⅰ－１－１－１  理学部規則集  

 

http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/forinternal/kisoku/index.html 

［出典：理学部ホームページ］  

 

1. 理学部規則  

2. 熊本大学理学部運営基本規則  [PDF 125KB] 

3. 熊本大学理学部長室細則  [PDF 75.9KB] 

4. 熊本大学理学部運営会議細則  [PDF 105KB] 

5. 熊本大学理学部教務委員会細則  [PDF 98.7KB] 

6. 熊本大学理学部学生委員会細則  [PDF 100KB] 

7. 熊本大学理学部入試委員会細則  [PDF 97.8KB] 

8. 熊本大学理学部広報委員会細則  [PDF 97.2KB] 

9. 熊本大学理学部ＦＤ委員会細則  [PDF 112KB] 

10.熊本大学理学部就職委員会細則  [PDF 96.1KB] 

11.熊本大学理学部図書委員会細則  [PDF 91.1KB] 

12.熊本大学理学部評価委員会細則  [PDF 71.8KB] 

13.熊本大学理学部特定地域教育支援室に関する申し合わせ  [PDF 85.8KB] 
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［出典：熊本大学理学部運営基本規則］  
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資料Ｚ－Ⅰ－１－１－２  緊急時連絡網  

 

［出典：平成 25 年度緊急連絡系統図］  

平成２５年度緊急連絡系統図(平成25年4月1日作成）

【理学部】

火災等発見者
警察 110

消防 119

警備員

◆北地区門衛所
■■■－■■■－■■■■◆自然科学系事務ユニット長

(○○ ○)
（内線■■■■）

●理学部長(○○○○)
(理学部長室 内線■■■■）
(研究室 内線■■■■）

自然科学系事務ユニット

◆総務担当ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ
(○○ ○○)

（内線■■■■）

(○○○○) 

（内線■■■■）

自然科学系事務ﾕﾆｯﾄ
◆経理担当ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ

(○○ ○○)
（内線■■■■）

◆研究支援担当ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ
(○○ ○○)

（内線■■■■）

◆自然科学系事務ﾕﾆｯﾄ
ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ(○○ ○○)
（内線■■■■）

◆理学部教務担当ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ
(○○○○）
（内線■■■■）

※ 他学部への連絡は、スタッフリーダー

（総務担当）の指示により行う。

※ 受信者が不在の場合は、原則
として次の順番の者に連絡する。

その場合，受信者は連絡先及び
前順位者に連絡すること。

●副学部長(○○ ○○)

（内線■■■■）

●副学部長(○○ ○○)
（内線■■■■）

各講座主任
●【数理科学】○○ ○○

（内線■■■■）

●【物理科学】○○ ○○
（内線■■■■）

●【化学】 ○○ ○

（内線■■■■）

●【地球環境科学】○○ ○

（内線■■■■）

●【生命科学】○ ○○
（内線■■■■）

■技術職員
(○○ ○)

（内線■■■■）

◆人事担当ｽﾀｯﾌﾘｰﾀﾞｰ
(○○ ○○○) 
（内線■■■■）

◆ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ
(○○ ○○)

（内線■■■■）

●学科長(○○ ○○)
（内線■■■■）
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資料Ｚ－Ⅰ－１－１－３  対応マニュアル  

 

 

［出典：火災発生時対応マニュアル］  
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資料Ｚ－Ⅰ－１－１－４  消防団組織、防災訓練マニュアル  

 
［出典：教務担当資料］  

 

 

 

自衛消防組織編成表

（自然科学系理学部地区隊）
                        （平成２６年４月１日現在）

地区隊長

理学部長

副地区隊長

理学科長

通報・連絡班

班長（数理科学講座主任） ・在館者に対する指示

・数理科学講座所属教職員 ・記録の作成

・物理科学講座所属教職員

・自然科学系事務ユニット総務担当

初期消火班

班長（化学講座主任）

・化学講座所属教職員

・自然科学系事務ユニット経理担当

・消火用水の運搬

避難誘導班

班長（地球環境科学講座主任）

・地球環境科学講座所属教職員

・自然科学系事務ユニット理学系教務担当

救出救護班

班長（生命科学講座主任） ・救出・救助及び搬出の介助

・生命科学講座所属教職員 ・負傷者の応急手当その他応急処置

・自然科学系事務ユニット人事担当

・消火器等による初期消火作業及び本部初
期消火班の誘導

・火災発生地区へ直行し、防火戸、防火
シャッター及び防火ダンパー等の閉鎖

・出火階に直行し、屋内消火栓設備による初
期消火作業に従事

・出火階及び上層階に直行し、避難開始の
指示命令の伝達

･非常口の開放及び開放の確認、避難上支
障となる物件の除去

・自衛消防本部への通報及び隣接各室への
連絡

・消火器、バケツ等を利用しての初期消火作
業

・隣接する延焼物の取除き又は遮断等一切
の消防作業



熊本大学理学部 分析項目Ⅳ 

123 

 

資料Ｚ－Ⅰ－１－１－５  防災訓練マニュアル 

 

［出典：防災訓練資料］  

 

 

【教職員・学生・フロア責任者版】黒髪南地区防災・消防訓練シナリオ等

・理学部では、地震による防災訓練を行い、そのまま流れで、火災による消防訓練を行う。（地震での負傷者１名を想定している。【○○研究室学生】）
・地震による災害を想定しており、エレベーターは使用できないため、階段を利用すること。
・階段は使えるが、当日、消防署が数カ所封鎖する可能性がある。（昨年度は１カ所封鎖。）
・消防署が逃げ遅れ等の付加想定を行う可能性がある。(昨年度は｢逃げ遅れ｣が１カ所あった。)
・各研究室等内の電話は、本訓練時に使用しないこと。
・原則、全員参加。
・避難時は、速やかに避難して下さい。

①流れ・注意事項について

②当日の役割

（１）理学部地区隊　（地区隊長・副地区隊長・通報連絡班・初期消火班・避難誘導班・救出救護班）【理学部長・理学科長・各講座主任を中心として組
織】
（２）建物責任者（主に各建物の状況を理学部地区隊へ報告する）【理学部1号館（○○○先生）　2号館（○○○先生）　3号館（○○○先生）　4号館（○
○先生）　化学薬品庫（○○先生）】
（３）フロア責任者（各フロアの状況を建物責任者へ報告する）【理学部1号館・2号館・3号館・4号館の各階にフロア責任者をおく（後日決定後、連絡しま
す）】
（４）負傷者1名【○○研究室学生】
（５）負傷者発見者1名【○○研究室学生】
（６）火災発生場所は、理学部2号館となっているが2号館のどこで発生するかは、当日の訓練開始時に消防署が決定。
（７）一時避難場所（理学部3号館西側：理学部3号館と工学部研究棟Ⅰの間のスペース（駐車場及び通路））当日は、通行規制を行います。
　　・一時避難場所への避難が完了したら、指示に基づき、避難場所：南地区西側駐車場（工学部物質生命棟前）へ避難
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資料Ｚ－Ⅰ－１－１－６  安全教育の考え方  
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［出典：平成 25 年 8 月理学科会議資料］  

 

資料Ｚ－Ⅰ－１－１－７  検収制度  

 

熊本大学ホームページ  

http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/jouhoukoukai/receive/index#01  

［出典：熊本大学ホームページ］  
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資料Ｚ－Ⅰ－１－１－８  研究不正防止に関するアンケート  

 

 

［出典：総務担当資料］  

公的研究費の適正な執行に係る調査結果（2011.11.25現在）

№ 回収率

有 無 常勤 非常勤 常勤 非常勤 (%)

対象者数 0 2 2 1 5 5

回答者数 0 2 2 1 5 5

対象者数 105 76 5 40 226 0 226

回答者数 104 72 5 37 218 0 218

部　局　等

不適切な

経理の有無 内訳

教　　員 一般職員

合計
教授

事務職員 技術職員
その他 計准教授 講師 助教 助手 その他 計

4 理学部 ○ 100

○ 96.59 自然科学研究科

公的研究費の適正な執行に係る調査の結果について（報告） 

 

 

１．調査事項：平成２０年４月１日～平成２３年７月３１日までにおける預け金及びプー

ル金の有無 

※調査の過程で、平成１９年度以前の不適切な経理が判明した場合も報告する。 

 

２．対象経費：本学における研究活動のための資金 

       （競争的資金、運営費交付金、授業料／自己収入、寄附金など全ての資金） 

 

３．調査方法： 

（１）教職員 

各部局長等の責任において後日検証可能な方法により、調査時点で当該部局

に在職し、研究活動業務（資金管理を含む）に関与する全ての職員（非常勤職

員を含む）に対する文書又は聞き取りによる確認を行う。 

 （２）取引業者 

４１０件（調査期間中３００万円以上かつ２０件以上の取引先） 

                 

４．調査結果 

（１）教職員 

各部局長等からの「預け金」及び「プール金」の有無についての回答は、全

て「無」であった。 

      ・調査対象者数：２，２４７名 

・回 答 者 数：２，２３２名 

・回答のなかった者： １５名（※） 

・回 収 率： ９９．３％ 

 ※回答のなかった者１５名のうち、長期の海外研修者１名、病休１名、督促

中１３名であった。 

    （２）取引先業者 

      取引先業者からの「預け金」の有無についての回答は、全て「無」であった。 

・調査対象：４１０件（実質対象 ４０５件） 

          ・回  答：４０２件 

・回答のなかった取引先業者：８件（※） 

          ・回 収 率：９９．３％ 

       ※回答のなかった取引先業者８件のうち、統廃合５件、倒産等３件であった。 

 

５．文科省提出期限：平成２３年１２月２８日（水） 

 

６．その他 

  平成２３年１０月２７日（木）第６回部局長等連絡調整会議 報告 

  平成２３年１２月２２日（木）第８回部局長等連絡調整会議 報告 
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資料Ｚ－Ⅰ－１－１－９  Ｐ２Ｐソフトに関する注意  
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［出典：理学部長室作成］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［出典：理学部掲示物］  
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（水準）期待される水準を下回る。  

（判断理由）理学部長室を中心とした意思決定システムや管理運営のための組織は構築さ

れており、規則や細則にその所掌が明記されていることで、適切に運営されている。しか

しながら、学部運営上必要な所掌事項を網羅するような事務組織になってはいるが、対処

すべき事務量に比べて適切な数の人員が配置されていない。特に、教務担当事務職員の不

足が深刻である。今後適切な配置が望まれる。  

  

 

 

観点 構成員（教職員及び学生）、その他学外関係者の管理運営に関する意見やニーズが

把握され、適切な形で管理運営に反映されているか。  

（観点に係る状況）  

 

 理学部では様々な方法で意見やニーズを収集し、管理運営に反映させている。それらを

列挙すると以下のとおりである。（  ）は意見を収集する対象である。  

 支援企業（学外関係者） 資料Ｚ－Ⅰ－１－２－１、２  

 担任・チューター（学生）資料Ａ－１－１－２－ 16 

 学生実行委員、学生と学部長の懇談会（学生）  

 特定地域教育支援室（高校など教育機関関係者）  

 学部長ダイレクトメール「ホットライン」（学生）資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 28 

 ４年生アンケート・M2 アンケート（卒業生）前掲資料Ａ－Ⅱ－２－１－３  

 理学部運営会議（講座、教員）資料Ｚ－Ⅰ－１－２－２  

収集された意見は理学部長室で検討され、意思決定に反映している。例えば、輪番制であ

った理学科長を選挙制に変更することで、構成員の意向を反映し、協力体制を強化した。

また、委員会の所掌事項を見直して、委員会負担を軽減した。更に、学生と学部長の懇談

会で提案された要望に応えて、小講義室を自修室として開放したり、理学部エントランス

にレポート印刷用のパソコンとプリンターを設置したりした。（資料Ｚ－Ⅰ－１－２－４） 

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 
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資料Ｚ－Ⅰ－１－２－１  支援企業一覧  

 
http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/etc/support.html 

［出典：理学部ホームページ］  
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資料Ｚ－Ⅰ－１－２－２  理学概論の非常勤講師一覧  

 

［出典：教務担当資料］  

 

 

 

理学概論非常勤講師一覧

[平成25年度]
講師氏名 所属 部局・部署等 職名 備考

1 野田 三郎 （株）野田市電子 代表取締役社長 理学部支援企業

2 佐々本 一美 （株）同仁化学研究所 常務取締役 理学部支援企業

3 尾堂 浩一 財団法人化学及血清療法研究所 品質保証部 品質保証部長 理学部支援企業

4 門岡 良昌 富士通株式会社

ヘルスケア・文教システム事業本部
生体シミュレーション開発室
（兼）次世代テクニカルコンピュ－ティング
開発本部

開発室長
（兼）シニアディレクタ－
（心臓シミュレーター技術
担当）

5 三 浦　洌 熊本大学名誉教授

[平成24年度]
講師氏名 所属 部局・部署等 職名 備考

1 野田　三郎 (株)野田市電子 代表取締役社長 理学部支援企業

2 佐々本　一美 (株)同仁化学研究所 常務取締役 理学部支援企業

3 尾堂　浩一 財団法人化学及血清療法研究所 第一製造部第一課 第一製造部次長 理学部支援企業

4 門岡　良昌 富士通株式会社
次世代テクニカルコンピューティング開発
本部

総括部長

5 三浦　洌 熊本大学名誉教授

[平成23年度]
講師氏名 所属 部局・部署等 職名 備考

1 野田 三郎 （株）野田市電子 代表取締役社長 理学部支援企業

2 佐々本 一美 （株）同人化学研究所 常務取締役 理学部支援企業

3 尾堂 浩一 財団法人化学及血清療法研究所 第一製造部第一課 次長・一課課長兼務 理学部支援企業

4 門岡 良昌 富士通株式会社 次世代ﾃｸﾆｶﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ開発本部 統括部長

5 清水　秀泰 肥後銀行 監査部監査企画G 企画役代理
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資料Ｚ－Ⅰ－１－２－３ 理学部運営会議規則  

 

［出典：理学部ホームページ］  
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資料Ｚ－Ⅰ－１－２－４  改善事例集  

 

［出典：独自作成］  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）意見収集のために多くの窓口を用意し、管理運営に反映している。  

 

 

 

観点 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研

修等、管理運営に関わる職員の資質の向上のための取り組みが組織的に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 

事務職員の研修については、全学で実施されており、独自には行っていない。学部の教

務及び学生支援に関係する職員と学部長室とが密接に連携することにより対応している。  

教職員に対する研修としては、情報セキュリティ研修（資料Ｚ－Ⅰ－１－３－１）、ハラ

スメント研修（資料Ｚ－Ⅰ－１－３－２）、科学研究費補助金取得のための研修（資料Ｚ－

Ⅰ－１－３－３）、研究費不正使用防止のための研修など多岐にわたった研修が実施され

ている。特定の対象に向けた研修（情報管理者向けのセキュリティー研修など）を除いて、

電子メールでの呼びかけだけでは、参加者が集まらないことがあり、適宜会議体において

参加を呼びかけている。また、Ｐ２Ｐソフトの禁止事項については、実例も含めて理学科

会議で全教員が情報を共有するとともに、非常勤教員に対しても事前に説明書を送付して

協力を依頼している。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 

 

 

改善事項  
意見やニーズを

収集する対象  
収集方法  

輪番制であった理学科長を選挙制に変更すること

で、構成員の意向を反映し、協力体制を強化した  

教員、講座  理学部運営会議  

委員会の所掌事項の見直し。委員会は実務的な内容

のみを扱うものとし、審議は運営会議や教授会で行

うことで、実質的な委員会負担の大幅な軽減を行っ

た 

教員 理学科会議、理

学部運営会議  

小講義室を自修室として開放  

レポート印刷用のパソコンとプリンターを設置  

学生用に新聞閲覧コーナーの設置  

学生 学生と学部長の

懇談会 

理学概論の講師を支援企業の役員に依頼し、職場の

実際を学生に伝えている 

企業 支援企業との懇

談会 

医療情報職など新しい就職先の開拓  企業 就職に関連した

企業との面談  

防犯上、１階トイレの窓の開く範囲を限定した  学生、職員  日常のコミュニ

ケーション  

学生による不適切な表現がネット上にあることへの

指摘に対し、学部長室で対応した  

ネットの閲覧者  ネットの閲覧者

からの指摘  
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資料Ｚ－Ⅰ－１－３－１  情報セキュリティ研修（管理者向け）  

 
［出典：教務担当資料］  

 

 

資料Ｚ－Ⅰ－１－３－２  ハラスメント研修  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［出典：理学部 FD 委員会資料］  

 

 

資料Ｚ－Ⅰ－１－３－３  科学研究費補助金取得のための研修  

 

 

［出典：研究支援担当資料］  

 

情報セキュリティー研修

日時：平成25年9月19日（木）　10：30～11：30

場所：工学部2号館1階212教室

参加人数：教員4名、事務5名

理学部教員受講セミナー一覧

日時 セミナー名 講師 参加者数

H25.7.10 科研費獲得セミナー 山﨑淳一郎 2

H25.9.2 若手研究者のための科研費獲得セミナー 児島将康 2

H25.12.6 サイエンスコミュニケーションセミナー 山本佳世子 1

H26.2.3 外部資金獲得セミナー 合田哲雄 2

H26.7.14 科研費獲得セミナー 檜山隆 13

H26.7.30 科研費獲得セミナー 須田年生 1

H26.10.9 日本学術振興会理事講演会 渡邊淳平 6

H21～26年　公募説明会参加者一覧

説明会

参加者 9/29黒髪 理学系 黒髪9/29 黒髪9/30 理学系 9/29黒髪 理学系 10/3黒髪 理学系 10/3黒髪 理学系 9/27黒髪 理学系 9/25黒髪 理学系

人数 97 21 117 20 24 107 15 86 14 92 15 76 6 65 9

H27科研費公募説明会
（黒髪地区）
開催日　H26.9.25

H21科研費公募説明会
（黒髪地区）
開催日　H20.9.29

H22科研費公募説明会
（黒髪地区）
開催日
H21.9.29
　　　9.30（ﾃﾚﾋﾞ会議ｼｽﾃﾑより中継）

H23科研費公募説明会
（黒髪地区）
開催日　H22.9.29

H24科研費公募説明会
（黒髪地区）
開催日　H23.10.3
久留米大学
児島教授セミナー

H25科研費公募説明会
（黒髪地区）
開催日　H24.10.3

H26科研費公募説明会
（黒髪地区）
開催日　H25.9.27

（４）理学部ＦＤ講演会 

実施日時：平成 21 年 7 月 31 日（金）16:00～17:30 

講師：広島大学ハラスメント相談室 北仲 千里 先生 

講演題目：大学におけるハラスメントの被害と防止 

参加者数：約 50 名 

 

組織がハラスメント問題に取り組む必要性、セクシャルハラスメントの誤解されやすい点、性暴

力のこれまでの状況と近年の捉え方の変化、パワー・ハラスメント（アカデミック・ハラスメント）

の言葉の定義や具体的なタイプなどに関して、ご講演頂きました。例示も含めて、分かりやすい話

でした。 

講演の後、具体例なども含んだ質問が多くなされ、有意義なＦＤ講演会となりました。 
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（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）職員に関しては、大学で責任をもって行われているので、問題ないと考える。

教員に対しても、種々の研修が実施されており、会議体での呼びかけなど、参加者数拡大

のために努力している。  

 

分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに継続

的に改善するための体制が整備され、機能していること。  

観点 活動の総合的な状況について、根拠となる資料・データ等に基づいて、自己点検・

評価が行われているか。 

（観点に係る状況）  

 

理学部の活動の活性化を目的として、根拠となる資料・データに基づき、活動の自己点

検・評価を行う全学的な「組織評価」を定期的（第１回：平成 19 年度、第２回：平成 26

年 度 予 定 ） に 実 施 し て お り 、 実 施 後 の 自 己 評 価 書 は 、 熊 本 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kihonjoho/hyouka/hyouka）に掲載してい

る。（中期計画番号 82） 

また、第１回組織評価以降も自己点検評価のために、下記のデータ収集を継続的に行っ

ている。  

 ４年生アンケート・M2 アンケート（前掲資料Ａ－Ⅱ－２－１－３） 

 授業実施報告書（資料Ａ－Ⅰ－１－１－10） 

 講座・委員会の年次報告（資料Ｚ－Ⅱ－２－１－１）  

これらのデータをもとに、独自に自己点検・評価を実施しており、理学部年報としてまと

めている。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 
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資料Ｚ－Ⅱ－２－１－１  理学部年報  

 

［出典：理学部年報］  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）継続して毎年実施している。特に４年生、M2 アンケートを毎年実施しており、

どちらもほぼ 100%の回収率である。  

 

 

観点 活動の状況について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による評価が行われ

ているか。  

（観点に係る状況）  

 

理学部では、全学的に実施される法人評価、認証評価の自己評価を実施し、法人評価は国

立大学法人評価委員会（毎年度及び第１期：平成 21 年度、第２期：平成 28 年度予定）に、

認証評価（第１回：平成 21 年度、第２回平成 27 年度予定）は認証評価機関に定期的に評

価を受けている。また、平成 26 年度に実施する組織評価では、経営協議会で検証を行うこ

ととなっている。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）法人評価、認証評価を実施した。  
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観点 評価結果がフィードバックされ、改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  

 

前回の組織評価や自己点検等を通して明らかになった改善を要する点に関しては、学部

長室が改善の方向を示し、適切な審議体において随時検討し改善してきた。例えば、  

 入試の見直し（３年時編入学、推薦入試、外国語科目の導入）（前掲資料Ａ－Ⅰ－１－

１－８）  

 カリキュラムの見直し（１年次科目の既習、未履修の内容について、全学共通教育へ

の移行、卒業研究の必修化、進級要件など）（前掲資料Ａ－Ⅰ－１－２－２～４）  

 委員会組織の見直し（理学部長室の機能強化、委員会の所掌事項の明確化及び規則の

整理など）（前掲資料Ｚ－Ⅰ－１－１－１）  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 

 

（水準）期待される水準を上回る。  

（判断理由）評価結果を受けて、観点に記載したように５年間で非常に多くの改善を実施

してきた。  

 

 

分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任

が果たされていること。（教育情報の公表）  

観点 目的（学士課程であれば学部、学科または課程ごと、大学院であれば研究科また

は専攻等ごとを含む。）が適切に公表されるとともに、構成員（教職員及び学生）に周知

されているか。  

（観点に係る状況）  

 

教育研究上の目的は熊本大学及び理学部のホームページで公表するとともに、理学部案

内にも記載されており、広く一般に周知されている。（資料Ｚ－Ⅲ－３－１－１）また、学

生便覧、履修の手引きにも記載し構成員に周知している。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 

 

 

資料Ｚ－Ⅲ－３－１－１  理学部の教育研究上の目的  

 

熊本大学ホームページ  

http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/gaiyo/mokuteki/index#rigakubu 

［出典：熊本大学ホームページ］  
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（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）考えられる全ての方法で周知につとめており、かつ、ホームページではアク

セス制限を設けていないのでいつでもどこからでも確認することができ、想定している関

係者の期待に応えている。  

 

 

観点 入学者受入方針、教育課程の編成・実施方針及び学位授与方針が適切に公表・周

知されているか。  

（観点に係る状況）  

 

入学者受入方針は熊本大学ホームページや理学部ホームページ（資料Ｚ－Ⅲ－３－２－

１）、及び、入学者選抜要項や理学部案内にも掲載し、受験生や高校生を含め広く一般に広

報・周知している。  

教育課程の編成・実施方針は熊本大学ホームページ（資料Ｚ－Ⅲ－３－２－２）で広報・

周知している。更に、カリキュラムの全体的な構成を理学部ホームページや学生便覧・履

修の手引きにも掲載し、周知を図っている。  

学位授与方針は熊本大学ホームページ（資料Ｚ－Ⅲ－３－２－３）に、更に、学位授与

方針を補完するものとして卒業までのロードマップ（資料Ｚ－Ⅲ－３－２－５）や卒業要

件単位（前掲資料Ａ－Ⅰ－１－２－２）を学生便覧に掲載して、分かりやすく周知してい

る。 

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 
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資料Ｚ－Ⅲ－３－２－１  入学者受入方針（アドミッションポリシー）  

 

理学部ホームページ  http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/admission/policy.html 

熊本大学ホームページ  http://www.kumamoto-u.ac.jp/nyuushi/gakubunyushi 

［出典：ホームページ］  
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資料Ｚ－Ⅲ－３－２－２  教育課程の編成・実施方針  

 

熊本大学ホームページ  

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/rigakubu/rigaku 

［出典：熊本大学ホームページ］  

 

資料Ｚ－Ⅲ－３－２－３  学位授与方針  

 
熊本大学ホームページ  

http://www.kumamoto-u.ac.jp/kyouiku/curriculum/rigakubu/rigaku 

［出典：熊本大学ホームページ］  
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資料Ｚ－Ⅲ－３－２－４  理学科ロードマップ 

 
［出典：学生便覧］  

 

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）多くの方法で周知につとめており、かつ、ホームページではアクセス制限を

設けていないのでいつでもどこからでも確認することができ、想定している関係者の期待

に応えている。  
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観点 教育研究活動等についての情報（学校教育法施行規則第 172 条に規定される事項

を含む。）が公表されているか。  

（観点に係る状況）  

学校教育法施行規則第 172 条に規定される事項については、全学委員会である教育会議

から教育情報公表のスケジュールが示され、それに従って、必要な情報の収集および作成

を行い、熊本大学のホームページで公表されている。（資料Ｚ－Ⅲ－３－３－１）  

その他に、学部及び個々の教員の教育研究活動についての情報は、理学部ホームページ

（http://www.sci.kumamoto-u.ac.jp/index-j.html）からリンクが張られている。また、

理学部通信を発行し、在学生の保護者等に送付している。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 
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資料Ｚ－Ⅲ－３－３－１  教育情報の公表  

 
熊本大学ホームページ  

http://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kyoikujyoho 

［出典：熊本大学ホームページ］  

 

（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）全学で公表される学校教育法施行規則第 172 条に規定される事項に加え、種々

の方法で教育研究活動についての情報が公表されている。  
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分析項目Ⅵ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用

されていること。（施設・設備）  

 

観点 教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されてい

るか。また、施設・設備における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面について、そ

れぞれ配慮がなされているか。  

（観点に係る状況）  

 

１学年全員を収容できる教室が無いため教育活動において大きな支障が生じている。（複

数の授業科目において、２クラス開講する、離れたキャンパスで開講するなど）  

理学研究の性質上、個人研究が多く教員の交代に伴う設備の整備や有効活用のための資

金の調達に苦慮している。  

平成 16 年から始まった PFI 事業による改修工事は終了し、理学部１、２、３号館におい

ては耐震構造に改修された。また、スロープや多目的トイレなど建物内のバリアフリー化

は進んだが、ライフライン再生工事の大幅な遅れにより、建物間の車椅子での移動に支障

をきたす状態が続いている。  

時間外施設利用申請システムを導入し火災や災害に備えている。（資料Ｚ－Ⅳ－４－１

－１）教育上必要な自修室を確保するとともに、利用時間を設定し、安全・防犯面の配慮

を行っている。（前掲資料Ａ－Ⅰ－１－２－ 21）平成 25 年秋より理学部安全週間（年２回）

を設けて、理学部構成員の安全に対する意識向上を図った。（資料Ｚ－Ⅳ－４－１－２）ま

た更に、安全委員会の設置に向けてその所掌等を検討した  

 （中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 

 

資料Ｚ－Ⅳ－４－１－１  時間外施設利用申請システム  

 

［出典：理学部ホームページ］  
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資料Ｚ－Ⅳ－４－１－２ 理学部安全週間のポスター  

［出典：理学部安全週間ポスター］  

 

（水準）期待される水準を下回る。  

（判断理由）大規模教室の確保とライフライン再生工事の早期終了が待たれる。  

 

 

観点 教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境が整備され、有効に活用されている

か。  

（観点に係る状況）  

全学的に整備された ICT 環境を利用するためのパソコン室を一部屋だけ理学部で管理し、

資料Ｚ－Ⅳ－４－２－１に示すように PC を 40 台設置している。今後の課題として、最近

の急激な ICT の発展にともない、従来のようなモニターを並べたパソコン室の必要性など、

今後の在り方を検討する必要がある。  

全学無線 LAN が講義室や廊下を除いて（アンテナから遠い化学学生実験室など）つなが

りにくい場所が多々あり、教育研究活動において支障がある。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 
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資料Ｚ－Ⅳ－４－２－１  パソコン室の配置図  

 

［出典：教務担当資料］  

 

（水準）期待される水準を下回る。  

（判断理由）パソコン室の有効活用及び利用形態の検討が必要である。また、全学無線 LAN

の接続状態が悪く、学生や教職員の期待に十分応えられていない。  

 

 

観点 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他の教育研究上必要な資

料が系統的に収集、整理されており、有効に活用されているか。  

（観点に係る状況）  

 

該当せず。  

 

（水準）  

（判断理由）  

 

 

観点 自主学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。  

（観点に係る状況）  

 

小講義室を自修室として提供している。データはとっていないが、頻繁に利用されてい

る。また、自修室として利用時間の設定や教室の可視化を行い、安全・防犯面の配慮も行

っている。また、３年生以上は各コースでの研究室や学生控室などが使われている。  

（中期計画番号Ｋ67～Ｋ93） 
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（水準）期待される水準にある。  

（判断理由）学生が利用できる環境が整っており、効果的に利用されていると判断する。

安全・防犯面への配慮も行っている。  
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４． 質の向上度の分析及び判定  

（１） 分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること。  

 

重要な質の変化あり。  

 

質を維持している。  

 

意思決定を迅速に行い、教職員への教育研究以外の負担を減らすために、理学部長室を機

能強化し、各種委員会の見直しを行った。また、規則を整理した。  

 

事務組織の改革にともない、職員数と所掌事項が対応しておらず、特に教務担当に過大な

負担がかかっている。  

 

以上のような状況の中で、各教職員の努力により、第１期中期目標期間終了時点の水準を

維持している。  

 

 

（２） 分析項目Ⅱ  活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとと

もに、継続的に改善するための体制が整備され、機能していること。  

 

重要な質の変化あり。  

 

改善、向上している。  

 

組織評価後も毎年年報を作成し自己点検・評価を実施した。また、学部長のリーダーシ

ップのもと、理学部長室（設置は前回の組織評価期間の最終年度）で改善すべき点を抽出

し、各種委員会で改善方法を検討し適切に対応してきた。  

根拠資料は各観点の中で掲載した。  

 

 

（３） 分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説

明責任が果たされていること。（教育情報の公表）  

 

質を維持している。  

 

大学に協力し法律に従って情報を公表している。  

 

 

（４） 分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効

に活用されていること。（施設・設備）  

 

質を維持している。  

 

問題点は解決されていない。（１学年全員を収容する教室が無いこと）  
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